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　甘い、かもしれない。

　柔やわらかい、かもしれない。




　背せ筋すじに電でん撃げきが走るのかもしれないし、

　あっさりしているけど忘わすれられない、かもしれない。




　衝しよう撃げき的てきすぎてよく覚えてない、という人もいる。







　そんな無数の感かん触しよくがあるにもかかわらず、

　一つだけある共通点。




　――人生で、一度きり。





　―― 序章 ――




　茜あかね色いろの眩まばゆい日差しが、じりじりと地面を照りつける。

　夕暮れ時を迎えた校舎裏うらに人ひと気けは無く、瞼まぶたを閉じると活気ある声が聞こえてきた。部活動に精せいを出す男子に、大声を張はり上あげる女子の声。一、二、一、二……とランニングと共に規き則そく正しく響ひびく足音や、野球部の「取れるぞー！」と怒ど鳴なる外野への罵ば声せい。それは草くさ地じ一いち高校でよく聞く、放課後らしい部活の声だ。

　元気だな……と感かん慨がいに耽ふける俺おれの頭上で風が吹く。カサカサと揺ゆれる木々を見上げると、そこには力強く枝葉を煌きらめかせる桜の木々が並ならんでいた。春に見せる淡あわい色合いからは想そう像ぞうも出来ない、瑞みず々みずしく輝かがやく深緑の色。その姿すがたから自然と感じるのは――春の終わり、そして、夏の到とう来らいだ。

　……彼女と初めて出会ってから、約二ヶ月が経けい過かした。

　高たか倉くらさんと出会った、あの運命の三日間から……既すでに、二ヶ月。

　――決して短くはなかった。むしろ今までの人生の中で、これほど濃のう密みつかつ凝ぎよう縮しゆくされた日々を送ったことは一度も無い。それ程ほどに、価か値ちのある二ヶ月だった。

　彼女と出会い、その微ほほ笑えみに恋した四月。

　言葉を重ねて互たがいを知り、自然と彼女に惹ひかれた五月。

　そして迎えた、六月一日――

　日を増ますごとに、高倉さんの姿を目で追う事が多くなった。

　あの子は今、何を想っているのだろう。

　あの子は今、何で笑っているのだろう。

　彼女の姿が視し界かいをよぎる度たびにどきりとし、日増しに気持ちが高ぶってゆく。それが恋だと気づくのに、そう時間はかからなかったけれど。彼女にその恋心を打ち明けるべきかどうか――

　それについては、酷ひどく迷まよった。

　もっと時間を置いた方が良いかもしれない。もう少し仲良くなってからの方が良いのでは。彼女の好みを聞いて、俺に気があるか確かく認にんしてからでも良いのでは。そもそも俺は彼女にどう思われているのか……

　高倉さんに関して、俺が知っている事はあまり無い。よく笑うこと、部活動を頑がん張ばっている事、すごく友達想いな事。それくらいだ。

　だけど……それでも、俺は恋をしてしまった。溢あふれる想いは抑おさえられない。彼女の人ひと柄がらの暖かさに。明るさに。優やさしさに触ふれれば触れるほど、心が、高鳴る。

　だから。迷まよった末に……俺おれは決けつ断だんした。

　彼女に、この気持ちを伝えよう。

　今日という、特別な日に。この六月一日に――

「朝あさ井い君！」

　物思いにふけっていた俺の耳元に、明るい声が届とどく。自然と閉じていた瞼まぶたを開くと、高たか倉くらさんが俺に大きく手を振ふっていた。今の今まで部活を頑がん張ばっていたのか、服ふく装そうは白の体操服にハーフパンツ。額には玉のような汗あせを流し、息を切らしながら俺の元へと走ってくる。日の光に晒さらされた健康的な素す肌はだは今日も変わらず美しく、そして……夕日をバックに立つ彼女の姿すがたは、いつも以上に輝かがやいている。

「お待たせ。ごめんね、遅おそくなって。そ、それにこんな格かつ好こうで……」

　高倉さんが途と切ぎれ途と切ぎれに声をあげた。必死に走ってきたらしく、俺の前ではぁはぁと息をつく。

　……ちょっと、悪い事をしたかもしれない。高倉さんの予定も聞かず、突とつ然ぜん呼よび出だしたのは俺だ。……悪い、とは思う。

　でも、どうしても――今日のうちに伝えたい。そう思って。

「俺の方こそ、ごめん。……大だい丈じよう夫ぶ？」

　声をかけつつポケットからハンカチを出し、彼女の汗をぬぐう。「あ……」と高倉さんが甘い呟つぶやきを漏もらし、顔を上げた。夕焼けに染そめられた彼女の顔は、本物の夕日よりも眩まぶしく……その戸と惑まどったような顔に、ばくん、と心が震ふるえる。

　――彼女が、好き。

　それは世界の真理だろうか。詳くわしいことは分からない。

　だけど。俺は、彼女のことが。

　本当に……

「……ごめんな、いきなり呼び出して」

「う、うん。大丈夫……ありがと」

　彼女の汗をぬぐい、高倉さんが呟いた所で、互たがいの視し線せんがぴたりと合う。

　……沈ちん黙もくが、落ちる。その場の妙みような空気を読んでしまったのか……不思議と、相手へかける言葉に、戸惑う。

　囁ささやくように、桜が揺ゆれた。入学以来、俺達の姿をずっと見守ってくれた桜の木々。そのざわめきが、言葉を失った俺達を励はげますかのように靡なびいている。

「そ、それで、今日は……何、かな？」

　高倉さんにそう尋たずねられた所で……

　――行こう。男らしく。格好よく。

　そっと右手をポケットに滑すべり込こませ、用意していたものを手に掴つかむ。

　それは、丁ちよう度ど手の平サイズの小箱だった。小さくコンパクトな紅べに色いろの箱を、震ふるえる右手でしっかり掴つかみ……彼女の前へと、静かに、出す。

「突とつ然ぜん呼よび出だしてごめん、高たか倉くらさん。実は……これを、渡わたしたくて」

「……これ？」

「うん」

　そう。貴女あなたへの、大切なプレゼント。

　そして今日は……貴女の人生にとって大切な大切な、節目の日――

「お誕生日おめでとう。高倉さん」

「え……？」

　告げた瞬しゆん間かん、高倉さんの頬ほおが染そまった。燃えるように赤く、綺き麗れいな……色に。

「し、知ってたんだ、朝あさ井い君」

「もちろん。高倉さん、今日誕生日だろ？　だから、プレゼント。それと……」

　一度そこで言葉を切って、

「今日、伝えたい事もあるんだ」

　彼女の手にプレゼントを渡し、じっとその瞳ひとみを真正面から見る。高倉さんは顔を赤くし、恥はずかしそうに視し線せんをそらしたけれど……やがて俯うつむきがちに、俺おれを見つめ返してくれた。

　胸むねが、とくん、と脈みやく打うつ。体中に血が巡めぐる。

「高倉さん。……俺、」

　二ヶ月の間、ずっと彼女の事を想ってきた。彼女について知っている事は少ないけれど、それでも。彼女の愛らしさと心の優やさしさ、そして時に勇ゆう敢かんさも兼かね備そなえたその姿すがたを見つめてきた。

　だから。

「実は俺、高倉さんの事が……」

「う、うん……」

　高倉さんが、息を呑のむ。

　風が吹き、彼女の髪かみが、靡なびき。

　ぶわっ、と揺ゆれて――

「す……っ……好き、です！　大好きです！」

　間ま違ちがいのないよう二度言った。絶対に、聞き間違えないように。一世一代の大告白！

　その言葉に……高倉さんが誕生日プレゼントを抱かかえたまま、かあっ……と。夕焼けすら霞かすむ程ほどに頬を真っ赤に染めた。その仕草がまた可か愛わいく、柔やわらかく、そして愛いとおしい。

　あまりの事に慌あわてたのか、高倉さんが紅色の箱を両手できゅっと握にぎり締しめ。……暫しばし返事に迷まよった後、もじもじと、その指先でプレゼントの箱を弄いじる。そして、

「……あ、ああ、開けても、いい、かな？」

　俺への返事より先に、プレゼントした箱の蓋ふたを指でつついた。

　頷うなずくと、彼女は指先を震ふるわせながら蓋ふたを開き――

「あ……」

　彼女が小さな声をあげた。

　中に入れておいたのは、銀色のネックレスだった。先せん端たんには彼女が力強く走る様子を元に、白馬をあしらった飾かざりがついている。いつも元気に、健やかに。そして時に白馬の王子様に憧あこがれるという彼女への……俺おれが考えた、プレゼント。

「つけてもらえる、かな……？」

　尋たずねると、彼女が小さくこくりと頷うなずき。自分の首くび筋すじに手を回して、ネックレスを首に下げた。銀の飾りが陽光を浴び、彼女がより一いつ層そう、輝かがやきを増ます。

　心臓の鼓こ動どうが止まらない。そのせいか、ガシッ、と右足に痛いたみが走る。

「朝あさ井い君……」

　高たか倉くらさんの瞳ひとみに、うっすらと、涙なみだが浮うかぶ。

「……どうしたの？」

「あ、ううん。……ちょっと、ね。うれしくて……」

　彼女がそう答え、手元のネックレスを弄いじりながら……俺へと、近寄る。

　いつも優やさしく明るく、そして俺を元気づけてくれた彼女の顔が、間近に迫せまる。頬ほおが触ふれそうな程ほど、鼻がぶつかりそうな程。そして、その唇くちびるが触れそうな程……

「あたしも……あたしも、大好き、です。朝井君」

　彼女の声と共に、ガツッ、と激はげしい物音が響ひびいた。再ふたたび足に痛みが走る。心がときめく。その仕草に俺の手が、自然と彼女を抱だき寄よせ、そして――

「朝井君……」

「高倉さん……！」

　胸むねが苦しい。ガツガツ。足が痛い。……痛い。さらに痛い。何だこれ。鬱うつ陶とうしいな、ええい。落ち着け俺。今は大切な場面なのだ。高倉さんが瞼まぶたを閉じ、あとは俺を待っている。

　彼女の赤く染そまった頬を、じっと見る。彼女はいま既すでに、俺の前で瞼を閉じていて……

「好きだ。いつみ」

　彼女の名前を優しく呼よんだ。そして、彼女の唇にそっと――

　ガツッ

　ガツガツガツガツガツガツガガガガガガガガガガガッ！







「あいたたたたたたっ！　うおおおっ！　痛いえええっ！　って、」

　とんでもなく大きな悲鳴に驚おどろき目を覚ました。椅い子すを蹴け飛とばしその場に起立。なんだ。今の悲鳴は誰だれのだ、何だ、何が起きた？

　心しん臓ぞうがバクバクする。落ち着け、落ち着くんだ俺おれ。状じよう況きようを冷静に把は握あくしろ。

　まず俺の名前は？　朝あさ井い正まさ也や。

　恋人の名前は？　高たか倉くらいつみ。

　彼女とのキスは？　まだ途と中ちゆう。

　プレゼントは？　もう渡わたした。

　じゃあここは何ど処こだ？　周囲を見る。

　左手にはいつもと変わらない教室の窓まどガラスがあり、前を睨にらむと席についたクラスメイト達が全員揃そろって俺の顔を凝ぎよう視ししていた。その先頭には愛いとしの高倉さんも座すわっており、彼女も俺の様子に「？」と小首を傾かしげている。さらに前には眼め鏡がねをかけた長身の先生が俺を睨み、その先にある黒板には速度に関する公式と重力定数g=9.8。ｖだのａだのと小文字と公式が乱立し、何やら授業中のようにも見えるがこれは一体なんだろう。

「朝井。どうした」

「え、と……」

　先生に睨まれ、はたと黒板上の時計に目を向けた。時刻はただいま午前九時二十分。立ち上がっているのは俺一人で、皆みなが見ているのも俺一人。って……

　ここは普ふ通つうに教室で……あれ？

　放課後は？

　高倉さんは？　俺の愛しの人は？

　……というか、午前九時って……

　もしかして。

　今のは、夢？

　はぁ、と先生が溜ため息いきをつく。「せっかく立ったならこの問題解といてみろ朝井」と言われて黒板を見るも、思考が全く追いつかない。そもそも何が書かれているのかすら理り解かい出来ん。

　結局何も言えず叱しかられ、皆の失笑を買ってしまった。……笑われながら席につく。

「くそ……ああもう……」

　全部夢か……とため息。それから、腰こしをゆっくり落として――ふと気がついた。何な故ぜか右足だけは夢と同じように痛いたい。猛もう烈れつに。

　疑問に思い、視し線せんを自分の右下方へ。僅わずかに机から出た俺の足元の傍そばには、女の子らしい綺き麗れいな足が置かれていた。小さな上うわ履ばきがぴったりとはまっている。

　ゆっくりと、その足元から視線を上げた。彼女のほそい足首に続いて、制服のスカート。少々ぺったんこな胸むな元もとと続き、そして――

　にっこり微ほほ笑えむ女の子と目が合った。

　綺麗に伸のびた長い髪かみと、穢けがれ一つ無さそうな白い素す肌はだ。柔やわらかな瞳ひとみと微び笑しようを浮うかべて座る彼女は通つう称しよう『学園の宝石』とも呼よばれる女の子。一つ笑えばその笑顔に恋こい焦こがれ、二つ笑えば天使ですらも舞まい降おりる――最近ではそんな噂うわさまで追加された程ほどである。

　そんな彼女は淡あわい笑えみを浮うかべつつ、しかし額にあるのは笑顔に似につかない怒いかりマーク。……まあ、本当に怒りマークが見える訳わけではないのだが、俺おれには見える。理由は不明だが、このお嬢様――唐から沢さわ鈴すずが怒おこっている。

　というか俺の足の傍そばに唐沢の足があるという事は、深く考えずともこいつが俺の足を踏ふんでいたに違ちがいない。……何で？

「……ええと。か、唐沢さん。何か、怒ってませんか？」

　一いち応おう小さく声をかけると、彼女はそんな俺を無む視しして足を戻もどし、真ま面じ目めに板書……するフリをしつつノートの切きれ端はしに何かを書いた。机の下を通して俺に渡わたす。開く。

『なああにが「好きだ。いつみ」よ全部だだ漏もれなのよバぁカ』

　可か愛わいい丸文字の下に、ぷんぷん怒った顔文字がついていた。……って、ちょっと待て。

　それってつまり……お前は人様の夢に腹を立てたという理由で、足を踏みやがったのか？

『……んなの俺の勝手だろ。第一、夢だろうが。夢の中まで邪じや魔ますんなよお前は！』

『夢の中だからって、あたしのいつみには手を出させないんだから（怒）』

　唐沢が睨にらむ。その表情には天使の笑みなんて何ど処こへやら。見事なまでにふくれた怒り顔。

　そう。これが残念ながら、唐沢鈴という女の子の本性であった。一見すると実に可愛い令嬢なのだが、その本質は単なるお嬢様ではなく……あたしのいつみという言葉通り、あろう事か俺と同じく高たか倉くらいつみに恋する敵てき。その本性はガチ百ゆ合り、やんちゃ、超負まけず嫌ぎらいで意い地じっ張ぱり、とお嬢様とは正反対な気質を持つ女子である。

　そんな唐沢と出会って一月経たち、まあ色々とあって一時的に唐沢を助けたりもしたが、だからと言って何か変わった訳でもなく……というより俺が余よ計けいな事をしたせいで、唐沢はいまや俺の前に立たち塞ふさがる恐おそるべき恋ライ敵バルとして存そん在ざいしていた。かたや『学園の宝石』と呼よばれる絶ぜつ世せいのお嬢様、かたや『ラノベの主人公みたいな奴やつ。主にへたれ方面の意味で』と知人から評ひようされる俺達の対決は、ゴールデンウィークを中休みとして今も絶ぜつ賛さん継けい続ぞく中ちゆう。非ひ常じように残念な話である。

「……ったく」

　悲しい現実に引き戻された所で、これ以上先生に目をつけられないよう板書に戻る。今度は真面目にノートを取りつつ……だが、やはり悔くやまれるのは、先ほどの夢。

　……実に惜しい夢だった。高倉さんと唇くちびるを交える瞬しゆん間かん。あと一歩だったのに。その事だけが本当に心残りではあるが……まあ、諦あきらめるしかないだろう。

　――というか、あれだ。自分で言うと、ちょっと負け惜しみにも思えるが……

　そもそも夢の中でプレゼントを渡しても意味が無いのだ。プレゼントを渡すなら、夢でなくリアルに彼女へ渡すべきだし、キスだってちゃんと現実世界でばっちりすべき。そう、一番大切なのは夢から覚めたことを悔やむのではなく、あの夢を現実にする事だ。

　そのために――

「……ま、その夢がそろそろ現実になるから、あんな正夢を見たのかも、だけどな……？」

　一人呟つぶやき、小さくニヤリ。

　そう。あの高たか倉くらさんへの告白は、あのまま夢では終わらせない。そのために今、俺おれは密ひそかに高倉さんと仲良くなる一大プランを思案中なのだ。

　その手しゆ段だんは既すでに夢の中で提てい示じされていた通り。キーワードは六月一日。高倉さんの人生の節目。プレゼント。すなわち――

「誕生日プレゼント大作戦……っ！」

　思わず呟き、拳こぶしを握にぎる。

　計画の内容は、実にシンプル。六月一日という運命の日に、俺は夢と同じ流れで厳げん選せんしたプレゼントを彼女に渡わたし、強い意志をもって彼女へ告白！　もともと俺に好感を持っている（と思われる）高倉さんはその言葉に感かん謝しや感かん激げき、ついに通じる二人の心。そして彼女と愛を誓ちかうファーストキスを、敢かん行こうする！

　その一手をもって――俺は唐から沢さわとの勝負に終しゆう止し符ふを、打つ！

「……くくっ。見てろよ唐沢。何だかんだで今のはただの夢じゃないのさ。まずは高倉さんへのプレゼントを今日買うだろ？　で、来週には高倉さんを呼よび出だす計画立てて、今月末には、」

「あの。朝あさ井いさん？」

　再ふたたび口にした所で唐沢が声をかけてきた。……何だ、今度は俺の誕生日プランを邪じや魔まする気か？　そうはいかん。

　ふぬっ！　と威い圧あつ感かんを込めて横を向くと、唐沢は何な故ぜかにっこり笑顔で前方を指差した。あちらをどうぞご覧らん下さい。

　言われた通り勢いきおいよく前方をガン睨にらみ。と、そこには物理の先生が威圧感超たっぷりに佇たたずみ、俺の姿すがたを見下ろしていた。三角に尖とがった目つきは怒いかりを露あらわにしており、対する俺も勢いで睨み返し……睨、み……あ、いや。えっと。別に、その……

　そうだった。今は授業中、だった……ような？

「朝井。……俺の授業がそんなに面おも白しろくないか？」

　先生の一言と同時に、教室に再び失笑が零こぼれていった。高倉さんがくすくす笑い、冬ふゆ野のさんが小さく息をつき、唐沢がこっそり笑う。そんな三者三様の姿を見せる中、先生だけは溜ため息いきと共に今時珍めずらしい拳げん骨こつを振ふり上あげた。痛いたい。愛が痛い。

　でも、この程てい度どで負ける俺ではない。そう、すべては高倉さんのために――俺はいつだって、攻めの姿し勢せい。唐沢なんかに、負けるものか。




　ゴールデンウィークを終えた、五月の序じよ盤ばん。

　高倉さんの誕生日まであと、三週間。






　―― 第一章 ――




　　　　１．




　土曜日の授業と俺おれの失笑タイムが終了した、その日の午後。一度家に戻もどった後に支し度たくを調え、俺はとある場所を訪おとずれていた。草くさ地じ一いち高校より電車で揺ゆられること十五分。

　辿たどり着ついたのは草地一駅から少し離はなれた大型店てん舗ぽだった。百円ショップから大型書店、婦人服から紳士服売り場まで一通り揃そろえられた、いわゆる巨きよ大だいなショッピングモールである。建物の外観は端はしから端まで見み渡わたすことも出来ないほどの巨大さで、入口には警けい備び員いんが立ち、隣りん接せつする立体駐ちゆう車しや場じようは土日ならほぼ必ず大だい盛せい況きよう。今も土曜日の午後とあってか、入口を仕切る自動ドアの奥おくにはわらわらと溢あふれんばかりの人ひと影かげが見えている。

　もちろん普ふ段だんの俺は、こんなでかい場所に縁えんは無い。家で引きこもってゲームでもしてる方が好きな訳わけだが――やはり誕生日という大一番には相応ふさわしいプレゼントが必要だ。という事で、草地一の中で一番大きなショッピングモールへと来たのだった。

　ちなみに事前準じゆん備びは超ちよう完かん璧ぺき。ポケットには三ヶ月分ほど前借りした小こ遣づかいを含ふくめて二万円――ＤＳソフトが三本近く買える大金を手にした今の俺に死角はない。

　まずはこの手にある全ぜん財ざい産さんを使って、高たか倉くらさんへの誕生日プレゼントを購こう入にゆうする。ネックレスにペンダント、ヘアピンに、或あるいは指輪。きちんと決めてはいないが、一つ言えるのは……この一手をもって高倉さんに勝負をかける、という事だ。

　つまり――俺は今から、恋の切り札を買いに行く！

「よし行くぜ……！」

　拳こぶしを掲かかげ、勢いきおいよく突とつ撃げき。自動ドアをくぐって傍かたわらのフロア案内をガン睨にらみ。店頭に掲げられたホワイトグリーンのパネルによると目指すべき宝石店は四階にあるらしく、早さつ速そくエレベーターの『△』ボタンをぽちりと押おした。さあ行くぜ。待ってろよ誕生日プレゼント。ついにやける俺の前で、地下駐車場から戻ったエレベーターがチン、と鳴る。

　扉が開き、意い気き揚よう々ようと乗り込もうとした所で――

「なっ」

「うっ」

　……一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよく。

　咄とつ嗟さに足が止まり、思わず目の前の光景を凝ぎよう視しする。

　エレベーターの中には先客がいた。女の子が二人ほど。

　その片かた方ほうは、見た感じからしてお嬢様な空気が漂ただよう、長い黒くろ髪かみの小こ柄がらな女の子。……そしてもう片方は、そのお嬢様のお付き人らしい背せの高めな眼め鏡がねの子。

　……いやまあ、ここまで言っておいてなんだか、非ひ常じように見覚えがある二人組、というか。

　驚おどろいたのは相手も同じだったらしく、お嬢様っぽい女の子が俺おれの顔を見て首を傾かしげ。それからふと正気に戻もどり、慌あわててクローズボタンを押おした。扉とびらが閉まりかけ――

「って、ちょっと待てや唐から沢さわ」

　慌てて足を挟はさんで扉を再さい度どオープン。その態たい度どにお嬢様……唐沢が眉まゆをきりっと尖とがらせる。唐沢も俺と同じく家で着替えてきたらしく、今は白いワンピースと珍めずらしい私服姿すがただ。その背はい後ごには唐沢のお付き人、という立場の冬ふゆ野のさん。こちらも今日は外向けの服装らしく、長なが袖そでのカーディガンにロングスカートで揃そろえている。控ひかえめで無表情なところは外でも変わらず、沈ちん黙もくしたままじーっと俺の方を見つめており……

　で？　どうしてこの二人がここに？

　疑問に思いつつも、とりあえずエレベーターに乗り込み四階のスイッチへと指を伸のばす。

　既すでに押されていた。

　扉が閉じる。ふぃーん、と身体に鈍にぶい重力がかかる。

　……ぐ、偶ぐう然ぜん、だろうか？

　まあ、何か買い物するのに向いてる場所ではあるけどな、ここ。大きいし。

　……でも……

「……よぅ、唐沢。お前も買い物か？」

「そ、そうだけど？　……あんたも？」

　唐沢に聞き返され……おぅ、と頷うなずき。

「ま、まあ、ちょっとな。で、お前何買うの？」

「あんたは？」

「……」

「……」

　チン、とエレベーターが四階に到とう着ちやくした。唐沢が先に降おり、並ならんで俺も。

　それから互たがいに向き合い、

「……じゃ、またな。唐沢」

「うん。またね、朝あさ井い」

　特に用はないし。そう思い、軽く別れの挨あい拶さつをしてから同じ方向に歩き出した。

　店内の四階は実に広々と、という一言ではとても表せない巨きよ大だいスペースが広がっていて、婦人服や紳士服売り場はもちろん、同じフロアに薬局やファミレスまであるマルチぶり。ここのショッピングモールは敷しき地ちの大きさ自体が一つの売りであり、ワンフロアが異い常じように大きいのが特とく徴ちようだ。それだけに奥おく行ゆきもあるし目的地も沢たく山さんあるので、唐沢が俺と併へい走そうしてても特におかしい点はない。奥おくの方に別の目的地があるだけだ。まさか俺おれと同じ目的のジュエリーショップにたどり着くなんて事ある訳わけない、よな？

　なんて思ってるうちに二人揃そろって店の前へと到とう着ちやくした。その頃ころには唐から沢さわも抑おさえていた牙きばを隠かくしはしない。互たがいに何しに来たんだお前と睨にらみ――

「……くっ」

「……ちっ」

「あの、朝あさ井い様。お嬢様。あまり意地を張はらず、素す直なおに話すのもたまには良いのでは、と」

　俺達の背はい後ごで冬ふゆ野のさんが呟つぶやく。……そうは言うが、今日このタイミングで一いつ緒しよに着く理由なんてそうそう無いぞ？　それこそ俺と同じ目的じゃなければ、だが。

　唐沢が大げさに溜ため息いきを吐はく。改めて俺の方に向き直り、

「で、朝井。あんたは何しに来たの？　って、買い物よね。プレゼントでしょ」

「や、やっぱお前もか……」

　呟く。相変わらずというか、何というか……

「まったく……」

　はぁ、と互いにげんなりしつつ、ジュエリーショップへと目を向ける。

　ここの店は隣となりの時計店と並へい列れつして作られているらしく、ショーケースには指輪をはじめネックレス、ピアスといったアクセサリの類がまず並ならび、奥には銀色の時計がケースにずらりと納おさめられている構こう造ぞうだ。さらにその奥の会計カウンターでは可か愛わいい店員さんがにこやか笑え顔がおで客に応おうじ、店内は実に明るくライトな印いん象しよう。……だが残念な事に、そんな店の前だというのに唐沢は実に不満げ、むすーっと小さな唇くちびるを尖とがらせている。

　その唐沢も当然と言うか、俺と同じことを考えたと言うべきか。

「せっかく、いつみのプレゼントをこっそり買おうと思ったのに」

「いやそれ俺の台詞せりふだから」

「……大体あんたねぇ、一人だけ抜ぬけ駆がけしようなんてずるいんじゃない？　こっそりプレゼント買ってあたしを出し抜こうとしたんでしょ。そういうの卑ひ怯きようだと思うんだけど」

　いやいや。

「お前だって俺になんも言わずに今日来たろ。お互い様だっつーの」

「うぐ……あ、あたしはいいのよ。いつみと友達だし？　プレゼント贈おくるのは普ふ通つうでしょ？」

「お、俺だって友達だろ？　だからプレゼント贈るのはいいんだよ別に」

「あら、あんたいつみと友達だったの？　へぇ……」

　唐沢が突つっ込こむ。……いや、一いち応おうこれでも俺は高倉さん公こう認にんの友達だぞ？　それにプレゼントはプレゼントで渡わたしても、別に何の問題も無いよな？

　唐沢がやれやれ、と首を振ふる。その後にまた文もん句くを言うかと思って構かまえたが、これ以上俺の相手をするのも疲つかれた、と言わんばかりにため息をついて。

「まあいいわ。……じゃああたし、中に入るから」

「おぅ、じゃあ俺おれも」

　唐から沢さわに続いて店に入ろうとする。が、その手前で唐沢が足を止めて頭を掻かいた。それから、ちらっと俺を見て。

「……まあ、買うのは別に止めないけど。でも、買うならきちんといいの探さがしなさいよ。いつみが気に入らない、なんて事にならないようにね。……せっかく、いつみのために買うんだから」

　ちょっとトゲはあったが、意外にも唐沢がエールを送ってきた。唇くちびるを尖とがらせながら。

　……こいつからエールを貰もらうってのも変な話だが、唐沢は案外こういう奴やつだったりする。高たか倉くらさんが喜ぶのが第一で、俺との恋争いはあくまで二番手。

　ま、それは俺も同じではあるが――

　そうだな。一いち応おうエールを送られたのなら、俺も返しておくべきだろう。

「おぅ。ま、お前もいいの探せよ？　高倉さんの笑顔が一番だしな。……プレゼントで喜んでもらいたいのは俺も一いつ緒しよだ。まあでも俺の方が素す敵てきなプレゼント買うけどな？」

「はいはい」

「お、お前いま明らかに俺には無理って顔しやがったな……！」

　言い返しつつ、二人並ならんで店へと入る。あいつはエールを送りつつも自分の勝利だけは確かく定てい済ずみ、と随ずい分ぶん余よ裕ゆうある微ほほ笑えみを見せ……くっ。やっぱお前なんかに負けるか。高倉さんにぴったりで最高のプレゼントは俺が買う！

　……と思っていると、

「いらっしゃいませ、お客様。……お隣となりの彼女へのプレゼントでしょうか？」

「「違ちがいますから！」」

　なんでそうなるんだ全く。




　　　　＊




　目についたショーケースには、見事な売うり文もん句くが書かれていた。


『中央に彩いろどられた最高級サファイアの輝かがやきが美しい、バタフライを模もしたヘッド付きネックレス。ジュエルがふとした仕草と共に輝き、身に纏まとうだけで大人の魅み力りよくを漂ただよわせます。プレゼントに最さい適てき！　煌きらめく紺こん碧ぺきのジュエルはいかが？　今なら30％ＯＦＦにてお買い得！』






　お値ね段だん　120,000円




「あのー。これ値札が一ひと桁けた間ま違ちがってもががっ」

「あんた、あたしの隣となりで恥はずかしい事言うな……っ！」




　　　　＊




　死角は無い。正直に白はく状じようするが、そう思っていた。

　もちろんテレビ番組に出てくる一億単位の宝石は買えないだろうが、あれは言わばセレブリティな夢の住人のお買い物であり、俺おれたち一いつ般ぱん庶しよ民みんとは次元の違ちがう世界の話だと思っていた。

　知らなかったのだ。一般的なジュエリーというものが、いったいどれ位の値ね段だんなのか。

　大人というものが、普ふ段だんどんな買い物をしているのか――

「な、なあ唐から沢さわ。どれもこれも綺き麗れいなんだが……値段、おかしくないか？　おかしいよな？」

　そう思って唐沢に聞くと、

「こういうのは高いものなのよ。仕方ないと思うけどあんた、店員さんに素すで突つっ込こむのはやめてよね。恥ずかしいんだから」

「す、すまん……な、なあ唐沢。一いつ緒しよに見ていいか？　俺、ちょっと自信が……」

「……まあいいけど」

　唐沢に一度怒おこられた後は、とりあえず一緒に店内を見て回る事にした。

　店は決して広くはない。じっくり見ながら一周するのも十分で終わる程てい度どだが、並ならべられた輝かがやきには目を引かれる。十じゆう字じ架かの細い銀で出来たクロスのブローチ、小さなハート二個を銀のチェーンで繋つないだネックレス……

　とりあえず唐沢の後ろについて様子を見ていると、同時に唐沢の意図が見えてくる。唐沢が重点的に見ていたのはピアスとネックレスの類だ。令嬢・唐沢鈴すずと言えど懐ふところには限げん度どがあるのか、十万クラスの指輪の前では興きよう味みを見せつつも居い座すわらない。その代わり手て頃ごろなピアスやネックレスを中心に見回っている。こちらは安ければ一万五千、と確たしかに手の届とどく範はん囲いであり、俺にもようやく現実路線が見えてきた。

　ただまあ、一万五千や二万クラスになると、豆まめ粒つぶみたいに小さくなってしまう訳わけだが……

「ねえ」

「ん？」

「あんた、どれがいいと思う？　あたし、いつみにはピアスって似に合あわないと思うけど……」

　それは同感だ。あと俺は個人的に、耳に穴をあけるのは怖こわいっていうか……

　そう告げる唐沢の前にあるケースに並ぶのは、主にネックレスの類だ。金色の純じゆん粋すいなチェーンタイプのものもあれば、先せん端たんに飾かざりのついたペンダントに近いシルバーネックレスなど様々。

　そうだな。この中から選ぶとしたら……うん。俺なら間ま違ちがいなく、

「これだな。チェーンの先端に馬がついてる奴やつ！」

　白馬を模もしたアクセサリの付いた、銀のネックレスを一発チョイス。俺の夢に出てきたイメージにどんぴしゃり！　というか、まさに夢で出てきたお告げの再さい現げんとも言うべき代しろ物もの。これなら勝てる！

　そう思って唐から沢さわを見ると……って、何だよ、そのジト目。

「あんた……女の子に馬をプレゼントするわけ？　本気で言ってる？　センス悪いわね……」

「え、ま、マジで……？」

　そ、そうなんだろうか。白馬のイメージ的に馬もありかと思ったんだが……あれ？

「私もそれは少々、いかがなものかと……」

　隣となりの冬ふゆ野のさんまで突つっ込こんでくる。そ、そんなに駄だ目めか。じゃあ無ぶ難なんに――

「こっちの十字の奴やつは？　ほら、シルバーのクロスでこう、女の子っぽい感じがさ」

「……悪くはないけど、でもいつみに十じゆう字じ架かってイメージじゃない気がするのよね。どっちかっていうと冬野向きなイメージって言うか」

「あー……そうかもな」

　言われて頷うなずく。背はい後ごから冬野さんが「私のイメージとは何ですか……？」と聞いてきた。まあ、何となくというか。高たか倉くらさんは物静かとか神しん聖せいとか、そういうタイプじゃないし。

「じゃあこれは？　ほら、この――」

「それは無いわ。っていうかそれ男物でしょ。あんた、もうちょっと真ま面じ目めに選んだら？」

「……おぅ……」

　真面目に選んでたんだが……もしかして俺おれ、センス無い？

　ちょっとへこむな、正直。

　……ただまあ、別の言い方をすれば、唐沢が一いつ緒しよで本当に助かったとも言えるか……うん。

　唐沢本人には絶ぜつ対たい、言わないけど。

「如何いかがでしょうか？」

　首を傾かしげる俺達の前に、背せの高い店員さんがニコニコと寄ってくる。その笑顔は営業スマイルというより、俺達自身に興きよう味みがあるといった感じだ。若い俺達が珍めずらしいのか、先さき程ほどから丁てい寧ねいに応おうじてくれる。

　まあ、その好意は有あり難がたいのだが……

「彼女へのプレゼントですから、ゆっくりご覧らん下さい」

　と言いながらニコニコする様子は、どう見ても。

「宜よろしければつけてみますか？　彼女にとてもお似に合あいだと思いますよ？」

　俺と唐沢の仲を、勘かん違ちがいしてるような……？

「いえ、あの、彼女じゃないので」

　丁寧に否ひ定ていしつつ、唐沢にも何か言ってもらえないかと見返すと。当の唐沢はじっとショーケースを見つめていた。中にある銀色のネックレスを見つめつつ、小さくため息をついて……長い髪かみを後ろに流す。……何か気になるものでも見つけたか？

「ほらほら、彼女にちゃんと選んであげないと。ね、彼氏♪」

　店員さんに耳元で囁ささやかれ、

「で、ですから違ちがいますって！」

　即そく座ざに否ひ定てい。が、そこに冬ふゆ野のさんも俺おれの隣となりに寄ってきた。相変わらず無表情のまま、唐から沢さわをじっと見つつ。ぼそりと一言。

「朝あさ井い様。……せっかくですので、お嬢様に試着して貰もらうのは如何いかがでしょうか」

「し、試着？　いや、だからなんで唐沢になんか――」

「お嬢様も高たか倉くら様も元気な方です。身長が少々違いますが、お嬢様に似に合あうのなら高倉様にも似合うかもしれません。……朝井様も、先ほどから選びかねている様子ですし」

「うっ……な、なるほど。し、試着して、高倉さんに合うのを、か……」

　微び妙みように説得力のある事を言われ、改めて唐沢の見ているショーケースをのぞき込む。稲いな妻ずま型がた、ハート型、二つ連なるダイヤのものと色々あるが……

　そうだな。この中で高倉さんに似合うもの……とイメージしつつ、唐沢に渡わたすなら――

「あのハート型の奴やつ……かな？」

　俺が選んだのは銀色のハートが二個くっついた、シルバーのネックレスだった。ハートのサイズは小さいが、輝かがやくような銀色と、そして何より二個セットというのが良い。二つの恋が一つに繋つながるという部分から、俺と高倉さんの恋心がいずれ一つになりますように、という気持ちで……

「分かりました。では少々お待ち下さいね？」

「あ、いや、まだこれいいなって思っただけで……」

　言いい訳わけも聞かず店員さんがそそくさとショーケースを開き、そのハート型ネックレスを手に取ってしまった。同じネックレスを唐沢もたまたま見ていたらしく、店員さんの手につられて顔を上げて。

　「へ？」と声をあげる唐沢の目の前で、店員さんがさっと彼女の首元にネックレスをかけた。唐沢が驚おどろいて、こちらを向く。

「お……」

　――小さな変化だった。

　唐沢にはかなり予想外だったのか、俺を見つめてぱちぱちと瞬まばたきをする。が、その度たびに胸むな元もとにつけられた銀のハートがキラリと光り……わずかながらも確かく実じつに、輝きを増ました。それに伴ともなって、心なしか……まあ、だいぶ華はなやかになった、というか……

　唐沢も暫しばし困こまったように頬ほおを掻かき、「……えっと？」と呟つぶやいてから。

　まずは鏡を見て、自分の胸元を軽くチェック。恥はずかしそうに頬を染そめる、女の子らしい仕草を見せて。それから……

　唐沢が俺を見た。おそるおそる口を開き、
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「あ……えっと。ど、どう？」

　聞かれたので。

「えっと。その……に、似に合あってる、ぞ？」

　とりあえず答えて。

「あ……ありがと」

「おぅ」

「……」

「……」

　な、なんだこの沈ちん黙もく。

　あれ？

「……はっ！」

　唐から沢さわが正気に戻もどり、慌あわてて眉まゆを吊つり上あげ俺おれを睨にらんできた。そのまま自分で首に手をかけネックレスを外してしまう。

「い、いつみのプレゼント選ぶんでしょ？　何やってんのよ……！」

「え？　あ、いや、ほら。唐沢に似合うネックレスがあったら、高たか倉くらさんにも似合うかな、って……そう思ってさ」

「あ……そ、そうね。うん、確たしかにいつみには……に、似合うかな……？」

　何な故ぜか慌あわてる唐から沢さわ。再さい度ど流れる、少々へんてこな空気。

　そのまま唐沢は暫しばらくネックレスを眺ながめていたが……少し恥はずかしそうに咳せき払ばらいをした後、改めて。

「まあ、確たしかにいいわね。……けど……」

　納なつ得とくはしたものの、問題が。そんな顔をしてショーケースに視し線せんを落とす唐沢につられて、俺おれもそちらを向き――

「うぐっ……っ！」

　ようやく、そこで現実という名の壁かべに気がついた。そう、俺達が見ていたネックレスのお値ね段だん――堂どう々どうの『49,800』。しかも改めて紹しよう介かい文ぶんを見ると初夏の季節限げん定てい品ひんらしく、今買わなければ次に買える保ほ証しようも無いという、まさに夢も希望もへったくれもない鉄てつ壁ぺきディフェンスというおまけつき。

　……試着の前に値段を見ておくべきだった……！

「如何いかがでしょうか？」

　先さき程ほどからニコニコと俺達の様子を窺うかがっていた店員さんが、再ふたたび声をかけてくる。その瞳ひとみは期待に満ちており、俺達の気配を敏びん感かんに感じ取ったようだが……いやまあ確かに、今の様子からして俺と唐沢の意見は固まった気はするが、その。世の中、無い袖そでは振ふれない訳わけで……

「あ、あの。これ、もうちょっと安く……とか出来ませんか？」

「……申もうし訳わけありません。当店では今現在が正直なところ、精せい一いつ杯ぱいのお値段でして……」

「で、ですよね……」

　元々周囲の店てん舗ぽとしのぎを削けずっている大型店内のショップだ。限げん界かいギリギリの客商売をしてるのは高校生の俺でも分かる。だが、金きん策さくという面では正直、俺には打だ開かい策さくが――

「ね、ねえ、朝あさ井い」

　と思ったら唐沢が小こ突づいてきた。何だ？

　訝いぶかしむ俺の前で、唐沢はその眉まゆをぐーっと寄せて。

「あんた、幾いくらもってる？」

「え？」

　幾ら？

　……それってもちろん、財さい布ふの中身の事だよな。

　でも、その質問って……

　俺の懸け念ねんを見越してか、唐沢が眉をひそめて小声で言う。

「朝井。あたし達が今選んでるのは、いつみへのプレゼントなのよ。で、いつみへのプレゼントって事は……一番大事なのは、いつみに喜んで貰もらう事、よね」

「まあ、それはそうだけど……」

「だったらこの際さい……一いつ緒しよに買わない？　これなら確かく実じつに、あたしは行けると思うし」

「一いつ緒しよに？　いやでも高たか倉くらさんのプレゼント、だよな？　しかも誕生日プレゼント」

「分かってるわよ言われなくても。……苦く渋じゆうの選せん択たくってやつなんだから」

　唐から沢さわがちょっと頬ほおをふくらませた。承しよう知ちの上で言ってるらしい。

「あんたと一緒に買うなんて正直、ごめんだけど……でもよ？　安いネックレスを二人でこそこそ買うのと、一番似に合あいそうなものを二人で買うのと、どっちが喜ぶと思う？」

「……そう言われると、確たしかに」

　もっともな話だ。確かにここで啀いがみ合あうよりは、協力する方がモアベターに違ちがいない。それに正直、俺おれにとって二万というのは大金なのだ。この金を叩はたいて中ちゆう途と半はん端ぱに妥だ協きようするのは、俺としても頂いただけない。……それなら唐沢と無理に協力してでもプレゼント優ゆう先せん、か？

　ただそうすると、俺の高倉さんとのファーストキス大作戦は最初から頓とん挫ざする事に……いやしかし、高倉さんが喜ぶ事こそ史上最大の目的であるべきで……

「どうすんの、朝あさ井い。買う？　やめる？」

「うぐ……た、確かに苦渋の選択って奴やつだが……」

　唐沢の問いに一いつ瞬しゆん、返答に詰つまったが――やはり、高倉さんの幸せには代えられない。

「分かった。買う。やっぱ高倉さんの喜ぶ顔が一番だ」

「……こういう時だけ、あんたの判はん断だんはまともで有あり難がたいわ」

　俺の決けつ断だんに唐沢が頷うなずき、財さい布ふを出す。そこに店員さんが「お決まりでしょうか？」とトドメの一言。そのスマイルに俺も力強く頷き、

「はい。では、これをください！」

　先ほどのハート型ネックレスを取り出し、惜しみなく財布から二万を出した。覚かく悟ごを決めたら突つき進すすむのみ。全ては高倉さんの笑顔のため――男に二言はない！

　その隣となりで唐沢も財布から一万円札を二枚取り出し、重ねて差し出す。

　意気込みは店員さんにも伝わったのだろう。しっかり並ならぶ俺たちの顔を見つめ……今度は何な故ぜか少し首を傾かしげて。

「あの。失礼ながら、あと九千八百円ほど足りないようですが？」

　……あれ？




　　　　＊




　それから二十分後――

「こ、こんな筈はずじゃなかったんだが……俺は今日必ずプレゼントを買う、と……！」

「全くよ。……まあ、あんたと協力して誕生日プレゼント買うなんて止めなさい、って神様が言ってるのかもしれないけど……ん、美お味いしい」

　二人でげんなりしつつ、唐沢が苺いちごの載のったチョコクレープを口にする。

　ジュエリーショップから出た俺おれ達は、あの後とりあえず近場のクレープ屋に入りテーブルを囲んで作戦会議を開いていた。俺と唐から沢さわが顔をつき合わせ、合間に冬ふゆ野のさんを挟はさんでの相談……というか、浅はかすぎた計画が頓とん挫ざした事への反省会である。

「つーかお前、お嬢様なのに何で二万しか持ってないんだよ」

「……あんたこそ、いつみへのプレゼントならもっと奮ふん発ぱつしなさいよ」

「いや、俺だってこれ結けつ構こう限げん界かいなんだぞ？　親にはそんな大金何に使うのって睨にらまれるし、妹にもなんかジト目でみられるし……」

　家族の寒い視し線せんがお前に分かるか？　普ふ段だんは真ま面じ目めな俺が突とつ然ぜん、親に向かって小こ遣づかい前借りさせてくれと頼たのむ、情なさけないこの姿すがたが！

　……と続けて言おうと思ったが止めた。唐沢の前で家族の話はちょっとタブーか。

「で、どうする唐沢。ネックレス以外で何か買うか？　もういっそ、普ふ通つうにケーキとか」

「あんた、それで満足できる？　いつみの、花の十六歳のプレゼントよ？」

「いや、うーん……」

　そう言われると、迷まよう。なんせ一年に一度の記念の日であり、同時に一世一代の告白タイミングだ。その告白のプレゼントがケーキや洋服、というのは寂さびしすぎる。が……

「でも、金が……」

「そうよね……」

　思わず肘ひじをついて顔をふくらませると、向かいの唐沢も俺を真ま似ねてむすーっとした。一いつ緒しよにため息を吐はいて、さて一体どうしたものか――？

「朝あさ井い様。お嬢様。……もし宜よろしければ、こちらを」

　頭を抱かかえた所に――冬野さんがすっと、俺達の前にチラシのようなものを差し出してきた。

「先ほど、店を出る前に次回購こう入にゆうを検けん討とうしますと付け加えて頂いただいたパンフレットです。何かの参さん考こうになればと思いまして」

「え……あ、ありがとうございます。っていうかすいません毎回毎回。ほんと冬野さん、出来る人ですよね……こう、さりげないフォローというのが凄すごく」

「そ、そうでしょうか……」

　素す直なおに褒ほめると、冬野さんがちょっとだけ首を縮すくめた。あまり褒められるのに慣なれてないのか、無言で手元のプリン入りクレープを小さく、ぱくり。……でもちょっとだけ照れているらしい。

　というか正直なところ、お世せ辞じ抜ぬきで冬野さんは万ばん能のうだ。そのお陰かげで俺も唐沢も色々と助けられている。そんな普ふ段だんのお礼も兼かねて、言ってみたのだが――

「……お嬢様のためですので」

　ぼそっ、と呟つぶやくのを聞いた所で、冬野さんがパンフレットを開いてくれた。

　やはり先ほどのハート型ネックレスは今流行の品なのか『夏の日差しに煌きらめく銀の光こう沢たく、恋の夏！』と全面に出して大々的に広告している。恋の夏という文面からハート型を売うり文もん句くに『素す敵てきな異い性せいとさらに親しん密みつな関係に！』とべらぼうな勢いきおいでの宣せん伝でんを行っている。夏本番にはまだ早いが、この時期から購こう入にゆうを検けん討とうさせよう、という狙ねらいだろう。でもやっぱり幾いくら睨にらんでも恋の値ね段だんが変わる訳わけでもなく。結論を見れば現実は非ひ情じようだとしか言いようがない。

　……一いち応おう、よく読むと期間限げん定ていのフェアは七月末までやってるようだった。とはいえ高たか倉くらさんの誕生日は六月頭だし、それまでに手に入れられなければ今度は渡わたす機会の方が失われる。でも俺おれの方はもう小こ遣づかいは前借り出来ん。これ以上はさすがに親父からも怒おこられる。

　となると……

「なあ唐から沢さわ。お前、お嬢様なのに小遣いって……俺と同じぐらい、なのか？　こう、お嬢様なんだしもうちょっと貰もらう、とか……」

　聞くと、唐沢はほんの少し眉まゆを寄せ、食べ終わったクレープの包みを片かた手てでぐりぐりと潰つぶし。

「……あたしの小遣いって、成せい果か主義なのよ」

「成果主義？」

「基き本ほん的てきに、お父様に頼たのめば何でも買ってくれるわ。ただ、勉強道具とか洋服とかだけだけど。で、あたしの個人的な小遣いは、テストの点数とか成績とか……習い事で、例えば検けん定てい何級を取ったとか、そういう時だけ。欲しいなら結果を出せ、ってさ」

「……なんかやだな、それ。文句の一つでも……」

　言えばいいのに、と思った所であいつの顔を思い出した。高い身長から見下ろす威い圧あつ的てきな、あの気配――

「言えねーよな。……すまん」

「謝あやまらなくてもいいわよ。それに小遣いなら、たまに冬ふゆ野のがちょろまかしてコッソリくれるし」

　唐沢が笑う。って、おい。

「まあいくら主あるじ様とて、本当に一円単位で私達のお金を管かん理りしてる訳ではありません。もちろん、騙だます方としては命がけですが……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのかそれ。ばれたら物もの凄すごく怒られるよな？」

「お嬢様のためですので」

　冬野さんが言い切った。

　……うーむ。冬野さんって基本は真ま面じ目めなんだが、お嬢様のためとなると……

「ま、あたしらの心配はしなくていいわよ。こうして二万はあるわけだし。それより問題はこっちでしょ？　あたしの小遣いなんかより、いつみの心配よ」

「お、おぅ……」

　唐沢がパンフレットを右手でつつき、ページをめくる。とはいえ……パンフレットに載のっている品物自体は同じなのだ。先ほど三十分以上かけて出した結論は結局変わらず。

「やっぱ、あれが一番良かったな……」

「うーん……」

　二人で呟つぶやく。こういう時だけ心境が重なり、けれど打だ開かい策さくは結局無いという状じよう況きように陥おちいりつつ、最後のページをめくってみた。

　パンフレットの巻かん末まつは近場で開かれる東山祭という祭の紹しよう介かいページで、何な故ぜかぜんぜん関係無さそうな東山祭の演えん劇げき大会について掲けい載さいされていた。東山祭といえば草くさ地じ一いちにある東山での祭の事で、開かい催さい時期は五月末……って、本当に関係ないだろこれ。

「駄だ目めだな」

　思わず閉じようとした所で、慌あわてて唐から沢さわが手を伸のばして止めた。……なんだ？

「ちょっと待って。今の、最後のとこだけど……」

　唐沢が呟く。そのまま再さい度ど開き――その小さな人差し指で最後のページの一番下を示す。

　なんでこんなのが載のってるんだと思ったら、どうやら東山祭で開かれるイベントの一つ、演劇大会の景品として店のアクセサリーが幾いくつか出品されているからのようだった。演劇部門の優勝チームに賞品として十字のブローチ、更さらには優秀者一名様に初夏限げん定てい銀のハート付きネックレス。他にも準優勝チーム以下、努力賞、ユーモア賞にもそれぞれ……

　……ん？

　偶ぐう然ぜんだろうか。

　もしかしてこの、ハート付きネックレス、というのは……？

「これ、さっきのあれの事じゃないかしら……」

　唐沢が呟つぶやく。写真が無いので正せい確かくには分からないが、ニュアンス的にも、そして初夏限定モデルという部分からしても、これは多分……どう考えても。

「……確たしかに、あれのようですね」

　冬ふゆ野のさんが続けた。

　俺おれもジュース片かた手てにパンフレットを睨にらみ、改めて隅すみ々ずみまで目を通してみた。東山祭演劇大会、参さん加か資し格かく――一いつ般ぱん学生もしくはアマなら参さん加か自由。子供のお客さんが沢たく山さん観みます。楽しく可か愛わいく、子供向けの演劇募ぼ集しゆう！　素人しろうとＯＫ、小学生でも構かまいません！　楽しくやれればノープロブレム。戦隊ものでもオッケーです！

「……小学生オッケーなら高校生でもいいんだな。それに――」

　賞品、とくれば間ま違ちがいなくタダだ。これなら俺の財さい布ふも痛まないし、なにより……小こ遣づかいに苦労してるであろう、唐沢の負ふ担たんが軽くなる。作戦に対する妥だ協きようもない。

　とくれば、もちろん。

「よし。これに出るか、唐沢。楽しそうだし」

「え？」

　当然だろうと思って聞くと、唐沢は何故か一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。でも決まりだろ？　高たか倉くらさんのプレゼントをタダでゲット出来る恰かつ好こうの機会だ。

「いやほら、どう考えても得だろ？　プレゼントゲットできる大チャンスだぞ？　お前も小こ遣づかいは大切だろうし、こんなチャンス滅めつ多たにないし」

「え、えっと、でも。演えん劇げき……大会……？」

　唐から沢さわが唸うなる。珍めずらしく迷まようなぁと思ったその隣となりで、冬ふゆ野のさんがアドバイス。

「私個人としましても、朝あさ井い様の意見には賛成です。如何いかがでしょう、お嬢様」

「……で、でもいいの？　冬野。出ても」

「私としては推すい奨しようします。強く」

　珍しく、冬野さんが推おした。……本当に珍しい。

「だけど……」

「折せつ角かくの機会ですよ、お嬢様」

　そう言われた唐沢は、パンフレットを改めて見み渡わたし……何な故ぜか俺おれを見た。

　神しん妙みような顔だった。どうした？　演劇に参さん加かするだけだろ？

「うん。そう、ね。じゃあ……あたしも参加する」

　唐沢が頷うなずく。なんだろな、今の。……ま、あの唐沢が断ことわる筈はずもないとは思ったけど。

　決けつ断だんしたら早さつ速そく、という感じで再ふたたびパンフレットに視し線せんを落とす。が――

「でも朝井。これ、よく見たら優勝賞品じゃなくて優秀者、なのね。ＭＶＰって事かしら」

「ん？　ＭＶＰ……って？」

「Most Valuable Playerの略りやくよ。つまり一番優すぐれてる人、って事」

「一番？　へぇ」

　そうなのか。優勝じゃなくて、一番優れている人限げん定ていって事か。なるほど。一番。

　……ん？　一番だけ？　オンリーワン？

　それって、つまり。

　顔を上げる。唐沢は手にしたパンフ越しに、何故か俺の目を見つめていた。その顔には先ほどまでの神しん妙みような顔はどこへやら。……気づけば相当、眉まゆを三角に尖とがらせている。

　これは。もしや……？

「あのね、朝井。ＭＶＰって、普ふ通つうは一人しか出ないの。知ってる？」

「お、おぅ。それ位は何となく分かるぞ。……つまり俺、って事でいいんだよな？　唐沢」

　当然の事実を言った筈なのだが、ふん、と鼻で笑われた。

「あんたの脇わき役やく顔がおじゃ無理ね。一いつ緒しよに出てあげるから大人しくあたしに渡わたしなさい、ＭＶＰ」

「う、うっせえな脇役って言うなよ。お前だってつるぺたのくせに」

「む、胸むねとＭＶＰは関係ないわよ……！」

　唐沢が犬歯を見せて俺を睨にらむ。いや、でも一番って言ったら俺だろ？　やっぱほら、俺の持つ高たか倉くらさんに対する愛。この純じゆん真しんで透とう明めいな心こそまさにMost Valuableな訳わけだし。

「……まあいいわ。どうせＭＶＰは一人限定だし、それなら舞ぶ台たいの上で白黒つけてあげる」

「けっ。そう簡かん単たんにはいかねーぞ？」

「言ってればいいわよ、この脇わき役やく」

　唐から沢さわがいーっ、と顔だけで俺おれに喧けん嘩かを売ってくるので、俺もうーっ、と奴やつに顔を近づけ睨にらみ返かえした。協力する時は協力するが、一名様限げん定ていのＭＶＰではご免めんである。これで協力などして、唐沢にかすめ取られた日には泣くに泣けん。断だん固ことして阻そ止しせねば。

「で？　これ、参さん加かするにはどうするの？」

　唐沢が仏ぶつ頂ちよう面づらでパンフを返してくる。それを受け取り今一度、参加条件について探さがしたが……無いな。自主参加か？　いやでも、それなら受付ぐらいはあるはずだ。直ちよく接せつ、祭の主しゆ催さい者しやに「俺達、参加したいです」とでも言うんだろうか。

「――私が調べておきましょう」

　冬ふゆ野のさんがそう答えてくれた。本当に頼たよりになる冬野さんに感かん謝しやし、それから唐沢を見つめ。

「つーか、お前も冬野さんみたいに、もっと役立つ奴やつならいいのにな」

「あんたに言われたくないと思うけど。っていうかあんた今回殆ほとんど何もしてないでしょ」

「う……うるさいなぁ」
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　――というのがつい先日の出来事だった訳わけだが、俺が何もしてないのは本当だった。演えん劇げき関連は冬野さんに任まかせきり、アクセサリー探しは唐沢の後ろについて見学のみ。俺も少しは協力しないと、幾ら喧嘩相手である唐沢にもちょっとばかり申し訳ないと思うし、冬野さんにはもっと申し訳ない。

　――と考えた時に、気がついた。

　演劇というぐらいだから、演劇部に聞けば良いんじゃなかろうか？



　その発想が閃ひらめいた、更さらに翌よく々よく日じつの月曜日。朝一番の教室にて出会った高たか倉くらさんにはプレゼントの事など当然秘ひ密みつにしつつ「おはようございます！」と元気に挨あい拶さつ。休み明けで会う今週初の高倉さんと早く話をしようと思い「あの。高倉さん。演劇部の部室ってどこにありますか？」。

　いや本当は知ってても知らなくても高倉さんとお話し出来れば幸せです。そう、貴女あなたの素す敵てきな笑顔を拝はい見けんする事が一番の目的で、でももしご存ぞんじでしたら演劇部の場所を聞かせて貰もらえれば――なんて？

「演劇部？　うち、無かったと思うよ？」

「あ、そうなんですか？　じゃあ……」

　何ど処こに行けば……って。

　無い。

　……無い、だって？

「え。無い、んですか？」

「うーん。あたし聞いたことが無いけどなぁ。朝あさ井い君、演えん劇げきに興きよう味みあるの？」

「え、あ、まあ……ちょっと、その……ええと。唐から沢さわに聞かれて」

　咄とつ嗟さの言いい訳わけで唐沢のせいにしてしまった。

　それがまずかった。高たか倉くらさんは唐沢の名前にぴーんと眉まゆ根ねを上げ、真しん剣けんに考え始めてしまう。額に手を当てて悩なやむ姿すがたは朝一の教室内でも目立つ光景だが、高倉さんは全く気にせず何度か唸うなった末。

「うむむむー。……あ。演劇部だよね？　演劇部、演劇部……もしかしてあるかも？」

「本当ですか？」

「うん」

　彼女が今度は頷うなずいた。しかし再ふたたび眉根を寄せ、

「でも、あそこって確たしか使われてなかったような……この前幽ゆう霊れいが、とか……」

「え、幽霊？」

「うん。あそこって、えっと……あ」

　怪あやしむ俺おれの前で、高倉さんがポン、と手を叩たたく。なるほど！　と頷き、

「そっか。上手くすれば……鈴すずが恐こわがって……朝井君……どっかーん……」

「……あの。高倉さ、」

「朝井君。演劇部だよね？　分かる分かる！　思い出した！　是ぜ非ひ行くといいと思うよ！」

　突とつ然ぜん嬉うれしそうに高倉さんから迫せまってくる（近い！）。ど、どうしました高倉さん、そんなに、そんなに近くに迫って……ほ、本当にキス出来そうな距きよ離りで、あの、えっと……

「演劇部、あるよ朝井君！」

「え、そ、そうなんですか？」

「うん。確かあたしの友達がね？　演劇部の話してた。別館の三階だよ。図書室の隣となりあたり」

「へ、へぇ……そ、そうなんですか。そ、それで？」

　それは分かった。でもそれだけの事で、なんでニヤニヤしてるんですか？　っていうかさっき自分で幽霊だの何だのって……

「でね？　演劇部にはもともと女の先輩部員がいて、たまーに部室に入るのを見るってあたしの友達が言うの。でも……」

　と、そこで高倉さんが一度言葉を切り。口元を、三日月のように、にぃーっと微ほほ笑えませて。

「でも、その人が出てくる所は、誰だれも見た事が無いんだってよ？」

「……え？」

「うふふふふ。じゃあ頑がん張ばってね？　鈴と一いつ緒しよに。……あるといいね、演劇部……」

　高倉さんが口元を手で隠かくしつつ、俺から離はなれた。鼻歌交じりに自分の席に座すわり、そこに唐沢が姿すがたを見せる。その頃ころには高たか倉くらさんはいつものスマイルにて、おはよう鈴すずっち、と元気に声かけ。彼女に抱だきつきうりうりむにゅー。そして唐沢様のご降こう臨りんに教室中が活気づく。

　入ったっきり、出てこない？
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　その日の、放課後。

「ねえ朝あさ井い。本当にここなの？」

「ああ。そのはず、だけど……」

　俺おれは唐から沢さわと共に別館の三階、図書室と視し聴ちよう覚かく室しつよりも更さらに奥おくにある小こ部べ屋やの前に並ならんでいた。高倉さんの話を元に、まずは一度訪たずねてみよう、という事になったのだが……

　高倉さんが暗に示した通り、その部室は何というか、その。非ひ常じように古くさいというか、雰ふん囲い気きからしていかにも怪あやしい存そん在ざいであった。入口には古びたドアが据すえ置おかれ、中央に『演えん劇げき部ぶ』と力強く墨すみで書かれた看かん板ばんが怨おん念ねんでも籠こもってるかの如ごとく釘くぎで打ち付けられている。しかも微び妙みように傾かたむいており、明らかに怪しい。怪しすぎる。

　そして高倉さんの話だと、女の先せん輩ぱいの部員がいるそうなのだが……その割には先ほどから人ひと気けは全く感じられないし、中から物音一つ聞こえない。にも関わらず、謎なぞの隙すき間ま風かぜだけは部室を通とおり抜ぬけて吹き付けてくるという……

「な、なんか不気味な感じね。気のせい？」

「……き、気のせいだろ。きっと」

　そう軽く答えて……沈ちん黙もく。

　唐沢にちらっと流し目を送ると、あいつは俺の視し線せんに気づいて「ふ、ふん」と息いき巻まき、俺の制服をちまっと掴つかんだ。

「ま、まあ、あたしは幽ゆう霊れいなんて怖こわくないけど？」

　そうか。……なら、俺の制服の裾すそを掴まないで欲しいんだが？

「って言うか、あんたはどうなのよ。幽霊とか、もも、もしかして苦手なタイプ？」

「俺？　ば、馬鹿言うなよ。俺は別に、それくらい大した事ないぜ？」

　まあ確たしかに得意とか好きではないが、苦手ではない。全然ないさ。

　……本当だからな？　つーか大体、幽霊なんてこの世に存在しないものにびびるほど俺は暇ひまではない。それに、も、もし本当に怖かったとしても――唐沢がこうも怖がってる前で実は俺も、なんて絶ぜつ対たい言えない。男のプライド的な問題だ。

　そうとも。俺は男。男の子！

「……分かった。じゃあ俺が先に行くぞ。まあお前も怖くはないんだろうが、一いち応おうここは俺が男としてだな？」

「そ、そうね。まあ一いち応おうね。あたしも怖こわくないけど」

　唐から沢さわが頷うなずき、相変わらずこの強がりめ……と思いつつドアノブを握にぎる。背はい後ごには唐沢。そうとも、ここでびびる訳わけにはいかんのだ。

「だいたい、この世に幽ゆう霊れいなんているわけないのよ。ＵＦＯだって所しよ詮せんは幻げん想そうよ……！」

　唐沢が呟つぶやく。その通り、と同意した所でノブを回し――

「だったらＵＭＡとかもプラズマの類だろうなきっと。行くぜ？　せーのっ！」

　力を込めて、思いっきり開いた。

　その途と端たん――ぶわっ、と気持ち悪い風が吹いた。ねっとりとした湿しつ気けを肌はだ身みに浴び、少し身み震ぶるいしつつ……まずはじっと、中を窺うかがう。

　室内にはフローリングの床ゆかが張はられており、部へ屋やの左右脇わきには段だんボール箱やら食器棚だな、そしておそらく衣い装しよう入れであろうクローゼットが鎮ちん座ざしていた。室内の一番奥おくには教きよう卓たくが置かれ、更さらに奥の窓まどには小さな隙すき間まが開いている。その傍そばでは白いカーテンが風にはためき、実に不気味な様子をこれでもかと見せつけて……はくるものの、誰だれも、いない。

　使われていない部屋独特の、不気味な要よう素そこそ揃そろっているが……幽霊は、いない。

　そう、無い。何も無い。

　いや、元々何も無いに決まってる。それで、当然！

「へ……へっ。や、やっぱりななな何も居いないじゃないか」

　まったく高たか倉くらさんも人が悪い。変な噂うわさで驚おどろかせようたって、それ位でびびる俺おれ達じゃないんだぜ？　な、なあ、唐沢？

　そう声をかけようとして、未だ俺の制服をつまんでいる唐沢を見ると――

「ね、ねえ朝あさ井い。……この部屋、何で誰もいないのに窓開いてるの？　普ふ通つう閉めるわよね？」

「え？」

　言われて気付く。奥にある横開きの窓は明らかに、意図的に僅わずかな隙間をもって開かれており……確たしかに人が居ないのに、開いてるのは妙みような――

　ガタン

「ひいっ」

　目の前から音がした。何だ。何の音だ。今のは……真っ正面から聞こえたぞ？

　俺達の前にあるのは窓際の教卓だけだ。今は一歩前に飛び出している。……前に？　さっきは綺き麗れいに並ならんでたよな？　なんで一歩近づいているんだ。……あれか、もしかして最近の教卓は歩くのか？　なるほど、よく出来た教卓だ。きっと持ち運びする時に便利なんだろう。そうだよな、そうだよな？

　茶化そうとした目の前で。教卓がもう一度、ガタン、と動く――って、

「……マジで……？」

　思わず一歩退ひいた瞬しゆん間かん、教卓に人間の足が生えてドタドタドタッと俺達に迫せまり、ってななな何だこれ、いや本当に勘かん弁べんって言うか！

「あわわっ、あ、朝あさ井い」

「か、唐から沢さわ――」

　唐沢が慌あわてて俺おれの服を引ひっ張ぱり、その唐沢を庇かばった所でド派は手でに教きよう卓たくが倒たおれ、

「私の住すみ処かを荒あらしてるのは、どこのだれだーっ！」

　怨おん霊りようのような叫さけび声ごえと共に、教卓の陰かげからお化け――

「なんて、やってみました。驚おどろきました？」

　……の代わりに、ひょこっ、と見知らぬ女の子が姿すがたを見せた。ふわふわとした長い髪かみを揺ゆらす姿は、どう見ても普ふ通つうの女の子……って。

　な、なんだ。普通の人間か……

　ほっとした所で、現れた女の子が俺達の様子を見て、ん？　と可か愛わいく首を傾かたむける。もちろん女の子にはきちんと両足もあり、制服も着て、身体が透すき通とおるなんてこともない。少々のイタズラっ気を含ふくむ柔やわらかい印いん象しようの彼女が、緩ゆるめの口調でゆったりと。

「えーと……驚かせすぎました？　ごめんなさい。そこまで驚いてくれるとは思わなくて……」

　少し大人しげな口調で伝え。にっこりと微ほほ笑えんだ。

　……確たしかに、幽ゆう霊れいでは、ない。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫……

「はあぁ……」

　気が抜ぬけると途と端たんに力が抜け、地べたに座すわる。隣となりにいる唐沢に至いたっては余よ程ほど怖こわかったのだろう、正体が女の子だと分かっても未だに怯おびえており、俺の制服を握にぎりしめながらカタカタと小さく震ふるえて俺の胸むな元もとに顔を埋うめ……

　……って。

　あれ？　と思った所で気がついた。唐沢が俺の身体に顔を埋めている。その両りよう肩かたを……俺も何だかんだで、しっかりと握りしめていて……いや、えっと。こ、怖かった訳わけじゃなくてだな。唐沢を庇おうと反はん射しや的てきに、つい……

「えーと……もう大だい丈じよう夫ぶですよ？」

　女の子が口にした所で、唐沢が涙なみだ目めのままおそるおそる顔を上げた。そのまま女の子を見つめ、俺を見て。その顔がようやく至し近きん距きよ離りにある事に気付き、

「……っ！」

　ぼっ、と火の着くかの如ごとく顔を赤くし、慌てて離はなれたのであった。

　ちょっと可愛かった、と思ったのは唐沢のプライドを守るためにも秘ひ密みつにしようと思う。
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　ところで俺達を驚かせた諸しよ悪あくの根こん源げん、この人は一体誰だれなのか。そう思って見つめていると、
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「あ。……私、三年の七なな海み蛍ほたると言います。よろしくお願いしますね？」

　挨あい拶さつされ、まずは先せん輩ぱいという事で一礼。それから未だ顔を赤くしている唐から沢さわを宥なだめる合間に、七海先輩が椅い子すを並ならべてくれた。ついでにお茶も差し出されたので有あり難がたく。

　ちなみに我に返った唐沢は、人前を意い識しきして一いち応おうはお嬢様モード……に戻もどってはいるものの、少し不ふ機き嫌げんそうだった。どうも俺おれに抱だきついていた事が相当恥はずかしかったらしく……しかもその恥ずかしさ有あり余あまって憎にくさ百倍、それが不機嫌オーラへと変へん換かんされてピリピリしている。まあその気持ちは分からなくもないが、でも俺に八つ当たりされても困こまるんだが。

「さっきはごめんなさい。人が来たので、つい脅おどかしたくなってしまって……」

　改めて俺達の前に座った彼女――七海先輩が再ふたたび頭を下げた。その雰ふん囲い気きを一言で例えるなら、おっとり系の女の子、だろうか。いつも目元はニコニコ笑顔。髪は唐沢と同じく長いものの、ストレートではなくふわふわ系。身長は冬ふゆ野のさんの一歩手前ぐらいに高く、柔やわらかい顔つきと相まって大人びた茶目っ気のようなものを纏まとっている。

　あとは、その……と、とても大きな胸元、かな？　高たか倉くらさんも結けつ構こうなものだが、先輩の場合はこう……直ちよく接せつ言葉で表現するならむちむちと言うよりぽよんぽよん、みたいな感じで実に妖よう艶えんというか、大人になった子供みたいな、可愛さとあどけない表情との相そう乗じよう効こう果かみたいなものが痛いたたたたっ！

　唐沢が右足で俺の小指を踏ふみつけていた。

「な、なんだよお前。俺おれなんにも言ってないだろうが……！」

「なんとなくムカついたのよ。あたしの直感が踏めって言ってたの」

「お、お前とは関係無いだろ……っ！」

　小声で唐から沢さわに言い返す。くそ、意味が分からん。俺、何かしたか？　つーかお前、七なな海み先せん輩ぱいの前だろ？　あんまり本性出したらまずいって。お嬢様かぶり、ばれたらやばいだろ。

　唐沢に前を向くよう軽く小こ突づき、七海先輩に向き直る。怪あやしまれたかもと思ったが七海先輩は小首を傾かしげ「？」と全然気づいてなかった。……ま、まあそれなら別にいいんだが。あんまりやると、唐沢のエセお嬢様がばれかねん――

「あのぉ」

　やっべ、気付かれたか？

「もしかしてお二人さんは、唐沢さんと朝あさ井いさん、ですか？」

「え？　……あれ。俺、名前言いましたっけ？」

「え？　あ、いえいえ、違ちがいますよ？　ほら、お二人さんは学校でも、とても有名人じゃないですか。……唐沢さんは、ほら。学園の宝石さん？」

　唐沢を見つめ、にっこり微ほほ笑えむ七海先輩。まあ確たしかに、唐沢は目立つ……と俺が同意すると、先輩は続いて俺へと視し線せんを合わせ、淡あわく微笑み。

「それから、学園の天てん敵てきさん。ね？　……朝井正まさ也やさん、ですよね？」

「はい？」

　何だそれ。『学園の宝石』は知ってるが……ええと、天敵？

　そ、それって一体――

「朝井さんの渾あだ名な……ではないでしょうか。一いち応おう、私と朝井さんは敵てき対たい宣せん言げんを行いましたし……こ、こういう形で名前がつけられてしまうのは、少々お恥はずかしいのですが……」

　お嬢様モードに戻もどった唐沢が、控ひかえめに補ほ足そく。そこに七海先輩が続く。

「そうですねぇ。今はまさに、学園中の注目の的、台風の目、といった感じで……」

「いや、感じで、って言われても――」

「そんなお二人が、実は抱だき合あう仲なかだったなんて……密ひそかな恋心を育はぐくんでいるのですね？」

「え、あ、いや……あのー？」

「私、いけない秘ひ密みつを早くも知ってしまいました……！」

　七海先輩がぽっと顔を赤くした。って、これはまずい。俺達、またも厄やつ介かいな誤ご解かいをされ始めてないだろうか？　というかさっきのは違うんだ。七海先輩が俺達を驚おどろかせようとするから、俺達はパニクって抱きつ……いや、庇かばったのであり。っていうか原げん因いんは先輩なんですけど……

「あ、あの。その前に七海先輩、何で隠かくれてたんですか？」

「……え？」

　とりあえず話題を変えようと思って聞くと、先輩は一いつ瞬しゆん、ちょっと照れたように頬ほおを掻かいて。

「ええと、そのぉ……珍めずらしく人が来たので、反はん射しや的てきに……」

「……はい？」

「はい。とりあえず、机の下に隠かくれてみようかなぁ、みたいな……」

　七なな海み先せん輩ぱいが首を傾かしげる。先輩としてはそれで答えているつもりのようだが……俺おれ、質問の仕方を間ま違ちがえたか？　じゃあ、

「と、とりあえず隠れるのは良いとしまして……何で俺達を驚おどろかせたんですか？」

「え？　……怖こわがっていたら驚かしてあげたほうがいいかなぁ、と思ったのですが……」

　俺が首を傾げると、七海先輩も真ま似ねして首を傾かたむけた。……もしかして、ちょっと不思議系タイプの人なのか？　こう、今ので返答としては完かん璧ぺきです、山に登る理由なんて山があるからです、みたいなこう……

「あの、先輩。ところで、こちらは演えん劇げき部ぶという事でよろしいのでしょうか？」

　と、そこに埒らちがあかないと判はん断だんしたのか唐から沢さわが話を切り上げた。その質問に七海先輩がにっこり笑う。

「はい。ここが演劇部になります、唐沢さん。……ただ残念ながら『元』演劇部でしょうか」

「元？」

「ええ。昨年までは部員が五人ほど居いたのですけれど……先輩方が全員卒業してしまって、今は私一人なんです。なので、演劇部は休部状じよう態たいなんですよ」

　なるほど。

　……あ。もしかして先輩は、前の先輩方が卒業したから、寂さびしくて俺達を脅おどかしたり――

「なので今は一人で昼ひる寝ねをして、のんびりして……気付いたら六時前になったりしますけど」

　という訳わけでもないらしい。

「あとはテスト勉強とか、お茶を飲んだり……あ、そろそろお茶のお代わり如何いかがですか？」

　七海先輩が聞きつつ、立ち上がって食器棚だなを開く。中を覗のぞくと、そこだけ綺き麗れいに整理整せい頓とんされたティーセットが並ならんでいた。明らかに私物を堂どう々どうと使っている。

　分かった。この人、単に超マイペースな天然タイプなんだ。きっと。

「七海先輩。東山祭の演劇大会って知ってますか？」

　その事にようやく気づいて本題を切り出すと、七海先輩は食器棚を閉じ、その下の引き戸を開いた。今度はクッキーが沢たく山さん入っていた。それを俺達に差し出しつつ。

「演劇大会、ですか。確たしか、五月のお祭でしたよね？」

「あ、知ってるんですか？」

「はい。私も去年参さん加かしましたけれど……」

「ほ、本当ですか!?」

「ええ。元々地元で毎年行われてるお祭なんですが、去年は参加者が非ひ常じょうに少ないので手伝ってと主しゆ催さい者しやの方に言われてしまって……それで、去年は私達も参加しまして。あ、ちょっと待っててくださいね」

　俺おれ達にクッキーを差し出した七なな海み先せん輩ぱいが、続いて棚たなの脇わきの引き出しを探さぐる。中から取り出したのは、俺達が見たものとは別の、東山祭告知用パンフレット――と、もう一つ。茶色の封ふう筒とうに入った手紙。

「これですね」

　七海先輩が封筒から出したプリントは二枚ほどあり、片方は去年の演劇大会出場に対する感かん謝しやの言葉。そしてもう一通には今年版『東山祭演劇大会開かい催さいのお知らせ』と書かれている。簡かん単たんな挨あい拶さつ文ぶんと、今月末と示された日時。そして最後に参さん加かの可か否ひ。

　不参加、にチェックがついている。

「去年も参加したので今年もどうですか、とお誘さそいは来たのですが……今年は部員がいませんので、今回は見送りという形にしようと思います。出来ればどーしても、と向こうの方からは言われたのですが、やはり人手が無い事には……それに確たしか、今年からは豪ごう華か賞品を付けるので参加者不足という事も無いでしょう、という話も聞いてますので……」

　参加、申込書――しかも主催者側のお墨すみ付つき。

　これだ。これがあれば……

「あの。その東山祭なんですけれど……俺達、ちょっと興きよう味みがあるんです。実は、えっと――」

　ネックレス欲しいんで。高たか倉くらさんに告白するんで。ファーストキスなんで！

　言い出そうとしてふと気付いた。……これを素す直なおに言うのは問題がないか？　何というか明らかに私利私欲丸出しというか、演劇部に向かって賞品目当てで出場します、というのも正直どうなんだ？

　でも言わない事には話が進まないし、ええと――

「あ。もしかして、出場したいんですか？」

「え？　あー……そ、そうです！　俺と唐から沢さわ、ちょっと興味がありまして！　なあ唐沢？」

「へ？　あ、はい、そうですね。私、演劇を経けい験けんするのも悪くはないかな、と……」

　唐沢が見事に便びん乗じようする。すると、七海先輩は実にあっさりと。

「では、参加しましょうか？」

「はい！　……って、い、いいんですか参加して！」

「ええ。もともと是ぜ非ひにと言われてましたし……皆みなさんが宜よろしければ」

　頷うなずかれた。って、いいのか？　本当にいいのか？

　なんか随ずい分ぶんスムーズに話が進んだが……少し、事があっさり進みすぎのような。いや、でも必要以上に疑うこともない……か？

　本当にそれでいいのかと思う俺達の前で、先輩が『不参加』の文字を二本線で消し『参加』に○をつけた。数秒とかからず、きゅきゅっと綺き麗れいに書かき換かえる。

　唐沢と顔を見合わせた。あまりにあっさり事が進んだが、これで――

「よし……っ！」

　二人で机の下にてガッツポーズ。最大の関門、東山祭の演えん劇げき大会……出場、許きよ可か。

　こうも上手く行くとは思ってなかった。だが、これでネックレス奪だつ取しゆへの道みち筋すじが大きく前進したのは間ま違ちがいない。そして参さん加かさえ出来れば後は――おそらく、いける！

「あのぉ」

　となると、残りの問題はいかにしてＭＶＰを奪取し、高たか倉くらさんへ告白するかだ。でも告白の方法は夢と同じく桜の木の下にてプレゼントで行けるはず。もしくは高倉さんの自宅に誕生日を祝うという名目で遊びに行くのも……でも最初から高倉さんの家に行くのはハードルが高すぎるか？

　いやいや落ち着け、まず先に唐から沢さわを倒たおしてＭＶＰゲットが優ゆう先せん。エセお嬢様とはいえ相手は唐沢、熾し烈れつな戦いになる事は間違いない。

「ところで朝あさ井いさん。唐沢さん」

　だが、高倉さんへの愛という意味では俺おれだって唐沢に負けてはないのだ。後は努力さえすれば間違いなく――

「……もしもし？　朝井さん？」

「え？　は、はい。なんでしょう」

「東山祭に出る、という話ですけれど……演劇の方はどれ位出来ますか？」

「え？　あ、えーと。……どれ位、と言いますと？」

「はい。演劇の経けい験けんの方はいかがなものかと……」

　あー、なるほど。経験。

　……経験……？

「い、いや、えっと……」

　そ、そういえば、そうだったな。演劇……は確たしかに未経験で、正直なところ触ふれるどころか見たことも殆ほとんど無――あ、いや、その。

「……もしかしてまったく経験が無い、ですか？」

　七海先輩が不思議そうに尋たずねてくる。その首を傾かしげる様子からすると、まさかそんな事は……と思っているのかもしれない。でも本当にやった事は一度もなくて……だけど、かといってここで本当の事を言った挙あげ句く、経験不足を理由に出場拒きよ否ひ、なんてされては困こまるし……

　ええと。そ、そうだな。経験、経験……うぐぐ。

「……そ、そんなこと無いですよ？　演劇ですよね。分かってます。なあ唐沢？」

「え、ええ。私も一いち応おう、それなりのお手前は……」

　笑顔のまま冷ひや汗あせを流すのは唐沢も同じで、多分こいつも嘘うそだと思うが話を繋つなぐ。経験不足で出場させません、なんて言われたら俺と唐沢の努力が水の泡あわ。まあ確かに経験は無いけど、ここに居いるのは俺と唐沢。高倉さんへの愛は十分だし、その愛をもってすれば演劇ぐらい。

「だ……大だい丈じよう夫ぶです。ばっちりです！　俺おれも唐から沢さわも、ま、まあ先せん輩ぱいほどではないにしても、少しは演劇やった事がありますんで！　はい！　バッチリです！」

　親指を立てて伝えると、七なな海み先輩は「そうですか！」と呟つぶやき、その瞳ひとみをキラキラと輝かがやかせた。どうやら俺達の事を認みとめてくれたようだ。と、とりあえず誤ご魔ま化かし成功か？

　でも、ずっと騙だましてる訳わけにもいかないし、これは……あとで七海先輩のいない所でこっそり練習しておかないとまずいかも――

「あの。でしたら是ぜ非ひ、私に朝あさ井いさんと唐沢さんの演えん劇げきを見せて頂いただけませんか？」

「え？　……み、見てみたい？」

「はい。私、他の人の演えん技ぎを見るの、好きなんですよ。なので是非。前にやられた事がある役でしたら覚えてますよね？　そういうの、私としては見てみたいなぁ、と……」

　無理です。

　なんて今いま更さら言える訳がなかった。でもすいません、本当は一度もやった事なんて――

　ガラガラッ

　そう思ってる間に七海先輩が大きな教きよう卓たくを軽々と動かした。一いつ瞬しゆんにして部室内に大きなフィールドを作り上げ、片かた手てを示して「はいどうぞ♪」。気付いた時には既すでに遅おそし、七海先輩はニコニコ笑顔で俺に微ほほ笑えみ、目の前には部室を舞ぶ台たいに小さなステージが完成。だがしかし待ってくれ。一体何をやれと言うのか。でも、やらなければ高たか倉くらさんへのプレゼントが。ちゅーが。

　……ま、まあ、なんだ。あれ、だよな？

　演劇って、要は役を演じるって事だろ？

　それくらいなら俺の妄もう想そうパワーで、きっと――




　　　　４．




「ふっ……現れやがったな、奴やつらめ……俺の村むら正まさが鳴いてるぜ。見せてやる、この俺様のソウルパワーを込めた一いち撃げき必ひつ殺さつ……くらえ！」

　気合いと共に一気に腰こしに携たずさえた模も造ぞう刀とうを引ひき抜ぬき、

　ガキョッ

「おぅ……っ！　な、なんだこの刀、抜けね……うおおっ！」

　スポン

　力技で引き抜くと、腰元につけた鞘さやごと一いつ緒しよにベルトから取れてしまった。真っ黒な鞘が目の前でぶらんぶらん。

　……あ、いや、その。これは、えっと、その……け、計画通り！

「……ふっ。どうやら刀が告げているようだ。貴き様さまら如ごときに抜く必要は無い、とな。ま、どうしてもと言うなら俺が相手をしてやる。貴様らなど俺のこの刀……の鞘の錆さびに……いや、刀の鞘さやの錆さびっていうのは……ええと……」




　　　　＊




「先せん輩ぱいは……あたしでは、駄だ目めなんですか？　どうしてですか？」

　唐から沢さわが普ふ段だんのお嬢様色を更さらに加か速そく、笑顔と声を一いち段だんと可か愛わいく見せ、愛いとしの先輩に愛の言葉を紡つむいでいく。この辺りはさすがエセとはいえお嬢様、嘘うそには手て慣なれたもので俺おれより一歩も二歩も上手――

「やっぱりあたしが女の子で、先輩も女の子だからですか？　それの何がいけないんですか？」

　と、最初は思っていたんだが……

「世間が白い目で見るからですか？　法ほう律りつが、世界があたし達を縛しばるんですか？　だったらあたしは、この世界と戦います！　そうです、世界こそが敵てきなんです！　常じよう識しきなんて捨ててしまえばいいんです！　……え？　違ちがう？　先輩、もしかしてあの男の方が好き、なんですか？　あたしは遊び？　そんなのヒドイ！　……だったら私……もう、先輩を殺してあたしも死にます！　えい……っ！」

　……いや。唐沢？　それは正直どうかと思うぞ？




　　　　５．




「ど、どうでしょうか、七なな海み先輩」

　一通り演えん技ぎを終え、唐沢が七海先輩に尋たずねていた。ちなみに唐沢自身は今の演技をほぼ完かん璧ぺきにやりきったつもりらしく、その目は多少の期待に満ちていたが――正直に言う。

　俺の誕生日計画は終了した。

　その事を示すかのように、唐沢の前に立つ先輩は長い髪かみをかきつつ、今まで何事にも動じなかったはずの笑顔が強ばり……ええと、そうですね～と暫しばらく考えた末に。

「ま、まあ朝あさ井いさんも唐沢さんも、どちらも素す晴ばらしい妄もうそ……ポテンシャルをお持ちのようですね？　全体的に少々粗あらはあると言いますか、粗しかありませんが、例えるなら石ころの原石と言いますか……あぅ……」

　最後には口ごもってしまった。

　マイペースタイプの七海先輩が言葉を捜さがしている時点で無理があった。そして先輩が隠かくそうと頑がん張ばってるのに本心ダダ漏もれというこの現状。い、いかに俺達の能のう力りよくが無いかを逆ぎやく説せつ的てきに示したも同然で……だ、駄だ目めかな、これは……

「あ、あの……先輩。俺たち、無理っすか？」

　正直に聞くと、七なな海み先せん輩ぱいはそれでも必死に取とり繕つくろって。

「い、いえいえ。演えん劇げきは楽しくやるのが基き本ほんですし、あくまで希望なので大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ？　た、ただその……も、もし本当に東山祭に出るのでしたら、合宿でもして本気で特とつ訓くんしましょうね？　例えば、泊とまり込こみでもして練習を……と、とりあえず今日はこれで……少し練習計画を練らなければ……」

　ふらふらと、あの何事にも動じなそうな七海先輩がよろめく。その様子に『私は出来た』と思っていたらしい唐から沢さわも何か気配を察したらしく。七海先輩が出て行った所で、

「ねえ朝あさ井い。あたし……もしかして、微び妙みようだった？」

　おぅ。お前は微妙どころか最悪だったぞ。なんで先輩刺さすんだよ、お前は。




　　　　＊




　教室に戻もどった俺は、まず唐沢の演えん技ぎについて余あますところ無く伝えた。もちろん客観的意見だ。唐沢は最初こそ「そんな筈はずは無い」だの何だの言っていたが、次し第だいに己おのれの見事な厨ちゆう二に病びようぶりに気付いたらしく、最後には。

「うぅ……」

「だ……大丈夫か？」

　誰だれもいない放課後の教室にて、唐沢は夕日を背せに浴びつつ撃げき沈ちんした。窓まどの外には綺き麗れいな茜あかね色いろの空が広がり、その輝かがやきはいつ見ても美しい。だが今の俺には絶ぜつ望ぼうの赤にしか映らず、時折聞こえるカラスの声が実に憎にくいこの状じよう況きよう。

「あ、あたしの中では完かん璧ぺきだと思ったのに……」

「いや、お前は明らかに駄だ目めだったぞ……ま、まあ俺も同じようなものだったけど……」

　唐沢を見てて気付いたんだが、村むら正まさにソウルパワーで侍さむらいって……おかしいよな？

　というか、これって、そもそもの問題として――

「なあ唐沢。俺、思うんだけどさ。もしかして……ＭＶＰって、かなり難むずかしいんじゃないか？」

　唐沢に聞くと、ようやくあいつも顔を上げた。その顔は既すでに疲ひ労ろう困こん憊ぱい、明らかにお疲つかれモードのまま、むすぅ、と唇くちびるを歪ゆがめて。

「そ、そうみたいね……あたし達、演劇を甘く見てた、っていうか……」

「お、俺も、その……出場しか頭になくて……」

「こ、これじゃあＭＶＰどころの話じゃないわ。このままだと優勝どころか三位内にも……ううん、あの感じからすると……」

「最下位とか？」

「うっ」

　俺の台詞せりふに、唐沢がびきりと頬ほおを引きつらせた。

　なんと恐おそろしい言葉だろう。『学園の宝石』こと唐から沢さわ鈴すずと、『学園の天てん敵てき』である朝あさ井い正まさ也や。その二人が揃そろって、最下位！　もはや出場の意味すら危あやうい状じよう況きようだ。

　一体、どうしたものか。そう思っていると――

「ね、ねえ……朝井」

　悩なやむ俺おれの前で、唐沢が声をあげる。

「おぅ。何だ？」

「……一つ、提てい案あんがあるんだけど」

　唐沢がよろよろと机から這はい上あがる。精せい神しん的てきに落ち込んでるとはいえ、そこは唐沢。死にそうになりつつも立ち上がる姿すがたは何ど処ことなく不死鳥を彷ほう彿ふつとさせる。

　その唐沢が夕日をバックにしつつ。

「正直に聞くけど。今の調子でＭＶＰが取れると思う？　勝てると思う？」

「……む、無理、だな」

「そうよ。あたしも正直、そう思う」

「おぅ。……で？」

　まさか、それで話が終わりではあるまい。

　唐沢がぐっと俺に迫せまる。

「でね？　あたしが思うに、ＭＶＰって……基本的に優勝チームから出ると思うの」

「ん……まあ、そうだな」

「そう。だから、まずは勝たなきゃいけないと思うの。あんたがＭＶＰ取るにしても、あたしが取るにしても……どっちにしても、優勝は必ひつ須す条件。そこは確たしかでしょ？」

「おぅ。分かるぜ唐沢」

　頷うなずきつつ……なるほど。少し、話が見えてきたぞ？

　俺と唐沢はＭＶＰを目指して競う敵てき同士。しかし――そもそも優勝する事が出来なければ、俺も唐沢もＭＶＰにたどり着かない。つまり共とも倒だおれである。

　それを、回かい避ひするには……？

　まあ、簡かん単たんな話だ。要するに――

「協力しましょう。ううん、協力じゃないわ。正せい確かくに言うなら共きよう闘とう、かしら」

「共闘？」

「そうよ。まずは、あたしとあんたで一いつ生しよう懸けん命めい練習する。……場合によっては協力するし、一いつ緒しよに戦うから共闘よ。それで力を合わせて優勝を確かく実じつにしつつ、あとは個別の演えん技ぎでＭＶＰを狙ねらう。それで、どう？」

　唐沢が答え、俺に視し線せんを送る。ライバルである唐沢との、共闘。

　別に、その発想自体は今まで無かった訳わけでもない。俺と唐沢は以前、とある勘かん違ちがいから親しん睦ぼく会かいの実行委員に選ばれ協力した事があった。その時は色々とトラブルまみれではあったものの……唐から沢さわが相当の戦力になったのは事実だ。

　それに、高たか倉くらさんを喜ばせるために力を合わせた事は何度かある。今回も規き模ぼがでかいだけで、その延えん長ちようだと考えれば……

「まあ、高倉さんへのプレゼントだしな」

「そ。……負ける訳わけにはいかないもの」

　唐沢が気合いを込める。今から東山祭まで、約三週間。

　確たしかに今のままでは致ち命めい的てきだが……三週間もあれば何とかなるに違ちがいない。演えん劇げき自体も大会とはいえ子供向け。騙だましもある程てい度ど効きくはず。

　それに唐沢が隣となりに居いるとなれば、話は全く変わってくる。敵てきに回せば手て強ごわいが、味方につければこれほど頼たのもしい奴やつもいない。唐沢の底力は、誰だれよりも俺おれが一番知っている――

「おぅ。分かったぜ唐沢。……了りよう解かいした」

　俺の返事に、唐沢も小さく頷うなずき。

「なら、まずは優勝ね。それから二人でＭＶＰ。……とりあえずよろしく、朝あさ井い」

　そう告げてくすりと笑い、軽く手を挙あげた。その仕草の意味にすぐ気づき、俺も軽く手を挙げる。パン、とハイタッチ。

「おぅ。よろしく、唐沢。……負けねーけど」

「こっちこそ。……負けないけど」

　そう答え、互たがいに小さな炎ほのおを灯す瞳ひとみで見つめ合った。

　手しゆ段だんを選んでいる場合じゃない。唐沢と共に協力して優勝を狙ねらい、かつ唐沢を上回ってＭＶＰ奪だつ取しゆ――決して不ふ可か能のうではないはずだ。二人でやれば絶ぜつ対たい、勝てる。そう、思った。

　……それにしても。

　まさか、あの唐沢とここまで協力する日が来るとは、な。






　―― 幕間　一 ――




　変な話だと思われるかもしれないけれど……正直に言って、少しだけ怖こわかった。

　朝あさ井いの前では、絶ぜつ対たいに見せないつもりの不安だけれど。

　はぁ、とため息をついてソファーから身体を起こすと、奥おくで冬ふゆ野のがせっせと洗い物を片かた付づけていた。耳元に、ちゃかちゃかと水で食器を洗う心ここ地ち好よい音が響ひびいている。あたしの家でも仕事は仕事、というポリシーを持つ冬野は相変わらずメイド服を着込んでいて、今も手て際ぎわよく洗い物を片付けていた。その姿すがたは慣なれたもので、あたしに何となく安心感を与あたえてくれる。

　……だから、かな。慣れない事が起きた時にも、相談できる。

「ねえ冬野」

「なんでしょう」

「……演えん劇げきなんかに出て本当に大だい丈じよう夫ぶ？　……お父様、怒おこる……わよ、ね？」

　――あの人が演劇なんて、絶対に許きよ可かする筈はずが無い、のだけれども。

　そんなあたしの不安に、冬野はすぐ感づいたのだろう。洗い物をする手を止めて。

「確たしかに、怒るかもしれませんし、怒らないかもしれません」

「……怒らない？」

「もし本当に怒られるのでしたら、今の時点でそれ以前の問題かとは思います。……そもそもお嬢様、朝井様と一いつ緒しよに先日、主あるじ様に相当言い返されたではないですか」

「う……ま、まあ、そう、なんだけど……」

　そう言われれば、そうだ。四月の末に転校騒さわぎを起こし、あたしと朝井はお父様に邪じや魔まをするなと言いきったのだ。……今思えば、勢いきおいとはいえ……

「でしたら今いま更さらですよ、お嬢様」

　そう言われれば、確かにそうだけれど……でも。だからといって簡かん単たんに見み逃のがして貰もらえるものか。あたしにはまだ……本当は、自信が持てない。

　その不安を冬野も汲くみ取とってくれたのだろう。洗い物を終え、タオルで手を拭ふきながら。

「朝井様も共にきつく反はん撃げきされた訳わけですから、主様も暫しばし様子見を決め込んでいるのかもしれません。推すい測そくですが」

「様子見……？」

　そんな事をするだろうか。昔から、お父様の考えは読めない事が多い。

　何か必ずある、とも思う一方……逆に言えば、考え過ぎかもしれない。

　でもやっぱり……そう簡単に何も無い、なんて思うのも――

「お嬢様」

「ん……」

　考え込んでいた顔を上げると、いつの間にか冬ふゆ野のが目の前に立っていた。その細い手をそっとあたしの頬ほおに、包むように触ふれて……

「折せつ角かくの機会です。楽しまれた方が吉、と私は思います。そのような事は幾いくら考えても、まとまる話ではありませんし」

「……う、うん。まあ、ね」

　そう、かもしれない……

　確たしかに、折角の機会だ。朝あさ井いは頭があっぱらぱーだから、いつみのプレゼントをゲットしよう、そのために協力しよう、ぐらいにしか思ってないと思うけれど……それでも。

　誰だれかと一いつ緒しよにイベントに出るなんて、随ずい分ぶん久しぶりの事で……なんだか、慣なれない。嬉うれしい。

　そのせいか。逆にこう、随分考え込んでしまって……

「――お嬢様」

「ん……うん。考えても仕方がない、ってのは分かってるんだけど……」

「そのお気持ちは私も大変よく分かります。……が、そんな暗いお顔をされてますと、朝井様に負けますよ？」

「へ？」

「ＭＶＰを取るのでしたら、もっと笑顔にならなければ。昔のように、楽しく騒さわがなければ。でないとお嬢様が悩なやんでいる間に、高たか倉くら様も、プレゼントも全部取られてしまいますよ？　それで宜よろしいのですか？」

「うっ」

　そ、それは嫌いやかも……

「朝井様は、お嬢様の恋ライ敵バルなのでしょう？　余よ計けいな事は考えず、全力で当たられては如何いかがですか？　朝井様もしっかり勝負しろと仰おつしやってました。その朝井様に対して、お嬢様がそんな顔をしていては……ある意味、朝井様に失礼です」

「あ。……う、うん」

　確かにそうかもしれない。……第一、あの馬鹿に負ける訳わけには、いかない。

　それに、その点を差し置いても……今の朝井は競争相手であると同時に、協力しなきゃいけない相手。そのあたしが梅雨空のような顔をしていたら、あの馬鹿の事だからすぐ心配する。

「……そう、ね」

　冬野の言う通り、折角の機会なのだ。楽しもう。楽しみたい。

　そもそも折角いつみにプレゼントを渡わたす大チャンス。これをフイにするなんてあり得ない。演えん劇げきに出て、いつみにプレゼントを渡して、仲良くなって――そうだ。それこそ、朝井と協力と言いつつ、あのアホを踏ふみ台だいにしてのし上がっていつみと仲良くなる、ぐらいの気き概がいがなくては、いけない。

「お嬢様。顔がにやけておられますよ」

「わ、分かってるわよ……」

　思わず二人で笑ってしまった。そうだ、それでいこう。それでいける。大だい丈じよう夫ぶ。

　そんなあたしを見てか、冬ふゆ野のがくすくすと笑い。

「あとで朝あさ井い様に、お礼をしなければなりませんね。お嬢様を演えん劇げきに誘さそってくださった事に」

「……まあ、そうね。でも――」

「もちろん勝負が終わって機会があれば、に致いたしましょう。今は勝負を大切に」

　さすがは冬野。分かってる。そう思いつつ、よし、と気合いを入れた。

　怖こわがる必要なんて全然無いのだ。……何も言われない、限かぎり。きっと。

　やる事は、たった一つ。――極きよく限げんまで、楽しむ事。負けないこと。本当に、それだけで……

　それだけで、十分！






　―― 第二章 ――




　　　　１．




　唐から沢さわと共きよう闘とうという、恋ライ敵バルとして実に稀まれなる約束をした翌よく日じつ。昨日の晴れ間は何ど処こへいったか、空には実に鬱うつそうとした曇どん天てん模も様ようが広がっていた。今にも爆ばく弾だんが落ちてきそうなぐらいの灰はい色いろで、雨が降ふるのも時間の問題。そんな空とはさっさとおさらば、教室の中で一息つこう――と思ってたのだが、残念な事にその日は教室にも嵐あらしが訪おとずれていた。

　七なな海み先せん輩ぱいがいきなり教室前にいたのである。

「おはようございます、朝あさ井いさん」

「お……おはようございます、先輩」

　今日も七海先輩はゆるやかにウェーブがかった髪かみを揺ゆらし、一見すれば実に大人らしい穏おだやかな笑顔。その雰ふん囲い気きは相変わらずのほほんとしていて温かく、見ている者にある種の安心感を与あたえるかもしれない光景――だと思われがちだが、ここは一年生の教室のど真ん中である。なので、先さき程ほどからものすごい視し線せんを受けている訳わけで……

　そして当然、俺おれもその視線のあおりを受けて注目度は急きゆう上じよう昇しよう。いつの間にか『学園の天てん敵てき』なる異い名みようがついてる事もあり、教室内から「また何か企たくらんでるのかあいつは」とか「あの可か愛わいい先輩、朝井君がまた……！」というクラスメイトの大だい地ちとか英えい子こさんとかの怪あやしい視線がちらほらと……

　そしてもちろん、常じよう時じマイペースで突つき進すすむ七海先輩にはそんな俺の懸け念ねんなど通じず、

「あのぉ。昨日、言いい忘わすれた事なんですけど、実は大事な話がありまして」

「……大事な話、ですか？」

「はい」

　七海先輩が頷うなずく。大事なこと？

「私、今日から練習を始めますと言おうと思ってたんですが……その前に、人手が足りませんでした！」

「……人手？」

「はい。私、実は忘れてたんですが、演えん劇げき部ぶって今一人なんです」

　知ってます。ご自分で言ってました。

「それで、朝井さんと唐沢さんが参さん加かしますと、全部で三人なんですよ」

「ですね」

「なので、あと二人ぐらい連れてきてくれませんか？」

「……え？」

　七なな海み先せん輩ぱいがにっこり笑い、右手で綺き麗れいなＶマーク。

　……待ってくれ。あと、二人？

「そ、それ居いないとやっぱまずいですよね。と言うか、確たしかに三人で演えん劇げきは……」

「それもそうなんですけど……その前に東山祭の参さん加か申込は、最低四人以上らしいんですね？　なので、今のままでは出場出来ないんですよ」

「うえぇ!?　ちょ……」

「演劇にはどうしても監かん督とくと言いますか、見ている人は必要なので……そこは私がオブザーバーに回るとしまして、あと二人。唐から沢さわさんと相談してみて下さい。……ではでは」

　七海先輩は俺おれの前でそう告げた後、軽く手を振ふって階かい段だんをふわふわと昇のぼっていった。廊ろう下かがにわかに慌あわただしくなり、もはや朝あさ井いは女の子なら誰だれでもＯＫなのか、などとあらぬ疑ぎ惑わくにまで発はつ展てんしている。……そ、それはともかく。

　まあ確かに、考えてみれば演劇が二人で出来るはずもない。それは、分かる。

　がしかし、あと二人？

　そんな事言われても。だって俺達の現げん状じようは……『学園の宝石』と『学園の天てん敵てき』が密ひそかに組んだ共きよう闘とう作戦。そして目的は、高たか倉くらさんへの誕生日プレゼントなんだぞ？

　そんな事情を、一体誰に、どうやって説明しろ、と？




　　　　＊




「という事なんだが、どうする唐沢。……すまん、正直俺には相談相手がお前しかいなくてな」

　教室に戻もどった後、登校してきた唐沢とお昼休みに図書室にて待ち合わせ。授業の合間に事情をこそこそと説明し、昼食の後に作戦会議と称しようして集合した。

　窓まど際ぎわから見える空には相変わらず雨雲が広がり薄うす暗ぐらい。そのせいかは分からないが今の図書室に人ひと気けは無く、司書の先生だけがカウンター席に座すわっていた。その先生も先さき程ほどから熱心にハードカバーの本に見入っており、俺達の様子を窺うかがう気配は全く無い。相談場所としては相変わらず便利な場所だ。ま、何か事じ故こるのも大たい抵ていこの図書室なのだが……

　俺の相談を受けた唐沢は、椅い子すに座り真しん剣けんに眉まゆ根ねを寄せていた。その姿すがたはお嬢様にしては仏ぶつ頂ちよう面づらすぎるが、唐沢が真ま面じ目めに物事を考える顔つきは大体これだ。考え込む分だけ顔が険けわしくなる。……可か愛わいくはないが、頼たよりになる事を俺はよく知っている。

「俺としては出来るだけこう、友達とか近い奴やつがいいと思うんだけどさ。でもクラスメイトだと色々やりにくいだろ？　俺とお前だし」

　また何か企たくらんでやがる、とこれ以上噂うわさを立てられるのも困こまる。

　ただ、そうなると正直、かなりハードルが高くなる訳わけで――

「あたしさ。一つ、考えたんだけど……冬ふゆ野のといつみを加えるのも一つの手じゃないかしら」

「は？　……高たか倉くらさんを、演えん劇げきに？　まあ、冬野さんは事情全部知ってるから分かるけど……」

「そ。折せつ角かくの演劇だし……誘さそってみるのも面おも白しろいかな、って」

「いやでも、高倉さんのプレゼントゲットするのに、高倉さん加えるのはちょっと」

　だって折角の誕生日プレゼントだぞ？　贈おくる側としては当日まで秘ひ密みつにして、彼女を驚おどろかせる方が面白い。なのに高倉さん本人を加えて演劇、では……

　という俺おれの思考は先読みされたらしく、唐から沢さわは至し極ごく真ま面じ目めな顔で。

「あたしももちろん、誕生日プレゼントをこっそり渡わたすのは効こう果かがあると思う。出来ればそうしたい、って思うけど……でも、いつみを誘うとね？　これはこれで面白いと思うの」

「面白い？」

「うん」

　唐沢が机越しに俺の方へと身を寄せる。その顔に浮うかぶのは、これまた怪あやしい悪わる巧だくみの笑み。……なんか生き生きしてるな、凄すごく。野性の笑顔、って言うか……

「せっかく演劇するならきっちり楽しもう、って思うのよ。で、演劇するって事は練習するって事でしょ？　あたしもあんたも一いつ緒しよに頑がん張ばって練習する。もし、そこにいつみを加えれば……いつみと一緒に練習よ、練習。そしたら練習にかこつけていちゃいちゃ出来るじゃない。先せん輩ぱいもほら、もしかしたら合宿でもして本気で特とつ訓くんする、って言ってたし」

「お……な、なるほど……！」

「で、プレゼントの方は黙だまっておくか、ちょっと嘘うそついておくの。ネックレスはみんなで一緒に頑張って手にした優勝のついで……と思わせておいて、実はいつみへのプレゼントだったの。いつみのために頑張ったの。受け取って？　あたしの愛と努力の結けつ晶しようよ！　……どう？」

「一緒に頑張って……それが実は、高倉さんのため……」

　――激はげしい演劇大会を苦心の末に勝かち抜ぬき、傷きずだらけで得た勝利。その結果として見事優勝。その集大成であるネックレスを手に入れ、皆みなで喜んだ所で……高倉さんに、プレゼント。

　これは貴女あなたのために頑張ったんです。ですから是ぜ非ひ、高倉さん。貴女にこれを。

　そして誕生日おめでとう、高倉さん――

「唐沢お前マジ天才だな！」

「へ？」

　唐沢の両りよう肩かたを掴つかんでつい叫さけんだ。素す晴ばらしい。これを名付けるとするなら、演劇大作戦といった所か？　劇という特とく殊しゆな状じよう況きようを利用して彼女のプレゼントをゲットしつつ、更さらに彼女の心までゲットするという大だい胆たんな一石二鳥大作戦。

「いや、でも本当にいいなそれ！　つーかお前ってマジ味方にするとつえーよな！」

「そ、そう？　……珍めずらしいわね、あんたが素す直なおに褒ほめるなんて」

「いや、お前マジで凄すごいって。グッジョブ！」

「……なんか、変な気分だわ。あんたに褒ほめられると」

「そう言うなって。素す直なおに褒めてんだからさ」

　正直に言ったつもりだったが、唐から沢さわは慣なれないせいか恥はずかしそうに後ろ頭をかりかり掻かいた。むぅ……と嬉うれしいのか怒おこってるのかよく分からない顔だ。

　俺おれが褒めるのって変か？　でも今のはナイスだろ？　それを褒めたんだからいいのさ、別に。

「……まあいいや。とりあえず、今大切なのは高たか倉くらさんを加える事だな？」

「うん。それで一いつ緒しよに演えん劇げきやって、いつみと肩かた抱だき合あって喜んで、それでネックレスを手に入れていつみに素す敵てきなプレゼント……ふふっ」

　唐沢が含ふくみ笑わらいを零こぼす。その笑みに俺も同調。プレゼントの事は伏ふせつつ、高倉さんを演劇に。とすると、当面の問題はいかに演劇大会のプレゼントの件をばらさず、高倉さんを誘さそうかだが……

　そう考えていた時。背はい後ごから突とつ然ぜん――

「ネックレス？　プレゼント？」

　小さく呟つぶやく、俺達以外の声が、聞こえた。

　……って。今の声って……

　振ふり返かえる。

　俺の背せにあるのは図書室にある歴史の棚たなで、安土桃山、江戸幕府全書といった全く需じゆ要ようの無さそうな本が並ならんでいる。その本棚の裏うらは、当然物もの陰かげになっていて見えないものの……まあ、その。今の声は、非ひ常じように聞き覚えがある気が……

　もっと具体的に言うと、元気なタイプの女の子があげる声、というか。

「あの。……もしかして高倉さん、ですか？」

　おそるおそる声をかけると、歴史の本棚は俺達の問いかけに対して無言。しかし代わりに本棚の陰からチラチラと、丸っぽく可か愛わいい頭がはみ出した。

　高倉さんだった。本人は隠かくれて様子を窺うかがっているつもりらしいが明らかに隠れてない。というか、そのチラリズム自体が実に可愛いのだが、今はそれを楽しんでる場合ではなくて……

「あの。高倉さん、ですよね？　いますよね？」

「……高倉さんなんてイマセンヨ？」

「い、いや、いますよね明らかに……！」

　声をかけると諦あきらめたのか、本棚の陰から高倉さんが「じゃーん！」と両手を挙あげてのバンザイポーズ。目の前でぽよよんと胸むな元もとが揺ゆれ、にかっと眩まばゆいばかりの笑顔は相変わらず。可愛すぎるうえに愛らしい。その天然っぷりかつ満面の笑みなのがたまらない。まさに太陽。

　……なのだが、今のを聞かれたのは正直ちょっと、いやかなりマズいのでは……？

「ねえねえいまの何の話？　ネックレスってなに？　なんか楽しそうな話してなかった？」

[image: ]

「え、あ、うぐ……た、楽しそう、ですか？」

「そうそう！」

　高たか倉くらさんが俺おれの隣となりに座すわり、机に肘ひじをついてずいっと迫せまる。近い。超近い。しかもネックレスの話を聞かれてしまった。一体どうすれば。いやでも唐から沢さわの言う通り、ここで上手く誘さそえれば――ど、どうする？

　助けを求めて唐沢に視し線せんを投げると、あいつが慌あわてて机の下に手を伸のばした。「これよ」と高倉さんにパンフレットを渡わたす。

「近いうちに東山祭っていうお祭があって、そこで演えん劇げき大会があるの」

「ほうほう！　演劇！」

「うん。それで、あたしと朝あさ井いも出るんだけど……良かったら、いつみも一いつ緒しよに手伝ってくれないかな、って。人手が足りなくて困こまっててさ。よ、良かったら、なんだけど……」

　唐沢の誘いに対し高倉さんは貰もらったパンフレットを持ち上げ、両目を細めて「むむーぅ？」と呟つぶやき。何やら考え込んでから「あ！」と声をあげた。その後に俺を見つめ……

　うふふっ、と口元に笑えみを浮うかべた。

　その顔に浮かぶのは明らかに、期待に満ちた瞳ひとみ……にしては少々怪あやしい気もするが、いやでも、まずは参さん加かさえして貰えれば――！

「うん、いいよ？　手伝おう！」

「ほ、ほほ、本当ですか？」

「うむ！　でも、あたしの部活が無い時だけね？　っていうかこれ、ネックレスのプレゼントがあるんだね。どんなのかなぁ……！」

　条件付きで高たか倉くらさんが頷うなずく。高倉さん参さん加か！　それどころか、ネックレスにまで興きよう味みを持ってくれている素す晴ばらしい展てん開かい。そうと決まれば話は早い。後は彼女と一いつ緒しよに練習を重ね、誕生日のその日に貴女あなたへの素す敵てきなプレゼントとして、すぐに――

「で、これを朝あさ井い君がゲットして鈴すずっちにプレゼントする、と！」

　すぐに、貴女に……

「うんうん、分かる分かる。いやぁ、朝井君もなかなか格かつ好こういい事するじゃない？　一緒に演えん劇げきしてプレゼントを贈おくろう大作戦！　鈴っちも良かったね？　あ、もちろんあたしも頑がん張ばります！　友達のために全力で！」

　高倉さんが楽しそうに手を挙あげ、ビシッと何な故ぜか敬けい礼れいのポーズ。天然の輝かがやきを存ぞん分ぶんに放つ彼女の姿すがたは、それはそれで可か愛わいいのだが……でも、そうではなくて……えっと、

「ね、ねえ、いつみ？　朝井は別に、あたしに渡わたす訳わけじゃないんだけど……」

　唐から沢さわが必死で声を絞しぼり出だす。が、

「へ？　違ちがうの鈴っち。じゃあ誰だれのかな？」

　聞き返され、唐沢が固まった。

　それが見事な自じ爆ばくスイッチとなった。

　返答に詰つまった唐沢は苦しそうに「あ、う、うぐ」と呟つぶやき、流し目で俺おれにヘルプ。だがそんな目で見られたって俺に一体どうしろと。というか、そもそもネックレスをプレゼントする話を聞かれた時点で、作戦が大きく破は綻たんしている気がするんだが……

　と、とりあえず俺には無理。唐沢にバトンを返すと、唐沢は今度こそ言葉に詰まり……返答を誤ご魔ま化かそうとするも、高倉さんから更さらに「誰にかなぁ？」とプレッシャーをかけられ――

　頑張れ唐沢。そう祈った俺の前で、唐沢は解かい決けつ策さくが閃ひらめいたらしく。ふっ、と意味深に笑い、

「ち、ちょっとお手洗いに行ってくるわね」

　逃にげんなあああっ！

　心の中で叫さけんだ時には遅おそかった。唐沢は立ち上がるなり猫ねこのような身のこなしで、あっという間に図書室の出口まで出て行った。去さり際ぎわに振ふり向むき、俺に笑顔。後は任まかせた。あたしは逃げる。輝かがやかしい笑顔が雄ゆう弁べんなまでに事実を語り、俺の前でその扉とびらをぴしゃりと閉めた。司書の先生が不思議そうに顔を上げ、俺も唐沢の逃とう亡ぼうに気づいて思わず睨にらみ……しかし、

「で、朝井君。誰に贈るのかな？」

「うぐっ」

　高倉さんが来た。まずい。これは、ピンチだ。

「鈴っちじゃないの？」

　高たか倉くらさんの口調が僅わずかに尖とがる。駄だ目めだ、唐から沢さわを追う前に、先に高倉さんに何か言わないと。で、でも一体どうすれば……プレゼントは、その……！

　そ、そうだな。こうなったら俺おれも適てき当とうに誤ご魔ま化かすしか。

　なんて考えた瞬しゆん間かん、高倉さんはその笑顔を僅わずかに翳かげらせ、真しん摯しな瞳ひとみで俺を見つめ――

「……あたしは、二ふた股または絶ぜつ対たい許ゆるさない方だよ？」

　どくん、と本ほん能のうが危き険けんを察さつ知ちした。ここで下手な答えを出せば明らかに、高倉さんの俺に対する好感度は大おお幅はば悪化。俺と唐沢が仲良しだと誤ご解かいしている高倉さんを前に、万が一でも不ふ貞ていなり二股の可か能のう性せいなんて見せたら、その代だい償しようは計り知れない。

　で、でも、だからといって高倉さんにプレゼント、となったら演えん劇げき大作戦におけるキモを失うわけで……！

「あ、あれはその。そう、ですね。……そ、そ、その」

「その？」

「で、ですから本当は……た、たた、た……か……さんの」

「たか、さ……高さ？」

「唐沢へのプレゼントです間ま違ちがいないです！」

　これしかなかった。すまん唐沢。でも高倉さんに渡すとは言えないし、他の人に渡せば二股と言われて高倉さんの好感度が猛もう烈れつダウン。唐沢に渡す以外の選せん択たく肢しが無い。

　……ま、まあとりあえず、この場は唐沢に渡すという事にして、後で実は高倉さんにプレゼントでした！　というサプライズ的方向にて決着を図るのが最さい善ぜんではないかと――

「ほうほう！　なら良かった。うむ！」

　高倉さんが頷うなずき、そのままくるりと俺の隣となりから真正面へと座すわり直なおす。机に肘ひじをつき、更さらに俺の方へと迫せまり好こう奇き心しんいっぱいの瞳で覗のぞいてくる。もうその仕草だけで俺の心臓は破は裂れつしそうで仕方ないのだが、あの――

「ねえねえ朝あさ井い君。その演劇の話、もうちょっと詳くわしく聞かせて？　もちろん、あたしもちゃーんと協力するからね？　大だい丈じよう夫ぶ、鈴すずっちとの仲はあたしがばっちり取り持ってあげるから！」

「いや、べ、別に唐沢とは、その……」

「その？」

　高倉さんに唐沢との仲を大だい推すい奨しようされたら、正直困こまるって言うか……

　でも、素す直なおには言えないし……と、とりあえず、オブラートに包んで避さけて……

「いや……い、いきなりそこまで仲良くならなくても、いいかなぁ、なんて？　む、むしろ俺としては高倉さんと仲良くなりたいって言――」

「甘ぁ――――――――――いっ！」

　突とつ然ぜん大声で叫さけばれた。な、なんだ？

　高倉さんが顔の真正面10センチもない距きよ離りにぐぐっと迫り、

「朝あさ井い君は、考えが甘い！　甘すぎる！」

「……あ、う……？」

「いいかい朝井君。恋っていうのは戦争なんだよ？　世の中いつどんな恋ライ敵バルが現れるか分かったもんじゃないんだよ？　特に、朝井君。鈴すずっちは、見ての通り、すごく、とっても、可か愛わいい！　思わずむぎゅーしたくなっちゃうぐらいに、もうきゅんきゅん！」

「あ、ま、まあ、そう、です……ね？」

　そうだっけ？　いやでも高たか倉くらさんが言うならそう、なのか……？

「そうだよ！　鈴は可愛いんだよ！　性格もすっごくいいし真ま面じ目めだし！」

「いや、性格は正直どうかと、」

「そんな鈴っちと一いつ緒しよに、演えん劇げき大会に出るんだよ？　こんな一大チャンスを逃のがしてどうするの朝井君！　プレゼントも大事だけど、それ以外のトコでもこう、もっと、もっともっともっと仲良くなるチャンス作らないと！　鈴っちにアプローチしておかないと！」

　そこまで語った後に、高倉さんは自信満々に自分の胸むな元もとを拳こぶしで叩たたき。

「大だい丈じよう夫ぶ。高倉いつみ、頑がん張ばります！」

「いや、あの。高倉さん？　それは、違ちがう……」

　これ以上はまずい気が。否ひ定ていしないと。

　当然ながら俺おれはそう思った。の、だけれど――

「あたしに任まかせて、朝井君。ね？」

　彼女が、そこで。戸と惑まどう俺の前で、にこっ……と微ほほ笑えんだ。

　それは、ただの笑顔ではなかった。

　あの高倉さんが、勘かん違ちがいとはいえ……俺のために笑ってくれる。協力してくれる。手伝ってくれる――そういう彼女の親切心から出た、極ごく上じようの笑みだった。彼女のナチュラルな優やさしさだった。

　そんな事言われたら。そんな笑顔されたら、俺は……俺は……

「わ、分かりました……俺、がんばります……！」

　そう答える以外に無い。これが惚ほれた弱みという奴やつだろうか。彼女が何を言おうと俺にはもう可愛くて可愛くて仕方なくて、その彼女が笑った時点で俺のハートは一発ズキューン。撃うち抜ぬかれた気持ちは止められない。男としての本ほん能のうだとか或あるいは片かた思おもい故ゆえの宿命だとか、もうそんなチャチな理り屈くつじゃなくて、だって、だって。

　可愛いは正義。

　だからこそ、俺はその笑みをずっと見たくて……あとは……

「よーし、じゃあまずは朝井君、演劇の練習はどういう感じで進めてくの？　演劇部で練習だけ？　ほら、どっかにお泊とまり合宿とかは？　あ、お泊まり会するなら鈴っちと一緒に寝ねるとか？　あ、それとほら、演劇するなら鈴っちとこう――」

　その、えっと、心がズキューンって言うか……もう……




　　　　２．




　唐から沢さわマジごめん。

　俺おれ、多分とんでもない事したと思う。




「はい！　あたしに提てい案あんがあります！　演えん劇げきの中身なんですが、白雪姫なんてどうでしょう！」

　高たか倉くらさんと色々あった末にＯＫを貰もらった、その日の放課後。演劇部に俺と唐沢、そして高倉さんと冬ふゆ野のさんの四人が集まり、挨あい拶さつもそこそこに早さつ速そくの演題決め――となった所で高倉さんが提案した。相変わらず元気いっぱいの素す敵てきな声が響ひびき渡わたり、七なな海み先せん輩ぱいがニコニコしながら話を聞いている。が……

　お、俺の今の心境としては正直なところ、冷ひや汗あせが止まらない。

「白雪姫ですか？　なかなか良いかもしれませんね。古典的ですし、覚えやすいですし……」

「じゃあ白雪姫でいいかな、みんな！」

　七海先輩の言葉に、高倉さんがちょいと強引に同意を求める。もちろん、それにも大きな理由があるのだが……

　高倉さんは他の意見が無いと見るや、パン、と一度手を叩たたいて。

「じゃあ決まり！　という事で、王子様は朝あさ井い君。鈴すずっちは白雪姫、ね？」

　そう告げて、高倉さんはこっそり親指を俺に向かって立ててくれた。作戦成功、という意図だった。

　――そう。そのプラン名は名付けて『白雪姫大作戦』。

　中身は実に単たん純じゆんだ。白雪姫が毒どくリンゴで眠ねむりにつく。王子様が目覚めのちゅー。

　それだけ、という……シンプルにして凄すさまじい作戦である。

　ぶっちゃけ、有り得ない……！

「た、高倉さん？　その配役は私、少々難なんがあるのでは、と……」

　もちろん、そんな最さい凶きようの作戦には唐沢が抵てい抗こう。しかし高倉さんは全く気にせず、

「先輩！　朝井君と鈴っちは学校で敵てき同士なんて言われてますけど、実は大の仲良しなんです！　この前もこう、鈴っち転校騒さわぎの時に実は朝井君が格かつ好こう良よく、うおおおおおっ！　って鈴っちを助けてくれたんですよ！　ですからここは是ぜ非ひ、この二人を主人公とヒロインに！」

　誇こ張ちよう混まじりの高倉さんの説明に、七海先輩があろう事か同意の頷うなずき。

「やっぱりそうだったのですか……実は、私もそうではないかと思っていまして」

「え、先輩もですか！」

「ええ。だって私が初めてお二人とお会いしたとき、仲良く抱だき合あってましたから……」

「だ、抱だき合あって……！　それ本当ですか？」

「はい。それはもう、がっしりと！」

　いや、それは七なな海み先せん輩ぱいが脅おどかしたからで――

「そうなんですよ先輩！　そして先輩、今回朝あさ井い君はそんな仲のいい鈴すずっちのためにＭＶＰをゲットして賞品をプレゼントする予定なんです！　そうなりますと、やっぱりお友達のあたしとしてはこりゃあ協力しないといけないって思っちゃって、でもここはいっその事この二人のラブラブパワーをアップさせるためにも白雪姫でこう、ちゅーっ、と！」

　高たか倉くらさんのマシンガントークが続き、その様子を呆ぼう然ぜんと見ていると。

　突とつ然ぜん、足をがつっ、と唐沢に蹴けり飛とばされた。

（な、なんだ、唐から沢さわ……？）

（いつみを止めるのよ朝井！）

（いや、そう言われても……）

（あんたねぇ、このままだとあたしが白雪姫であんた王子よ？　分かってんの？）

（わ、分かってるけど、でも）

（でも？）

（俺おれ……高倉さんに協力するって頷うなずいちゃったし……！）

（はあぁ!?）

　唐沢が驚おどろく。

　そうなのだ。お昼に図書室にて高倉さんから聞かされた、俺と唐沢が仲良くなる一大プラン――演えん劇げき大作戦。唐沢と一いつ緒しよに決めたそれを高倉さんは見事に昇しよう華かさせ、俺に協力してあげよう、と言ってきた。それに、俺は頷いてしまったのだ。

　……いやだって、な？　唐沢とくっつく大作戦の話をしてる時の高倉さんの笑顔が、本当に生き生きとしてて……力強くて輝いていて……その顔見てたら、つい勢いきおいで……

（う、頷いた、ってあんた本気？　頭おかしくなったんじゃないの？）

（すまん！　だって、だって高倉さんがあんまり楽しそうにするから……！）

（だからってあんた、こ、このまま放っておいたら演劇でいつみと全然いちゃいちゃ出来なくなるわよ？　それでいいの？）

（いや、それ……は……）

　良くない。大変良くない。それでは本来の目的が達成できない。そんな事じ態たいは絶ぜつ対たいに避さけなければならない、訳わけだが、しかし……！

（そう思うなら、今からでも遅おそくないから何とかしなさい！）

（で、でもそしたら高倉さんとの約束が――）

（その約束守ったら、いつみとの仲良し大作戦は全部駄だ目めになるわよ、あんた分かってんの！　っていうか、っていうか下手したらあんたと……あうぅ……！）

　唐から沢さわが何か言いたげに苦く悶もんの声をあげる。後半は言葉を濁にごしてて何が言いたいのかよく分からんが、とにかく高たか倉くらさんと仲良くなれない事だけは、駄だ目めだ。

　だが俺おれは頷うなずいてしまった訳わけで……！

　なんて考えている間に高倉さんの話も終わり。

「……とまあ、朝あさ井い君と鈴すずっちの愛は、もう海よりふかーく、ね？　という事でどうかな、朝井君。王子様役」

　高倉さんが一通り話したのち、俺に声をかけてきた。向けられた眼まな差ざしは間ま違ちがいなく「一いつ緒しよに頑がん張ばろうね朝井君！」という期待の笑み。しかしここで頷けば俺の楽しい演えん劇げき大会はまさに破は滅めつ一直線。唐沢はどう考えても怒おこるだろうし、高倉さんは高倉さんで誤ご解かいを更さらに加か速そくさせる。で、でも断ことわれば高倉さんと協力するっていう約束が……

　まずい。いつの間にか俺、物もの凄すごい挟はさみ撃うちになってるぞ？　いやまあ、本もとを正せば俺の自じ業ごう自じ得とくな訳だが……！

「う、え、えっと……その」

「ね、朝井君？」

（落ち着いて、朝井。冷静に考えるのよ。あんたの目的は何？　あんたの仲間はどっち……！）

　唐沢と高倉さんの双そう方ほうにつつかれる。れ、冷静に。そうだ、冷静に考えたらこの場合、どっちに味方すればいいのか。まずはそこから……

　というか本当は考えるまでもない、よな？　そんなの今いま更さらながら決まってる。

　当然――唐沢だ。

　高倉さんの提てい案あんをそのまま飲んだところで、高倉さんとはいちゃいちゃ出来ない。それどころか誤解を更に加速させるだけ、と全くいい所が無いのである。冷静に考えれば。今思えば。

　ただ問題は、一度頷いた俺の身としては非ひ常じように断りにくく……そこをクリアできれば……

　ちらっ、と高倉さんの様子を窺うかがう。目元を輝かがやかせる彼女の視し線せんは正直、グサグサと色々刺ささりまくりではあるのだが……やっぱり俺が頷く訳にはいかない。となると今度は何とか、高倉さんを不ふ愉ゆ快かいにさせないように断るか、もしくは気を逸そらす方法を……！

「あの。私から一つ、宜よろしいでしょうか」

　とそこに、今まで一言も喋しやべらなかった冬ふゆ野のさんが、思い出したように口を開いた。何だろう、と全員の視線が彼女に集まるも、冬野さんは相も変わらず淡たん々たんとした表情のまま。

「その白雪姫の役ですが、白雪姫を高倉さんが演えんじる、というのは如何いかがでしょう」

「へ？　あたし？」

「ええ。……高倉さんのお姫様姿すがたも、意外と堂どうに入っているのでは、とふと思いまして」

　そう告げて、冬野さんが僅わずかに俺へ目配せをした。その合図に、ぴりっ、と電でん撃げきが走る。

　冬野さんの意図が掴つかめた。それだ。高倉さんの意見に対たい抗こうするのではなく、上手く流す――

「あ、あの！　私もその案に賛成します！　高倉さんが白雪姫って素す敵てきだと思います！」

　隣となりで唐から沢さわがお嬢様声を張はり上あげる。俺おれも便びん乗じようして、

「それ、俺もいいと思います！　唐沢もいいですけど高たか倉くらさんにも似に合あうと思いますし！」

「え？　あたし？　いや、でも朝あさ井い君と鈴すずっちの……」

「あたし、高倉さんのお姫様姿すがたは凄すごく可か愛わいいと思います！　ですよね朝井さん！」

　唐沢が席を立って言いい張はり、続けて、

「はい、同じく俺もそう思います！」

「う、うーん……いや、二人がそう言ってくれるのは嬉うれしいけど、でも……お姫様はやっぱり鈴っちの方がいいかな、って思うけどなぁ。それに……あたしほら、あんまりお姫様、っていうタイプじゃ――」

「高倉さん！」

　押おし切きる。

　流れを変えるのなら、おそらく、ここ……！

「俺、高倉さんのお姫様姿が見たいです。だって高倉さんって……凄く、可愛いですから！　それに高倉さんのドレス姿、一度見てみたいなって思います！　綺き麗れいだと思いますし！」

　俺が叫さけび、

「私もそう思います！　それに高倉さんは普ふ段だんとてもお元気で楽しい方ですけれど、でもお姫様みたいな可愛らしい役もとても似合うと思いますし！」

　と唐沢が追つい撃げきし、

「そうですそうです！　俺達の事は気にしないで下さい、高倉さん。たまにはこう、可愛い自分を演えんじてみるのもいいと思います！　せっかくの演えん劇げきですし！」

　更さらに俺が連打を加えて言った。中央の机を揺ゆらす勢いきおいで言いまくった。っていうか正直なところ本音だった。

　その思いは見事伝わったというか、高倉さんも言われて段だん々だんその気になったのか。

「え、そ、そう？　そうかなぁ……？　あたし、可愛い？　綺麗？　えへへぇ……」

　高倉さんが照れたように頬ほおを掻かく。というか高倉さん、攻めるのは強いが、攻められるのには意外と弱いというか、反はん応のうが可愛らしいというか。

　そんな俺達の熱意は先せん輩ぱいにも届とどいたらしく。

「そうですねぇ……確たしかに、普段の自分と違ちがう姿になれる、というのは演劇の魅み力りよくですよ？　朝井さんと唐沢さんも強く推おしておられますし……どうされますか、高倉さん」

　そう告げた一言が――決定的な流れを作りあげた。

　少し恥はずかしいのか、高倉さんは少々照れたように自分の髪かみの毛を弄いじりつつ。

「……じゃあ、やってみよう、かな？」

　高倉さんの、その一言に。よし、と小さくガッツポーズ。

　その喜びは隣の唐沢も同じ。ちらっと目線を向けると唐沢も俺にだけ分かるように一いつ瞬しゆん微ほほ笑えみ、拳こぶしをこっそり裾すそ下したで握にぎり締しめた。

　……が、すぐに俺おれを睨にらみ、ぐりっ、と足を踏ふんで。

「うぐっ……！」

（っていうか元々あんたのせいでしょ！　後でその話、じっくり聞かせて貰もらうから……！）

　唐から沢さわは怒おこっていた。ま、まあ確たしかに、俺が勝手に高たか倉くらさんと約束してしまったのが原げん因いんだから、そりゃあ唐沢が怒るのは当然であり……す、すまん。そうか、喜んでみたけど元々俺が悪いんだった。というか他にも色々……

　謝あやまった所で学校のチャイムが鳴なり響ひびき、七なな海み先せん輩ぱいが時計を見る。見れば既すでに、閉門十分前。

「ええと……続きは、では明日決めましょうね？」

　そう告げて、その場は一度解かい散さんとなったのだった。

　が。問題はこれで終わりではなく。高倉さんの演えん劇げきプランは、もっともっと沢たく山さんあって――




　　　　３．




「で、結局どうなってるわけ？　あたしが居いない間に、いつみとどういう話をしたの？」

「そ、それが……すまん」

　高倉さんと白雪姫の役を決めた、その日の夕方。窓まどの向こうには夕日が消え行く時間帯。学校から自宅に向かう間にあるファミレスにて、俺はテーブルに頭と手をつけ見事な土ど下げ座ざを行っていた。

　対面に座すわる唐沢の前には、既に俺おれが頼たのんだクッキーとさくらんぼの載のった豪ごう勢せいなチョコレート苺いちごパフェ。隣となりの冬ふゆ野のさんにはアイスティーとチーズケーキを提てい供きようした。もちろん全部おごりである。心ばかりの謝しや罪ざいだ。もちろんこれで許ゆるしてもらえるとは思わないし、きちんと謝罪する準じゆん備びもある。が……まずは少しでも怒いかりの矛ほこ先さきを和やわらげよう、という配はい慮りよなのだ。

　そこから俺は一通り事情を説明しつつ、今回の計画一いち覧らんをメモした紙を唐沢に手て渡わたし再ふたたびテーブル土下座。

　話を聞いていた唐沢は、とりあえず俺の話が終わるまではじっとしていたが……話が終わった後、おもむろに俺を見つめ。

「話を整理するけど。……つまり、いつみに頼まれたのね？　あたしと仲良くして欲しい、って。そのために協力してあげよう、って笑顔で言われて……そんないつみが可か愛わいいから、ついつい頷うなずいちゃったのね？」

「お、おぅ。そう、なんだ」

「で、折せつ角かくの演えん劇げき大会だからっていう事で、晩ご飯はあたしと隣同士で一いつ緒しよに食べて、演劇練習も一緒に頑がん張ばって、一休み中に疲つかれたあたしを気き遣づかって仲良し作戦、ネックレスもあたしにプレゼントして……さっきの白雪姫作戦で、あわよくばちゅー、なのね？」

　唐から沢さわの問いに、こくこくとひたすら頷うなずく。もう事実なので頷くしかない。

　そんな俺おれの様子に、唐沢は……

「ふぅん……」

　意外と普ふ通つうに頷いた。……あれ？

　も、もしかして――

「あんまり、怒おこってない、か？」

　一いち応おう聞いてみる。

　これが普通の人なら怒るだろうが、今の相手は唐沢だ。俺と高たか倉くらさんの性格をよく知ってる事だし、もしかすると『高倉さんにお願いされたなら仕方ない』とか思ってくれて、それならまあいいわ、とか言ってくれたり……するのかな？

　そう期待する俺の前で、

　ざくっ！

　と唐沢は細長いスプーンをチョコレートパフェにぶっ刺さした。そして、

「ええ。怒ってませんよ？　朝あさ井いさん？」

「め、めっちゃ怒ってる……！」

　唐沢の表情は笑っているのに、その気き迫はくは鬼おにの如ごとく。効こう果か音おんにするならゴゴゴゴッ……！　とあからさまな怒いかりのオーラがピリピリと！　見える！　俺には見える！

「す、すすすスマン！　ほほ、本当に悪かった！　いやほら高倉さんのお願いだから、その、ど、どーしても断ことわれなくて！」

「あら。男の子が言いい訳わけしてはいけませんよ？　一回死ねばいいんじゃないですか？」

「お、落ち着け唐沢。な？　お前、さっきからお嬢様言葉で本音言って――」

「これで落ち着いてられるかこの馬鹿ああああああっ！」

「うおおっ！」

　唐沢がキレた。夕暮れ時のファミレス店内にも関わらず怒ど声せいを響ひびかせ、店員さんと僅わずかにいる家族客が振ふり返かえる。が、唐沢はそれすら目に入らないらしく問答無用――

「あんたねぇ！　元々いつみとあたし達が仲良しになる作戦だったのよ？　なのに何でそれ全部丸々あたしとあんたが仲良くなる大作戦に変わってる訳よ！　しかもなんかパワーアップしてるし！　あんた本気で馬鹿なんじゃないの！」

「いいいいやでもこここ断れなくて！　だって、だって高倉さんの笑顔見たらさ！」

「だからってあんた、全部頷くことないでしょ……！」

「す、すまん！　つい、勢いきおいで！」

「勢いだけであたしの計画全部潰つぶすなああああっ！」

　やべぇ、唐沢がマジでぶち切れてる……！

　た、確たしかにこいつ、今回の演えん劇げきめっちゃ楽しみにしてたよな？　生き生きしながら作戦語ってたもんな？　そりゃあ怒おこるのは当然かもだけど、で、でも……

「お、落ち着け唐から沢さわ。な？　つ、つーかほら、ちゅーの件けんも一いち応おう、高たか倉くらさんが白雪姫になった訳わけで、無事に何も無かったわけだし！」

「へぇ～？　無事？　だったらこの最後の『鈴すずっちと一いつ緒しよに寝ねる。仲良くね♪』ってなに？」

「マジすいませんでしたああああっ！」

　もう最後の方は訳分からなくなって、なんか高倉さんの言うこと全部頷うなずいちゃって！

「お、お嬢様、とりあえずその辺に致いたしましょう。朝あさ井い様も謝あやまっておられますし、周りの目もありますし――」

「止めないで冬ふゆ野の！　あたしまだぜんぜん怒り足りないんだけど！」

「その心境は大変共感致しますが、今は怒る前に対たい策さくを練る必要があるのでは、と。あまり大声をあげて騒さわぎになるのも困こまりますし」

「くっ……！」

　冬野さんの理性的な提てい案あんには、さすがの唐沢も無む視ししかねるのか。唐沢は深い深いため息の後、ようやくその恐おそろしい顔を下げてソファーに腰こしを下ろしてくれた。その様子に先ほどから遠目で様子を窺うかがっていた可か愛わいいウェイトレスさんとか、家族連れも一安心。唐沢がぶっ刺さしたスプーンを手に取り、目の前のチョコレートパフェを無む造ぞう作さに一口ぱくり。

「……ま、まあ……確たしかに、終わった事ぐちぐち言っても仕方ないし……いつみが可愛いのも分かるけど……！」

　でも手が未だ震ふるえている辺り、怒いかりは収おさまっていないらしい。と、当然だよな？　つーか、

「本当、謝る！　ごめん！」

　そこまで頼たのんで両手を合わせると……なんとか、唐沢にも俺おれの謝しや罪ざいが通じたのか。

「まあ……正直、怒りたりないけど……いいわ。あんたも反省してるみたいだし」

「いやホントにすまんかった！　と、とりあえず、パフェと……冬野さんにもケーキで、な？　あ、追加注文してもいいから。俺全部出すから。だから、その……」

　もう一度、両手を合わせて唐沢に頭を下げる。今度は謝罪ではなく、お願いだ。

　その意味は、もちろん。

「……分かってるわよ。いつみの前では、あんたとプラン通り仲良くしてるフリして、って言いたいんでしょ？　いつみに嘘うそつきたくないし、喜ばせたいから、って……」

「あ、ああ。そうなんだ。悪い、唐沢！　ほんと、勝手にこんな約束して」

「……まあ、あたしもいつみに喜んで欲しいのは一緒だもの。あたしとあんたが仲良くして、いつみが喜ぶなら……ちょっとぐらいは、いいし」

　ふくれ面ながら、唐沢が理り解かいを示す。高倉さんに笑って欲しい、という部分で唐沢の考え方は俺に似にているせいか、こういう所が分かって貰もらえるのは本当に有あり難がたい。

　とはいえ――やっぱり、頼たより切きるのはやはり申し訳ない。

　なので。

「唐から沢さわ。その。お詫わび、って訳わけじゃないんだけど……あ、いや。お詫びなんだけどさ」

「なによ。……あんたまさか、まだ何かあるんじゃ――」

「あ、いや。そうじゃなくて……実は高たか倉くらさんが考えたお前との仲良しプラン、だけどな？　もちろん失敗は失敗なんだが、怪け我がの功こう名みようって言うかいいこともあってさ」

「……いいこと？」

「例えばほら、ここにも書いたけど、一休み中に唐沢を元気づけて仲良くなるプランってのがあって……なんか高倉さんが一息つけるおやつを用意しよう、って言ってたんだ」

「おやつ？」

「高倉さん手作りクッキー」

　ぴくっ、と唐沢の頬ほおが動いた。

「一いつ緒しよに食おうぜ。……っていうかお前に多めにやるから。な？」

　そう伝えつつ、再さい度ど両手を合わせてお願い。非ひ常じように情なさけない格かつ好こうだが、こればっかりは……唐沢の一大計画をノリでついぶっ潰つぶしてしまった身としては一いち応おう、反省を……

　でもさすがにクッキーでは釣つれないか。なんて思ったが、

「ま、まあ、ちゃんと謝あやまるならいい」

　釣れた。……意外と欲しいらしい。

「そ、そうか。……っていうかすまんな、本当」

「別に。……それにまあ、考えてみたら……」

　唐沢がふぅと溜ため息いき混まじりに、両りよう腕うでを組んで。

「あたしもあんたにお礼しなきゃいけなかったし。……それで、チャラって事でいいわ」

「……はい？」

　唐沢がそっぽを向きつつ、そんな事を言った。お礼？

　何かあったっけ？　迷めい惑わくをかけた事なら、今回に限かぎって言えば山のようにあるが……

「なあ唐沢。お礼って何のお礼だ？」

　心当たりが無いので素す直なおに聞くも、唐沢は何な故ぜか妙みように渋しぶい顔をしてそっぽを向き。少ししてから「……ちょっとお手洗い」と呟つぶやき席を立ってしまった。足早にファミレスの通路を抜ぬけていく唐沢の背せ中なかを目で追うと、なんだか怒おこってるようにも……でも照れてるようにも……うん？

　なんだあいつ。変な奴やつ――

「演えん劇げきに誘さそって貰もらえて、嬉うれしかったのですよ。お嬢様は」

「……はい？」

　隣となりの冬ふゆ野のさんがぼそっと言った。振ふり向むくと、彼女は唇くちびるに薄うすく笑みを浮うかべて俺を見つめていた。

「その点につきましては、私からもお礼を申し上げなければなりません。……お嬢様を演劇に誘さそって頂いただきありがとうございます」

「いや、ほら。それは話の流れと言いますか……別にお礼される事じゃないですし」

　元は高たか倉くらさんの誕生日プレゼントのため、だ。別に唐から沢さわのためを思ってやった訳わけでも。

　しかし冬ふゆ野のさん的には違ちがうらしく。

「お嬢様には良いきっかけになります。せっかくの高校生活ですし、少しは楽しんで貰もらわないと、と思っていたので……こういうイベントに、自主的に参さん加かするのも久しいことですから」

「あー……」

　そう語る冬野さんの言葉で、思い出す。

　そういえば唐沢は、中学の頃ころまで家の都合で堅かた苦くるしい生活を送っていた。それを高倉さんに助け出されて今があり……先日もまあ、ちょっとした経けい緯いを経へて俺おれが唐沢を連つれ戻もどした。

　そんな唐沢にとって。親しん睦ぼく会かいを除のぞけば、これが初の高校生イベント……か？

　何だかんだで親睦会でも唐沢の奴やつ、色々考え込んでて楽しめなかったみたいだし……

「今までは主あるじ様の許きよ可かが無ければ、参加出来ませんでしたから」

　少し眉まゆを尖とがらせ、冬野さんが視し線せんを落とす。

　……そういえば。

「あの。今回は大だい丈じよう夫ぶなんですか？　その、唐沢の父親がどうこう言ってくる、とか……」

　今思うと俺は考えなしに唐沢を誘ってしまった訳だが、これだけは確かく認にんしておかなければ。また途と中ちゆうで茶々が入ったりすれば唐沢も、高倉さんも嫌いやな思いをする。折せつ角かくの誕生日が、もしそんな事で台無しになれば本ほん末まつ転てん倒とう。それは避さけたい。

　なら、今のうちに事情に詳くわしい冬野さんから情じよう報ほうを。と思って聞くと――

　冬野さんは、案外落ち着いた口調で。

「今のところ、演えん劇げきに関しまして主様からは特に何も通達されていません。……ですが」

　一度言葉をそこで切り、

「今月の末に、唐沢本家で大きな会合がありまして。そこで主様とお嬢様が顔を合わせる事になるので、何か言われる可か能のう性せいが一いち応おう、あります」

「会合……」

「ただ、可能性は低いと思います。主様がもし苦言を呈ていするのでしたら、既すでに電話か何かで私の耳に入っていてもおかしくありませんし。それに――」

　彼女が一度言葉を切り。じっと、俺の顔を見つめ……

「それに、もし邪じや魔まが入ったとしても……朝あさ井い様が、恋ライ敵バルとしてお嬢様を守ってくださるのでしょう？　真しん剣けん勝負の邪魔をするな、と」

「お、おぅ……っ！」

　そ、そう言えば、そんな事を言ったな俺。唐沢との勝負を邪魔するな！　って。

「お嬢様はあまり人に頼たよらない性格ではありますが、私としては大変期待しております。それに比べましたら、お嬢様の計画を台無しにするなど些さ細さいな事。まあ私としましては、ある程てい度ど台無しになった方が醍だい醐ご味みもあるとは思いますが――」

　そう言って、冬ふゆ野のさんはちらっと俺おれを見つめ。

「……まずは存ぞん分ぶんに、楽しんで頂いただければと思います。お嬢様を、どうか」

「え、ええ……です、ね」

　確たしかに、折せつ角かくやるのだ。楽しみたいものだと思う。その気持ちだけは同じだ。

　そう続けた所に唐から沢さわが戻もどってきた。冬野さんはそれを確かく認にんするなり真顔に戻り、いつもの控ひかえめな女の子へと早変わり。相変わらずこの人頼たよりになる……と思いつつ唐沢に目をやると、当の唐沢は席につくなり、ぐっと俺の方に身体を寄せた。なんだろう。

「ところで朝あさ井い。いつみの前で仲良くするフリの話はそれでいいけど。それより大事なのは王子様役よ。……あんたとあたし、どっちがやるの？」

　尋たずねてくる唐沢の目つきは、なんというか……あれだ。「どっちがやるの？」と言いつつ誰だれがどう見ても「あたしに決まってるし」と顔に書いてある。

　……そりゃあ、な。唐沢がやりたい気持ちはよく分かる。

　高倉さんが白雪姫役になったのは本当に偶ぐう然ぜんだが――考えてみれば、白雪姫に対して王子様は目覚めのちゅーをお届とどけするのだ。劇中とはいえ、高倉さんとの初キッス。それに加え、王子様と言えば白雪姫の劇中でも一番の花形だ。まさしくＭＶＰ第一候こう補ほであり――そう考えれば……互たがいに、絶ぜつ対たいに譲ゆずれない役回りだ。

「どっちって、んなの決まってるだろ？　そこは俺だな。……そりゃあ色々迷めい惑わくかけたけど、そればっかりは譲れんぞ、唐沢」

　ここで譲っては勝負が決まってしまう。それだけは駄だ目めだ。

「分かってるわよ。あんたが素す直なおにはいどうぞ、なんて言うわけ無いし。……でも、きちっと決めなきゃいけない話よね。……かといって、じゃんけんってのも面おも白しろくないし」

　なんだか楽しそうに唐沢が言い、右手を挙あげてくいくい、と俺を挑ちよう発はつ。

「だったらさ。王子様役は、きちんと勝負で決めない？」

「勝負？」

「そ。あたしとあんた、どっちが王子様に相応ふさわしいか。先せん輩ぱいにあたし達の演えん技ぎを比べて決めて貰もらう、とか。ね？」

　唐沢が誘さそうような口調で言う。なるほど、それなら確たしかに条件も対等だし、互いに競う事で演えん劇げきの質自体も上げられる。まさに一石二鳥だ。

　それに――この方法なら、唐沢と面と向かって勝負が出来る。

　そんな俺の考えも、唐沢は既すでにお見通しなのだろう。きつめの眼まな差ざしと挑発めいた口元を俺に向けて、薄うすく、面白そうに微ほほ笑えんでいた。

　その意図は、もちろん――

『かかって来ないの？』

　という、暗あん黙もくの誘さそいだ。

　……ま、そう言われて引き下がる俺おれじゃない。

「つまり、お前に演えん劇げきで負けるな、って事だろ？」

　確かく認にんすると、唐から沢さわも当然と言わんばかりに、

「そうよ。……ま、あたしも負けないけど」

　そう答えて、意味深な笑みを浮うかべたのであった。

　……相変わらず、変な奴やつ。俺と競って何が楽しいんだか。

　そんな事を考えつつ、俺も了りよう承しようの意味を込めて。口元をにやり、と小さく緩ゆるめた。

　――やるなら相手になるぜ、唐沢。いつだって、な。




　　　　＊




　その翌よく日じつより早さつ速そく、俺達は演劇大会に向けて練習を開始した。王子様役は俺と唐沢のうち演技の上手い方になるという話も決まり、その正式な決定日は暫しばし持ち越し。まずは全体の流れを掴つかむべく台本を読み合わせ、実じつ際さいに王子役と小人役を入れ替えてみたりして練習――

　しようと思ったが、これが予想以上に難なん航こうした。

　まず高たか倉くらさんが元々陸上部との掛かけ持もちのため、顔を出せる機会が少ないのが厳きびしかった。加えて唐沢も所用で空けられない日があり、それは冬ふゆ野のさんも同様だ。ならばと休日を使って練習しようと思ったものの、今度は七なな海み先せん輩ぱいが家族での予定がありこれまたアウト。

　そんな訳わけで練習はなかなか進まず――このままではまずい、と思ったのだろう。

「やはり、合宿を致いたしましょうか。折せつ角かくやるのでしたら、きちんと練習した方がいいと思いますし。あとは、その……」

　七海先輩がそう言いつつ、色々な意味で目をキラキラさせる俺と唐沢と高倉さんを見て……

「な、何か不思議なプレッシャーを感じますので……なんとか計画を立ててみようと思います」

　という具合に俺達の熱意が通じ、こうして本番の一週間前――待ち望んでいた一泊二日の合宿が、ようやく実じつ施しされる事になる。





　―― 幕間　二 ――




　あたしの目の前で、冬ふゆ野のがせっせとリュックに荷物を詰つめ込こんでいる。

　着替えにパジャマに化け粧しようポーチをはじめ、スナック菓が子しとトランプ、さらには空気でぷーっと膨ふくらませるタイプのビーチボール……

「ね、ねえ冬野。……そんなに要るの？」

「皆みな様が何をしたいと言い出すか分かりませんので、備そなえておくに越した事はありません」

「そ、そう……」

　呟つぶやくあたしの前で、冬野がぎゅーぎゅーと鞄かばん一いつ杯ぱいに荷物を詰め込み、満足げに汗あせを拭ふいた。達成感に満ちた、とても冬野らしくない笑顔を見せながら荷物を置く。珍めずらしいというか、なんというか……

「冬野。あたしの気のせいかもしれないけど……なんか、凄すごく楽しそうね」

「ええ。私としては、お嬢様の初のお泊とまりですから。気合いも入ろうというものです」

　それは、あたしが言う事だと思うのだけど……

「お嬢様。当日の財さい布ふは私が持ちます。寝ね間ま着きとタオルと着替えは鞄に詰めました。携けい帯たい電話の充じゆう電でんを忘わすれずに。それと手元のポーチ脇わきに――」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって、冬野」

　腰こし元もとのポーチを開いて中身を再さい確かく認にんしつつ、まったくもう……と思う。相変わらず冬野は几き帳ちよう面めんだ。昔からそこだけは同じで、事細かく確認する。

　でも私だって子供じゃない。そこまで一々心配しなくても、別に。

「そうですか」

　冬野が呟き、あたしを見る。

　そんなに信用無いの？　とちょっと怒おこりながら睨にらむと、冬野は小さくため息をついて。

「失礼しました。昔からの癖くせで」

「まったく……」

「ただ、身体にだけはお気をつけ下さい。最近、少々無理をされてるようですし」

「うっ」

　今度は図星だった。……まあ確たしかに最近、本当は忙いそがしい。

　授業が終わった放課後に、演えん劇げき部ぶにて夕方まで練習。その後に英語やピアノの習い事。終わってから――

　冬野がそっと眼め鏡がねを上げた。

「合宿の後は、練習は少し控ひかえめに致いたしましょう。私としてはお嬢様の健康が気になります。……先日も、一息つく予定が朝あさ井い様との話し合いになってしまいましたし」

「……でも、やっぱり練習は出とかないと、朝井とかいつみに悪いし……」

「それは分かりますが、限げん度どもあります。その辺りは程ほど々ほどに」

「まあ……うん」

　とりあえずは頷うなずいた、けれど、練習で迷めい惑わくをかけるような事はしたくない。それに……

　本当に、折せつ角かく巡めぐってきた機会なのだ。ちょっとぐらい無理してでも……純じゆん粋すいに、遊びたい。

　そんなあたしの考えを読まれたのか、冬ふゆ野のがくすっと笑って。

「まあ、朝井様に心配されない程てい度どでしたら、私もとやかく言いませんから」

「……うん」

　その通りだ。あんまり無理をすると、朝井に変な心配をされてしまう。

　何だかんだで朝井は心しん配ぱい症しようで困こまるのだ。色々とすぐ、口出すし……

「まあ……分かったわよ。……ちょっとは大人しくするから」

　むすっとして答えると、冬野が小さく笑った。

「それなら構かまいません。……では、楽しい合宿を」

「うん」

　頷き返した所で、冬野の口元にも珍めずらしく笑みがこぼれた。

　……気のせいかと思っていたけれど、やっぱりそうだ。最近、冬野が前より笑うようになった。あたしとしては、素す直なおに嬉うれしい。

「ねえ。冬野も、楽しい？」

　折角なので尋たずねると、彼女は一いつ瞬しゆんきょとんとしたけれど。でもすぐに、

「ええ。私も。……久しい事ですからね」

「そう」

　なら良かった。

　冬野にもあまり、陰いん鬱うつな顔は続けて欲しくない。そう思っていた所だから――

「ところでお嬢様」

「ん？」

「どうして私が悪役の意地悪女王様なのでしょうか。私、そんな顔に見えますか？」

「うっ……そ、それは、その……まあ、ほら。大人の都合って言うか……」

　余あまり役やくだったから。でも実じつ際さいやってみると、冬野の悪役顔も案外ぴったり似に合あっていた。眼め鏡がねをかけて、眉まゆを尖とがらせると……

　そういう事は黙だまっておこうかな、と思う。






　―― 第三章 ――
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　そして、ようやく迎えた合宿当日の土曜日。その日の空はまたも生あい憎にくの雨模も様ようだった。梅雨前にも関わらず雨雲のやる気は百パーセント、じめじめした空気を教室中にたっぷりと漂ただよわせてくる実に憂ゆう鬱うつな一日だ。普ふ段だんの俺おれならその湿しつ気けに当てられ間ま違ちがいなくため息をついただろう。がしかし、今日に限かぎって言えばそんな心配は無用である。むしろ気持ちは常じよう時じハイテンションすぎて止まらない。何な故ぜなら高たか倉くらさんと一日をどう過ごすか考えすぎて大変なのだ。

　まず演えん劇げきの練習合宿と来れば、練習中に高倉さんとぶつかって「ごめんね朝あさ井い君」みたいなイベント必ひつ須す。それから高倉さんの手料理ご飯を一いつ緒しよに食べて、隣となりに座すわってお話しして……そこでもし雰ふん囲い気きが良くなったりしたら、夜にこっそり密みつ会かいなんて？

　やべぇニヤニヤがマジ止まらない。土曜日の朝から妄もう想そうが暴ぼう走そう、そんな気分で授業を受け、

「朝井。お前はそんなに俺の物理が面おも白しろくないか？」

「え？　あ、いえ、ちゃんと聞いてます先生！　ええばっちり！」

「ほう。なら今説明してたのは教科書の何ページだ？」

「……スイマセン聞いてませんでした」

　拳こぶしがズドン。愛とは痛いたいものである。

　そんな半日授業を終えた放課後。俺達は一度家に帰って準じゆん備びをした後、傘かさを片かた手てに七なな海み先せん輩ぱいの教えてくれた合宿場へと向かう事にした。

　自宅から徒歩にて約二十分。国道沿ぞいから少し離はなれ、閑かん散さんとした街中に建つその建物は――

「へぇ……」

　見上げるなり、まず出たのは感かん嘆たんの声だった。脇わきに『草くさ地じ一いち東中学校』と石造りの文字が刻きざまれた硬こう派はな校門は、一見するだけで名門校のような威い圧あつ感かんを感じてしまう。その奥おくを少し見み渡わたすと、中庭を挟はさんで四階建ての校舎が左右に二つ。外がい壁へきの塗と装そうがまだ真新しく、寂さびれた感じは微み塵じんも無い。そして校門をくぐって一歩でも踏ふみ出だせば脇わきの花か壇だんに紫陽花あじさいが植えられ、雨の中でもある種の気品が感じられるという実に鮮あざやかな印いん象しようだ。

　ここは七海先輩が卒業した中学らしい。先輩はその当時から演劇部に所しよ属ぞくしており、学校のＯＧという事で、今回、特別に中学校の体育館を借りれる事になっていた。見渡せばなるほど、あの先輩から感じる大人びた空気の源げん流りゆうとも言うべきか……なんとなくハイソな感じの中学だ。俺の行っていた中学とはぜんぜん違う。空気も、印象も。

　そんな空気のせいかもしれないが……先せん輩ぱいには気き兼がねなくと言われたが、入っていくのに緊きん張ちようするな。随ずい分ぶんと。

　ま、まあでも……大だい丈じよう夫ぶ、だよな？

　とりあえず校門を一歩くぐる。そこからすぐ脇わきにある体育館へと歩いて――

「ふおぉ！　楓かえで、不ふ審しん者しや発見したぜ！」

「怪あやしい人はっけーん！」

「へ……？」

　突とつ然ぜんの発言に振ふり向むくと、体育館の中から子供が二人ほど俺おれを指さしていた。その片かた方ほうはまさに小学生中学年ぐらいのガキんちょという感じで、生意気そうな釣つり目めで俺に人差し指を突つきつけている男の子。もう片方は隣となりのその男の子よりも更さらに幼おさなく、可か愛わいいふわふわヘアーが特とく徴ちよう的てきな女の子だった。どちらも体育館の入り口で門番のように立たち並ならび、俺に指を突きつけ「不審者不審者！」と叫さけんでいる。……って、待ってくれ。俺は不審者じゃなくてだな……

「いやいや。あのな？　俺、今日は演えん劇げきの練習に来たんだよ。別に不審者って訳わけじゃないよ？」

「怪しくないって自分で言う奴やつが一番怪しいんだぜ！」

「不審者さんはみんなそう言うって、お姉ちゃんが言ってたよー？」

「ぐっ」

　反論された。な、なかなか親の教育がしっかりしてるじゃないか。っていうか俺、そんなに不審者に見えるのか？

　ちょっとげんなりした所で、体育館の中から七なな海み先輩が顔を出した。俺を見つけて軽く会え釈しやくし、玄げん関かん口ぐちに立つ子供二人の肩かたを軽く叩たたく。

「柳やなぎ。楓。その人は不審者じゃなくて朝あさ井いさんよ？　言ったじゃない、もう一人来るって」

「えー？　でもなんかパッとしねーよ、この人だけ。顔とかさぁ」

「それに全然可か愛わいくないよぅ……」

「こら。駄だ目めでしょ？　本当の事でも言っていいことと悪い事があるのよ？　めっ」

　先輩が二人に怒おこる。……あの、俺に対するフォローではないんですか先輩。

　その事に更さらにげんなりした所で先輩に促うながされ、体育館へと入る。館内では既すでに全員がスタンバっており、ステージ上に立つ唐から沢さわはせっせと王子様役の練習中。その傍かたわらにいる高たか倉くらさんは白雪姫役にも関わらず、腕うでを振ってお転てん婆ばっぽいお姫様らしさを……あまり素すと変わらない気もするけど頑がん張ばっている。冬ふゆ野のさんはステージ脇の階かい段だんに座すわり、真ま面じ目めに台本を読み返し中だ。

　その皆みなと、挨あい拶さつもそこそこにしつつ。

「では朝井さんも揃そろいましたし、そろそろ始めましょうか」

　七海先輩がそう告げた……その足下で、先ほどの柳くんと楓ちゃんが遊んでいる。……って、あの。

「先輩。その二人は？」

「え？　ああ、私の妹と弟です。今日はお手伝いと言いますか……その。お泊とまりしてきますと言ったら、一いつ緒しよに行きたいと言い出しまして……まあ、気にしないで下さい」

「そ、そうですか……」

　なるほど。楽しそうなので、お姉ちゃんについてきちゃいました！　的な感じだろうか。まあ、その気持ちは分からなくもないが……でも悪いな。今日の俺おれは正直、真ま面じ目めな練習に来てるのだ。高たか倉くらさんのプレゼントとファーストキスを狙ねらい、目指せ優勝。

　という事で残念ながら、子供たちと遊んでる暇ひまなんて――

「よぉーし、じゃあ今日は一いつ緒しよに遊ぶぞーっ！」

　高倉さんが気合いを入れて拳こぶしを振ふり上あげた。続いて柳やなぎくんと楓かえでちゃんが「おーっ！」と見事なまでの意気投合。……そ、そうか。高倉さんも遊ぶんだ。

　……ま、こういう事は、あんまり堅かたいことを言いすぎてもな。何事も柔じゆう軟なんに……

「そ、それなら、仕方ないかな。じゃあ俺もちょっとぐらい相手を――」

「あのぉ。朝井さん、今日は演劇の練習ですからね？」

「なんで俺の時だけ突つっ込こむんですか七なな海み先輩！」

　反はん射しや的てきに言い返すと、先輩は妙みように茶目っ気混まじりな笑みを浮うかべてステージ準じゆん備びを開始した。突っ込みが入るのは俺だけ男だからか？　なんて考えつつ……ふと。

　そういえば唐から沢さわが突っ込んでこない。と思って唐沢を見ると、あいつは七海先輩とその妹達を見つめながら、小さく溜ため息いきをついていた。……うん？

　なんだ？　ちょっと元気が無いぞ？

「どうした唐沢。そんな顔して」

「ん？　……別に。ただ、ちょっとね」

　聞き返すと、唐沢は最初誤ご魔ま化かそうと思ったのだろう。困こまったように笑って俺から視し線せんをそらした……が、たまたま反対側いた高倉さんに「ん？」と逆ぎやくに微ほほ笑えまれた。二人に挟はさまれ、唐沢も分ぶが悪いと思ったのか。……諦あきらめたように嘆たん息そくして。

「姉妹と仲がいい、っていいなぁ……って。ちょっと思って」

　唐沢が呟つぶやく。

　姉妹？　と聞こうと思ったが、やめた。

　……もし唐沢に姉妹がいたとしても、唐沢家で仲が良いとは思えない。というか、少なくとも俺が知っている限かぎり……あいつの家に、唐沢鈴すずの味方はいない。

「あ。ご、ごめん……別に、ひがんだ訳わけじゃないんだけど」

　唐沢が場の空気に気づき、慌あわてて言い直す。……今のは気まずいと思ったんだろう。

　でも分かってるって。お前がひがんでるなんて誰だれも思っちゃいないさ。

　むしろ――

「すーずっ！」
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「へ？」

「むぎゅーっ」

「ひゃっ……！」

　俺おれが何か言うより先に、高たか倉くらさんが後ろからぎゅーっと抱だきついた。唐から沢さわがバランスを崩くずしかけ、その唐沢を冬ふゆ野のさんが支ささえる……フリをしつつ「危あぶないですよ」と背せ中なかから手を回す。

　……ったくもう。仕方ねーな。

「ほら。危ないから」

　俺も助ける真ま似ねをしつつ、唐沢の手を取りバランスを取ってやる。三人に挟はさまれた唐沢が慌あわてふためき、けれど高倉さんは面おも白しろがって唐沢を振ふり回まわそうと体重をブンブンかけた。

　唐沢は更さらに焦あせった。そうさ、悲しんでる暇ひまなんて与えない。

「あらあら。皆みなさん仲が宜よろしいんですね？」

　騒さわぎに気づいた七なな海み先せん輩ぱいが声をかけ、にこりと微ほほ笑えむ。その様子に全員が唐沢にくっついたまま笑い、唐沢もまた……ちょっと遅おくれて、照れ笑い。

「じゃ、始めよっか！　鈴すずっち！」

　高倉さんに誘さそわれた唐沢は凄すごく恥はずかしそうな顔をしつつ、彼女に手を取られてステージへ。その後を俺も追おう……とした所で、隣となりの冬野さんに微笑まれた。何だか含ふくみのある笑い方に、つい目線を逸そらし……むずがゆい感かん触しよくが背せ筋すじに走る。

　まあ、その。今のはその場のノリというか。

　唐から沢さわとは、ほら。普ふ段だんは敵てき同士とはいえ、今は共きよう闘とう関係にあるからな？　そういう意味でも、あいつにやる気が無いと困こまるのだ。

　それに――

　落ち込んでる唐沢なんざ倒たおしたって、楽しくないんだよ。やっぱり、な。
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　今回の演えん劇げきである『白雪姫』については、今いま更さら説明するまでもなく多くの人が知ってると思う。意地悪な女王様の元から逃にげた美しい白雪姫が、森の中で小人と出会って生活する。しかし女王様は美しい白雪姫を妬ねたんで再ふたたび彼女の元へと現れ、彼女を騙だまして毒どくリンゴを食べさせてしまう。その毒によって眠ねむりについた白雪姫を、通りすがりの王子様がちゅーして目覚めさせハッピーエンド。これが大体のあらすじだ。

　が、七なな海み先せん輩ぱいが作った白雪姫の台本には、原作からすれば随ずい分ぶん激はげしいアレンジが施ほどこされていた。

　簡かん単たんに説明すると、まず王子様と白雪姫が幼おさな馴な染じみ。白雪姫は美しいと同時にお転てん婆ばなお姫様で、女王の企たくらみに気付いて自力で逃とう走そう。そして小人と出会い生活し、その合間に小人もまた白雪姫に惚ほれ始はじめて王子様との三角関係。けれど最終的には、王子様に白雪姫を譲ゆずる役回り。その他にも幾いくつかあるが、なかでも最大の変へん更こう点てんは――女王が変へん装そうした物売りが登場するシーンからの、ラストへ向けた一連の流れである。

　本来なら白雪姫は毒リンゴを口にし倒れてしまうのだが、七海先輩アレンジでは白雪姫が毒リンゴを口にする寸すん前ぜんで王子が登場、リンゴを女王の手からはじき飛ばす。そして白雪姫と王子は感動の再さい会かいを果たすがしかし、目の前で女王が正体を現す。その真の姿すがたは美しさを求め続ける醜みにくい嫉しつ妬との魔ま女じよであり、正体を明かした魔女は魔ま法ほうで白雪姫を眠りにつかせてしまうのだ。そして最後はその悪しき魔女に対し、王子は剣けんを抜ぬいての全面対たい峙じ！

　正直こんなに激しいアレンジを施して大だい丈じよう夫ぶかとも思うのだが、考えてみれば近代の童話もオオカミさんがスタンガン内ない蔵ぞうねこねこナックルを振ふり回まわす時代である。そう考えれば全く問題なく、むしろその激しい立ち回り、アクション性によりハイレベルな演えん技ぎになること間ま違ちがいなし。

　当然その事は俺おれと唐沢も理り解かいしており、今から行われる王子様決定審しん査さにおいても一番の争点になるのは明白。アクションを制するものこそ王子を制し、そしてＭＶＰを制す。まさに世紀の一戦となる一大シーン！

　その見せ場を最初に演じるのは――まず、唐沢。

「一いつ介かいの王子の分ぶん際ざいで、この私の邪じや魔まをしますとは……こうなったら白雪姫、お前は私の魔法で眠ねむりにつかせて差し上げます！」

　女王役にして魔ま女じよと化した冬ふゆ野のさんが、まだ慣なれない台詞せりふと共に高たか倉くらさん目め掛がけて手元の杖つえを突つきつける。先せん端たんからバシュッ！　という音と煙けむりが噴ふき上あがり、ゴム弾だんが勢いきおいよく発はつ射しや。高倉さんにその一いち撃げきが見事命中、バタン、と床ゆかへと倒たおれ伏ふす。

「「白雪姫！」」

　王子役の唐から沢さわと小人役の俺おれが声を荒あらげて駆かけ寄より、彼女の身体を揺ゆする。しかし彼女は目を覚まさない。そこに魔女が手にした杖を振り上げ俺達へと迫せまり、

「王子様！　魔女を！」

　唐沢王子に注意を促うながし、俺は高倉さんの身体を抱だき上あげて後ろへ引く。一いつ生しよう懸けん命めい瞼まぶたを閉じている高倉さんの表情と柔やわらかい肌はだの感かん触しよくにドキドキしつつ舞ぶ台たい袖そでへ。と同時に、ステージ上では唐沢が腰こしから玩おも具ちやのライトセイバーを引ひき抜ぬいた。振ふる度たびにブゥン、と凝こった音がする代しろ物ものだ。

　――ここから、王子と魔女の一いつ騎き打うち。言わばもっとも見せ場のシーン。

　王子が剣を上じよう段だんに構かまえ、魔女と共に振りかぶった一撃を空中で交差。それから予定通りに唐沢と冬野さんが右、左とたて続けに剣を絡からませる。ステージ上でステップを踏ふむ度に、タン、タン、とリズムの良い音が鳴り、唐沢の髪が宙に舞まう。ステージに躓つまずき、僅わずかにバランスを崩くずす。

　その隙すきを狙ねらって魔女が踏み込み、だが王子もくるりとターンし華か麗れいに回かい避ひ。唐沢のスカートが煌きらめき、剣を振るう度に長い髪かみが優ゆう雅がに揺れる。対する冬野さんも必死の形ぎよう相そうで降ふりかかるが、唐沢はひらりひらりと後ろに引き……

　……って。なんかあいつ、意外と出来てないか？

　いや、改めて見た訳わけではないんだが、部室で練習していた時とは動きが違ちがうというか……正直、かなり上手い。それに加えて唐沢の持ち前の風格が、ここぞとばかりに溢あふれている。

　唐沢が反はん撃げき。相手の足下に潜もぐり込こむように走り込み、鋭するどく切り上げる一撃。冬野さんが似に合あわない悲鳴をあげ、そこにトドメとばかりにライトセイバーを突つき刺さし、悪しき魔女を撃げき破は。ステージ奥おくへと押おしやり、勝利。

　……な、なんだよ。唐沢のやつ、実は上手いっていうか――

「朝あさ井い君。出番だよ？」

「え？　あ、す、すいません」

　高倉さんにこっそり言われ、慌あわててステージに戻った。王子役の唐沢が眠りにつく白雪姫に愛の告白を行い……キスシーンの前で、一いつ旦たんストップ。七なな海み先せん輩ぱいが制止をかける。

「唐沢さん、なかなか素す敵てきでしたね」

「そ、そうですか……？」

　ワンシーンが終わり一息ついた所で、七海先輩に唐沢が褒ほめられていた。……た、確たしかに、今のは俺おれから見ても上手かった。唐から沢さわは小こ柄がらで髪かみが長いせいか、動きに躍やく動どう感かんがあって――見ている方がドキドキする。正直な感想だ。

　そう思っていると、唐沢は舞ぶ台たい袖そでに座すわっていた俺にちらっと視し線せんを投げて。

「……朝あさ井いさんに、負けられませんから」

　呟つぶやく。……原動力はやはり俺への対たい抗こう心しんか。

　でも、俺だって簡かん単たんには負けないぜ？

「そうですか。……では、休きゆう憩けいの後は朝井さんがやってみましょう」

　七なな海み先せん輩ぱいに言われて頷うなずき、ステージの上で唐沢から玩おも具ちやのライトセイバーを受け取る。俺もまた小人役の仮かり衣い装しようである帽子を渡わたそうとした所で唐沢が薄うすく笑い。

「――ま、せいぜい頑がん張ばりなさい？」

　ニヤニヤしながら言われた。くっ……！

「見てろよ。その余よ裕ゆうぶっこいた笑み、絶ぜつ対たい消し飛ばしてやる……！」

　た、確たしかに、唐沢の演技はそこそこ上手かった。それは認みとめる。が、俺だって付け入る隙すきがない訳わけじゃない。

　唐沢の演えん技ぎには華はながあるかもしれないが、そもそも俺には男という最大の武器がある。唐沢には無いパワーや力強さ、そして王子が本来持つべき勇ゆう敢かんさ、日本男児としての魂たましい。その路線で攻せめれば、勝機は見える……！

「では続けて朝井さん、どうぞ」

　七海先輩の合図と共に、再ふたたびステージ左右に分かれて立った。倒たおれる白雪姫を挟はさんでステージ左側に冬ふゆ野のさん、右側に俺と唐沢の二人が構かまえ――もう一度同じシチュエーション。再さい開かい。高たか倉くらさんが倒れ、俺達が駆かけ寄より、

「王子様！　魔ま女じよをお願いします！」

　今度は唐沢が白雪姫を抱だき寄よせて後ろに控ひかえつつ、俺が魔女との一いつ騎き打うち。

　唐沢が優ゆう雅がさを全面に出すなら、俺のメインはまさに力。上じよう段だんに剣を構え、力強く。勢いきおいと男らしさを全面に出し、とにかく格かつ好こう良よく相手と頭上でクロス――

　し損そこね、パカン！

「あ」

　冬野さんの頭をぶっ叩たたいた。

　……し、しまった。

　ちょっと力みすぎた……かな？

「す、すいません……！」

「……いえ、こちらこそ。もう一度やりましょうか」

　そう訂てい正せいされ、改めて再開。今度こそ頭上で綺き麗れいにクロスを決め、続けて剣を振ふり分わけ、右、左、左――パカン。

　素すで間ま違ちがえた……っ！

「朝あさ井い様。……痛いたいのですが」

「うおお……！　あれ、えっと！」

　い、いかん。力むな俺おれ。れれれ、冷静にやれば俺は物もの凄すごく出来る。出来る子だ。そうだそうに違ちがいない。だから冷静に。冷静に……！　ええと、次は――

「朝井様、台詞せりふを」

「は、はい！　ええと……こ、これでトドメだ、悪しき魔ま女じよよ！」

「その台詞はまだです朝井様」

「うぐあっ」

　思わず悲鳴を上げつつ次の動作を思い出し、剣けんを構かまえて右みぎ脇わきからなぎ払はらう。が、今度はバランスを崩くずして転びかけ、危あやうく踏ふみとどまった。だ、駄だ目めだ一度間違うと身体が上手く動かない。次は右か？　左か？　ええと、ええと……！

「あの。朝井さん？　今日は一いち段だんと……気合が入りすぎてるのでしょうか？　少々空回りしてる感じが……」

「す、すいません。今日はまだちょっと本調子じゃなくて……」

　七なな海み先せん輩ぱいの突っ込みに謝あやまりつつ、それでも何とかアクションを終わらせた末のラストシーンへ。王子の一いち撃げきをもって魔女に止とどめ。

「くぅ……私が、こんな奴やつに……っ！」

　冬ふゆ野のさんが相当苦しそうな断だん末まつ魔まの叫さけび声ごえをあげ、よろよろとステージの袖そでへと下がる。それを見み届とどけた後、俺も色々な意味でかなりへろへろしつつ、ステージ脇に控ひかえていた小人の方へと振ふり返かえる。と……

　舞ぶ台たい袖で唐から沢さわが笑いをこらえていた。小さく肩かたを震ふるわせ、俺が見ても明らかに……た、確たしかにミスは多かったが……か、唐沢に笑われると、なんとも癪しやくというか……くっ……！

　とりあえず唐沢、お前の出番だぞ！

「鈴すずっち、出番！　出番！」

「え？　……あ、は、はい！」

　唐沢の足元で横になっていた高たか倉くらさんにせっつかれ、慌あわてて立ち上がる。が、唐沢もまた俺の悪あく演えん技ぎに影えい響きようを受けて慌てたのか、

「王子様！　大だい丈じよう夫ぶですかうひゃあっ！」

　舞台袖から出てくる時に、高倉さんに引っかかって足がもつれた。わわわっ、と慌てふためき、それでも二、三歩踏ふん張ばって――俺への強きよう烈れつなタックル。

「うぶっ」

　勢いきおいで押おし倒たおされた。目の前がぐるりと回転。反はん射しや的てきに唐沢を支ささえようと力を込めるも、抑おさえきれずに尻しり餅もち。尾び骨こつからぴりりと衝しよう撃げきが走る。

　……ったく、唐から沢さわ。何やってんだよお前も……

「あいたたた……」

　つい呻うめき声ごえをあげながら、痛いたみの走った背せ中なかをさする。ったくもう、と顔を上げると……

　丁ちよう度ど目の前に、唐沢がいた。唐沢は俺おれの身体をクッションにしたため怪け我がは無かったらしく、少しだけ痛そうに渋しぶい顔を浮うかべたのち、頭を振ふって……

　パチン、と互たがいの視し線せんが合った。

　気がつけば、唐沢の顔が超ちよう至し近きん距きよ離りにあった。唐沢が丁ちよう度ど俺を押おし倒たおしかけたような格かつ好こうで、半ば馬乗りになったような形だろうか。……その様子に、最初は痛そうに顔をしかめていた唐沢だったが、目の前に俺がいるのに気がついて……あ、いや。その。

「あ……ご、ごめん、朝あさ井い。大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　お、おぅ」

　意外にも心配された。まあ俺は大丈夫だけど……？

「お、お前こそ大丈夫か？」

「う、うん」

　そうか。なら良かった――

「あの。唐沢さん？　そういう練習は、お二人だけの時にして貰もらえれば……」

「へ？　あ、ち、違ちがいます……！」

　七なな海み先せん輩ぱいが突つっ込こみ、唐沢の顔が真っ赤になった。気づけば全員の視線が俺達に集まり、そろいも揃そろって一部はニヤニヤ、一部はくすくす笑みを……いや、その、これは……！。

「ねえねえ、あの二人何してるのー？」

　唯ゆい一いつ事情が分かっていないらしい純じゆん粋すい無む垢くな楓かえでちゃんが質問し、

「大人になったら分かりますよ」

　冬ふゆ野のさんがしれっと答え、

「こういう時は『ごちそうさまでした』って言うといいんだよ？」

　と高たか倉くらさんが続ける。いや、それは明らかに違うような……っていうか、

「と、とにかく唐沢、とりあえず下りようぜ！」

「え、あ、ご、ごめんなさい！」

　唐沢が慌あわてて立ち上がった。そこで、とりあえずは演えん技ぎ終了。だが――

　今のは正直、最後も含ふくめてあんまりじゃなかったか？　というか最初の出だしから悪かったし、ちょっと緊きん張ちようが重っての失敗もあって……！

　で、出来ることならもう一度。もう一度チャンスを！

「あの、先輩！　すいません、今の所、もう一回だけやらせて貰っては駄だ目めですか！」

　確たしかに失敗はしたが、この一回だけで高倉さんへのプレゼントチャンスを逃のがすのは、正直辛つらい。だから是ぜ非ひ、泣きの一回を――

「あのぉ、朝あさ井いさん」

「は、はい！」

「今の王子役ですけれど……朝井さんには悪いのですが、やっぱり王子様は唐から沢さわさんに致いたしませんか？」

　ばっさりと切られてしまった。

　や、やはり今の演えん技ぎはあまりにも酷ひどい。そう思われたのか――

　と考えたのだが、七なな海み先せん輩ぱいはそこに続けて。

「いえ、その……実は、演技を見て決めた訳わけではないのですが……」

　そんな事を言い出した。

　あれ？




　　　　３．　




　どういう意味だろう。そう思って唐沢と二人で振ふり返かえる。

「あの。私と朝井さんの演技を比べたのでは……？」

　これには唐沢も疑問に思ったらしく、七海先輩に尋たずね返かえす。と、先輩は少しバツが悪そうに頬ほおを掻かいて。

「あ、ええと、そのぉ。実は演技で言いますと、朝井さんも悪くはないと思います。本調子の時も私はよく見ていましたし。そういう点では、朝井さんには大変申し訳ないのですが……」

　先輩がじらすようにもじもじする。が、何だろう、と迫せまる俺おれと唐沢の威い圧あつ感かんに耐たえられなくなったのか、小さな声で。

「朝井さんが王子で、高たか倉くらさんとキスをすると……やっぱり唐沢さんに申し訳ない、ですよね？」

「「……はい？」」

　俺と唐沢の声が重なった。

　……申し訳ない？　何が？

「その。やっぱり彼氏彼女ですし、演劇で高倉さんとキスシーンのような形をしてしまうと、二ふた股またの火種みたいなものを作ってしまうのでは、と改めて思いまして……」

「はい？」

「今のように唐沢さんが押おし倒たおす練習を見てますと、やはりですね……私も、こういう時だけは、びしっと！　人生の先輩としてしっかりしないといけないなと思うのです。お二人の恋の邪じや魔まをするわけにはいきません、と！」

「いや全然邪魔じゃないです！　っていうかそれ誤ご解かい――」

「いいえ、朝井さん。こういう時は恥はずかしがっていてはいけませんよ？」

　恥はずかしがってないですから全然！

「それに、他にも理由があるんです。なんといいますか、いくら演えん劇げきと言いましても朝あさ井いさんと高たか倉くらさんだと、男女間でのちゅーはやはり生々しい感じがありまして」

「な、生々しい……いや、で、でも生々しいのは俺おれとしては全然――」

「唐沢さんと高倉さんなら、ほら。女の子同士ですと爽さわやかなちゅーになりますから……」

「っていうか先せん輩ぱい、それって結局あれですよね！　実は演劇と全然関係無いですよね！」

　思わず言ってしまった。でも今の王子様降こう板ばん理由は明らかに、唐から沢さわの愛＞生々しい＞演劇である。そしてそもそも一番の原げん因いんである俺と唐沢の愛とかいう奴やつも、結局は高倉さんが先輩に吹き込んだ勘かん違ちがいが元げん凶きようで……！

　なんて事だ。七なな海み先輩の誤ご解かいが、こんな所にまで影えい響きようするとは……！

　悶もだえる俺の前で七海先輩が微ほほ笑えむ。もうこれは確かく信しんの笑みだ。一体何を言えばいいのか。

　更さらに唸うなる俺の前で、しかし先輩は次に唐沢へと向き直り。

「ところで唐沢さん。唐沢さんは、高倉さんとキスしても何も問題無い、ですよね？」

「え？　……え、ええ、ええと……は、はい。何も問題ありませんが……」

　七海先輩の確認に唐沢が頷うなずく。その返事に先輩はにっこり笑い。

　続けて爆ばく弾だんを投下した。

「では試しに、さっきの続きで高倉さんとキスして貰もらっていいですか？」

「「はいぃ!?」」

　い、今？

　今ここで？　すぐに？

「え、ええと、い、今、ですか？」

　俺が尋たずね、

「こ、ここで、ですか!?」

　唐沢が続く。が、俺達の動どう揺ようなんて七海先輩には全くもって関係なく。

「はい。本番でやっぱり出来ません、では困こまりますし……王子様なら白雪姫に愛の口づけを捧ささげるのは大切な事ですから、ね？　試しに、と……」

「い、いいい、いま……！」

　唐沢が固まった。石のようにカチカチになったその首ををぎぎぎっ、と機械のように高倉さんへと向ける。その視し線せんを受けた高倉さんは少々恥じらい混まじりで唐沢に近寄り……両手で彼女の頬ほおに、そっと触ふれた。そして、

「……いいよ。鈴すずっちなら」

「はうっ……！」

　唐沢が完全ノックアウト。軽く意い識しきを失いかけ、でも倒たおれる訳わけにはいかないと踏ふん張ばった。というか俺も意識が飛びそうになった。唐沢と高倉さんが、ちゅー……！

　そ、それは駄だ目めだ。絶ぜつ対たい駄目だ。だって唐から沢さわは、唐沢が本当に好きなのは俺おれじゃなくて高たか倉くらさんだぞ？　そんな相手と今の相思相愛的な感じでキスしたら、それはまさに片かた思おもいの恋の決着、俺と唐沢の勝負に終しゆう止し符ふがついてしまうのと同義に近く、即すなわち。

　俺の、完全敗北！

　だが高倉さんは止まらない。むしろ積極的でノリノリな感じ、女の子同士ならいいんじゃない？　といった気楽さで唐沢に寄より添そい、

「じゃあいくよ？　鈴すず。んー……」

　高倉さんが迫せまり、しかも何な故ぜかダイレクトキスを迫る。駄目だやめろやめるんだ。祈る俺の眼がん前ぜんで、唐沢もまた覚かく悟ごを決める。ここは行くのみ……！　そんな気き迫はくすら伝わる感じで瞼まぶたを閉じ、天に任まかせて高倉さん目め掛がけ。

　一気に、勢いきおいよく、高倉さんへ――




　ドゴッ！




　と。

　強きよう烈れつな頭ず突つきをぶっ放した。

　……………………………………はい？

「はうあ……っ！」と高倉さんが頭をふらつかせ、頭を抱かかえてうずくまる。見事なクリーンヒットだった。そして頭突きを放った唐沢の方も、額を押おさえて身体を縮ちぢめ……

　いや、唐沢。お前、なにしてんだ……？

　首を傾かしげる俺の前で、当の唐沢が立ち上がる。その顔は自分のせいなのに青ざめ、慌あわて、

「あああ、ち、ちち、違ちがうのよいつみ！　ご、ごめん！　あ、ああ、あたし今、きき、緊きん張ちようして、その……き、キスってどうやったらいいか分からなくて、い、勢い余あまって前に出たら、その、あの……あうう……っ！」

　あわあわして頭を掻かき始はじめた。……なるほど。勢い余ってロケット頭突きをぶっ放してしまった訳わけか？

　いや、それも正直どうかと思うが――

「くぅ……今の頭突きは効きいたよ鈴っち」

　多分１２０ダメージぐらい受けたであろう高倉さんが、よろよろと立ち上がる。額を押さえてさする姿すがたも少し可か愛わいらしいのだが、今のはさすがに痛いたくて泣くかもしれない。

「ご、ごめん、いつみ。そんなつもりじゃなかったの！　だ、だからもう一回！」

　唐沢が慌てて弁べん明めいする目の前で、高倉さんが起立。今のはさすがに怒おこるのでは……？

　と思ったが、何な故ぜか起き上がった高倉さんは笑顔だった。いやむしろ悟さとりを開いたように、ふっ……と息をついて首を振ふり。

「いや、もう今ので十分だよ鈴すず。……鈴っちの覚かく悟ごが、あたしには伝わったね」

　何が？

「今の頭ず突つきは、あれだよね。たとえ女の子同士でもファーストキスは朝あさ井い君にしか渡わたさない、という鈴っちの熱い意気込み！　大だい丈じよう夫ぶ、あたしには、理り解かいできた！」

　頭を押おさえつつ、高たか倉くらさんが自じ慢まんげに親指をぐっと立てた。全然違ちがうと思います高倉さん。

　だが反論すべき肝かん心じんの唐から沢さわは今の発言に放心状じよう態たい。反はん論ろんする気力も無いらしく。

「うーん……では王子様は唐沢さんにしますが、やはりキスシーンは無しにしましょう。やるとしましても、ほっぺにちゅー、ぐらいで。高倉さんの仰おつしやる通り、ファーストキスは大切だと思いますし……本番で頭突きをされても困こまりますし……」

　七なな海み先せん輩ぱいが続ける。

「え、あ、あの。七海先輩。私、今のはちょっとしたミスで……」

「まあキスしたフリで十分だよ、鈴っち。ね？　ファーストちゅーは大事にとっておかないと」

　高倉さんがぽんぽんと唐沢の肩かたを叩たたき、その後に彼女が白い歯を見せて俺おれへと微ほほ笑えんだ。その笑顔はいつもなら美しいと喜ぶのだが、今はどう見ても『鈴っちの唇くちびる、死守されました！』みたいな意図がたっぷり込められていて……そんなものを貰もらっても俺に一体どうしろと。

　呆ぼう然ぜんとする俺達の前で七海先輩が手を叩き、ぼちぼちと続きを再さい開かいすべく準じゆん備び開始。では役が決まった所で、みんなで続きを頑がん張ばりましょう！　と声を張はる。

　その様子をぼんやり見つつ……唐沢に視し線せんを送ると……

「……。……あたしの………………キス………………」

　へこんでいた。これ以上ない程ほどにへこんでいた。

　……ま、まあ普ふ通つうなら、確たしかに好きな人とのキスを失敗したら、そりゃあ……

　自じ業ごう自じ得とくと言うには可か哀わい想そうかもしれない。愛いとしの人とのキスに緊きん張ちょうしない奴やつなんて、普通、いない。びびって頭突きは勢いきおいありすぎだとは思うが……それでも。

　心のどこかでほっとする一方、今度はなんだか可哀相になってきた。

「あたし、あたし、なんでいつみに頭突きなんて……」

「ま、まあ誰だれだって失敗はあるからさ。な？　……な、泣くなって唐沢」

「うぅ……」

　唐沢の背中をさすって励はげましてしまった。

　あれだけ言っておいて何だが、ここで唐沢を励ませるのは俺ぐらいなものだった。同じ相手に片思いする者同士であるからこそ、意中の相手にヘッドバットする痛いたみも理り解かいできる。下手すれば人生のトラウマになってもおかしくない、見ていて実に涙なみだを誘さそう光景を前にして、励まさずにはいられないのだった。同じ相手に恋した者として、な。

　でもやっぱり頭突きは無いな、とも思う。
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　その頭ず突つき事件はかなり唐から沢さわのメンタルに影えい響きようを与あたえたらしく、そこからの唐沢はまさにミスりまくりの哀あわれなピエロ状じよう態たいであった。可か哀わい相そうなぐらいミスを連発した。ま、それはそれで仕方がない……という訳わけにもいかない。

　いやな？　王子役が決まった以上、ここから俺おれ達は共きよう闘とう作戦に基もとづき優勝を目指す事になるのだが……そこで核かくとなる唐沢が落ち込んでいては問題なのだ。小人役の俺でも一いち縷るの望みをかけてＭＶＰを目指す訳だし、その前にそもそも優勝できなきゃ全てパー。となると王子役を降おろされた俺としても、ここからは唐沢を元気づけなきゃいけない訳で。つーか、頭突きはやっぱ可哀相だし……

「大だい丈じよう夫ぶか唐沢。……ほら、高たか倉くらさんのクッキー食え。貰もらった分、お前に全部やるから」

「……い、いいの、朝あさ井い。うう……」

「気にすんな。俺だって高倉さんに頭突きなんぞしたら死んで詫わびたい気分になると思うし。それにほら、その……た、高倉さんの前では仲良くなるフリ作戦だろ？　作戦だから遠えん慮りよすんな。つーかお前がへこんでたら高倉さんも心配するし」

　そう言ってやると、唐沢も意地を張はらずに多少は納なつ得とくしてくれたらしく。

「……そ、そうね……作戦ね？　そうだったわ、あんたと仲良しするフリする作戦……」

　唐沢が呟つぶやき、空元気ながらも段だん々だん復活。……まったく、なんて世話の焼ける奴やつ。

「……ありがと、朝井」

「気にすんな。なんだかんだで共闘中だし」

「クッキー、半分あげる」

「いいって。お前食えよ」

「いや、でもいいわよ本当」

「だから別に――」

「いいからあげるってば、何度も言わせないで……！」

　結局、半分こになった。

　クッキーは甘かった。

　七なな海み先せん輩ぱいにばっちり見られていた。

「朝井さんは本当に唐沢さんが大好きなんですね。休きゅう憩けいのたびに仲良くされて……」

「違ちがいますから！」

　そんな感じで休憩を挟はさみつつ、唐沢が気力を取り戻した所で練習再さい開かい。

　体育館内は五月下旬という事で多少涼すずしくはあるものの、外が雨のせいで湿しつ気けが辛つらく、それにアクションシーンという事も相まって意外と汗あせが吹き出てくる。結果、夕方頃には随ずい分ぶんと疲ひ労ろうも蓄ちく積せきしていたが――その代わりに唐から沢さわの動きも次し第だいに切れ味を増まし、冬ふゆ野のさんの台詞せりふもこなれてきた。何気に一番苦労したのは俺おれだったりするが、持ち前のポジティブさを全面に出して小人らしさに尽じん力りよく。

　そんな感じで日にち没ぼつ前まえを迎え、朝から続いていた雨もようやく止んだ頃ころ――

「そろそろ一度、切り上げましょうか。皆みなさんも大分頑がん張ばりましたし、この辺りでお風ふ呂ろと夕ご飯としましょう。えーと、ではそろそろ宿直室の方にご案内しますね？」

　そう提てい案あんされ、七なな海み先せん輩ぱいについてぞろぞろと移い動どうした。

　今回俺達が使わせてもらう部へ屋やは、職員の先生達が当直用で使うための宿直室らしい。全部合わせて三部屋ほどある休きゆう憩けい室しつで、とりあえず夕食時まで一休みを兼かねて休憩。

　その部屋割りはというと、俺としては当然ながら高たか倉くらさんと一いつ緒しよ――

「じゃ、朝あさ井い君？　計画通りよろしく！」

　……な訳わけはなく、当初の予定通り唐沢と同室だ。まあ、これは俺が悪いのだが。

　案内された室内は畳たたみの六畳間。申し訳程てい度どについたキッチンには年月を感じさせる埃ほこりや煤すすが溜たまっており、やかんと茶葉、湯飲みが置かれている程度。まさに雑ざ魚こ寝ね用ようと言うのに相応ふさわしい庶しよ民みん的てきな感じで、俺的にはそこそこの印いん象しようだ。ただし部屋の中央に敷しき布ぶ団とんが二つ、ぴったりと寄より添そうように並ならべられていた点を除のぞく。

「だ、誰だれだよ全く……！」

　とりあえず唐沢と二人で布団を引っぺがし、左右ギリギリの所に敷き直した。それから部屋の片かた隅すみにどかされていたちゃぶ台を引ひっ張ぱり出だし、まずは一息。

「……朝あさ井い。お茶でも飲む？」

「ん？　あ、悪いな。じゃあ貰もらう」

　珍めずらしく唐沢が気を遣つかい、やかんでお湯を沸わかしてお茶を淹いれてくれた。湯飲み片かた手てに、まずは一いつ服ぷく。

「疲つかれたな……」

「そうね……」

　二人で軽く一服し、それから……

　唐沢と、二人きり。ふぅ、と息をついて互たがいを見つめ……

「……」

「……」

　……まあ、なんだ。

　別に改めて意い識しきする事ではないのだが、なんだろう。いざ部屋に二人きり、となったら……何を話せばいいのか。

　密ひそかに先さき程ほどのクッキーの案件が効きいているのかもしれない。本来なら唐沢と二人きりになった所で喧けん嘩か上等、がーがー言いあってれば良い関係のハズなんだが……さっきのクッキー以い降こうは互たがいの役割も決まったし、休きゅう憩けい時間も共きよう闘とう相手として、そして高たか倉くらさんの前では仲良し大作戦、に基もとづいて普ふ通つうに会話をしていた。そんな感じだったから、唐から沢さわも何気なくお茶を出してくれたのだろうし、俺おれも……その。えっと……

　ま、まあでも、どうせ相手は唐沢だしな。そんなに気遣つかわなくても。

「なあ唐沢。とりあえずまあ、二人の時はそんなに気を……」

「やっほー！」

　とそこに宿直室のドアが開き、例の七なな海み弟と妹がやってきた。「お風ふ呂ろ空あいたよー！」と、わざわざ伝えに来てくれたらしい。ナイスタイミングだ。

　そうだな、まずは風呂に――

「ねえねえ！」

「ん？」

　楓かえでちゃんがつっついてきた。何だろう、と見下ろすと、そこには唐沢のエセ嬢様と違ちがって純じゆん粋すい無む垢くな笑みが浮うかぶ。やっべマジ可か愛わいいんだけど、とにやけた所で、

「お風呂、一いつ緒しよに入ると気持ちいいよー？」

「ぶっ」

　ち、ちょっと待て。一緒に入るって誰だれとだよ！

　反はん射しや的てきに突つっ込こみそうになり――だが、これでも相手は七海先せん輩ぱいの妹さんと弟さん。あまり怒おこるのも……くっ……

「あ、あのなぁ楓ちゃん。お、俺はその、えっと……ど、どっちかって言うとお風呂は一人で入るのが好きでな？　だから一緒ってのはちょっと……」

　唐沢と一緒というのは本当に困こまる。そう暗に告げると、

「え？　誰だれも朝あさ井いにーちゃんの事って言ってねーよ？　なあ楓？」

　柳やなぎくんがそう言い、

「蛍ほたるお姉ちゃんと一緒に入ったら気持ちよかったー！」

　楓ちゃんが両手を万ばん歳ざい。こ、こっちの楓ちゃんは天然か……？

　でも、その隣となりでニヤニヤしてる柳くんは明らかに確かく信しん犯はんだ。こいつ……ええい、

「か、唐沢。俺先に風呂入ってくる！」

「い、いいわよ。さっさと行ってきなさい。あたし、あんたが帰ってくるまで絶ぜつ対たいここにいるから」

　二人で同意し、半ば逃にげるような格かつ好こうで外に出た。こういう時は逃げてしまうのが一番。そもそも子供相手という時点で分ぶが悪い。なんというか、俺は子供に弱いのだ。

「ったく……」

　とりあえず、一息つこうとため息混まじりに廊ろう下かへ出る。一いち応おう、楓ちゃんに案内された。

　向かった先は宿直室とは別に、おそらくは部活用に作られたと思われる簡かん素そなシャワールームだった。ロッカー付き脱だつ衣い場じようを挟はさんで、ガラス戸の奥おくにはドアを閉じる個室型シャワー室が並ならんでいる。こちらも中学校の校舎同様まだ真新しいのか、随ずい分ぶんと小こ綺ぎ麗れいで清せい潔けつ感かんがある。使う側としては有あり難がたい。

　まあ、入る時にタオル一枚ぐらいは持っておくか。そう思って服を脱ぬいだ後に腰こしに巻まき付つけ、あとはバッグに入れていたボディソープ片かた手てに向かう。入り口の敷しき居いとなる曇くもりガラスを開こうとした所で――

　俺おれが手を伸のばすと勝手に開いた。すげ、自動ドア……？

　と思って一歩踏ふみ入いれ、

「ひゃあっ……！」

「……え？」

　突とつ然ぜんの、聞きなれた女の子の悲鳴。と同時に風呂場から白い湯ゆ気げと共に、目の前に……

　真っ白なバスタオルと水すい滴てきを流す白い肌はだに、曇った眼め鏡がねをかけた……女の子。あれ？

　がちん、と石化。お風呂でも眼鏡をかけていたらしい冬ふゆ野のさんは、同じく俺の顔を見るなり硬こう直ちよく。足をぴたりと止め、その顔を俺もつい凝ぎよう視し。しっとりと濡ぬれた髪かみと、若じやつ干かん赤くした顔が目の前にあり……あの。こ、これは一体……？

「な、なな、なんでここにいるんですか朝あさ井い様！」

　何で、と言われても……その……！

「え……い、いや、あの！　ちち、違ちがうんです！　お風呂空あいたよってさっき言われて、」

「言いい訳わけはいいので早く後ろを向いてください！」

「はい！　マジすいません！」

　冬野さんに言われるがまま大おお慌あわてで後ろを向く。だがそれが不運だった。僅わずかに濡れたシャワールームの入り口で足を滑すべらせ、

「うおっ！」

　後ろに思いっきり転びかけた。反はん射しや的てきに捕つかまろうと手を伸のばして、

　たまたま触ふれたのが冬野さんのタオルだった。

　思いっきりずり下ろしかけた。

「ひいやあああっ！　あ、あさ、朝井様あああっ！」

「うああああごめんごめん本当ごめん！」

　違うんだ違うんだわざとじゃない、わざとじゃない！　いやこれはその不ふ慮りよの事じ故こっていうかごめんなさいごめんなさい！

「っていうか手を離はなしてください！　あなた本当に変へん態たいですか！」

「すいません……っ！」

　手を離して尻しり餅もちをつき、冬野さんの方を見ないよう転ばないよう、ちょっと四つんばい気味になりつつ脱衣場へ。とはいえタオル一枚のまま外に出れば不ふ審しん者しや確かく定ていなので出る訳わけにもいかず、悩なやんだ末すえ――適てき当とうなロッカーの中に隠かくれる。とにかく身を隠せれば……！

「ほ、本当すいませんでした、冬ふゆ野のさん！」

　とりあえず声だけで謝しや罪ざい。ロッカーがかなり大きい事が幸いした。このまま扉とびらを閉め、冬野さんが出るまで待てば一安心のはず。

　そう考え、まずは一息ついた所で……カラカラと、静かにガラス戸を開ける音が響ひびく。

「朝あさ井い様。も、もう出られました？」

「あ、い、いますけど、ええと……だ、大だい丈じよう夫ぶだと思います！　ロッカーの中に隠れてますから！　絶ぜつ対たい顔出しませんから！　で、ですので安心して下さい！」

「……そ、そうですか」

　冬野さんの小さな返答。その声に、俺おれも一度ほっと気を抜ぬいてロッカー内に背せ中なかを預あずけ……

　その時、ぱふっ、と後頭部に何かが触ふれた。

「ん……？」

　振ふり返かえる。何かがハンガーにぶら下がっていた。

　薄うす暗ぐらいロッカー内にはドアの小さな溝みぞから光が差し込んでいる。触れたものが何か気になって手に取り、光に翳かざしてみると……

　そこには柔やわらかく丸みを帯びた、真っ白な……その……え、ええと。よ、よく女の子が着けている……こ、これは、その……

　……ブラ、ジャー？

　な、なんでこんな所に……って。

　もしかして？

　答えが閃ひらめくと同時に、パカン、とロッカーが開かれた。振り返る。

　冬野さんがバスタオル姿すがたのまま、俺と視し線せんがばっちり合った。またも互たがいに石化し、あう……と言葉を失った所で冬野さんが顔を真っ赤にし、

「朝井様……あなたは本当……っ！」

「すすすスイマセン、ここ冬野さんが使ってたなんて知らなくて！　ご、誤ご解かいです！」

　俺は何もしていないです！　無む罪ざいなんです信じて下さい！

　そう示そうと両手を挙あげた。

　が、右手には未だしっかりとブラジャーを握にぎりしめていた。

「こ……このド変へん態たい男おとこ……っ！」

「うひぃぃっ！」

　冬野さんの目がマジだった。違ちがうんだわざとじゃないんだ信じてください――
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　……とまあ大きな不運が色々あったり、後で問とい詰つめるとやっぱり楓かえでちゃんの勘かん違ちがいだったりしたが……お風ふ呂ろがなんとか終わって唐から沢さわと交代し、それから一息ついた所で夕食。

　晩ばん御ご飯はんは七なな海み先せん輩ぱいが頼たのんだピザを皆みなで分け合い、コーラ片かた手てに「かんぱーい！」。特に何の祝いという訳わけでもないが今日一日お疲つかれ様さま、という所だろう。そして高たか倉くらさんの笑顔という特とく殊しゆスパイスを混まぜたピザは、単なるデリバリー品と言えど格別。高倉さんの前に座すわっての食事はこれまた美お味いしく、ついでに彼女とちょっと腕うでが触ふれるようなアクシデントも……無かったのが残念だ。

　そんな中、皆でご飯を食べて歓談し、それから体育館に戻もどってもう一度だけ通し練習。ステージの位置取りなど、七海先輩の指示も大分細かくなったものの全体には無ぶ難なんに終わり。もう明日が本番でも良いんじゃないかと思えるぐらいの出来になったところで――

「では、今日はこの辺にしておきましょう。お疲れ様でした、皆さん」

　という七海先輩の合図で、その日の全日につ程ていをようやく終了した。後は明日、昼まで練習してから解かい散さんだ。という事で、ほぼメインイベントは終了。色々あったが、とりあえずこれで……

　いや待て。

　そういえば……

　というか、考えてみれば。

　俺おれの今日一日って結局、高たか倉くらさんと仲良くなるアクシデントが一つも無かったような気がしなくないか？　だってこれから残っているのは、その……唐から沢さわと同室で寝ねるぐらい、しか……

　その事実に気付いたのが体育館から出て宿直室に戻もどる手前。これはまずい、と暗い廊ろう下かを鼻歌交じりに歩く高倉さんの方を向き――こ、これはもう一つ何か無いと、と思って、

「あ、あの、高倉さん！」

「ん？」

「いや、ええと……」

　も、もう少しお話を。出来れば二人きりで！

　……と思った時には既すでに宿直室の前であった。結局何も言えず、おやすみなさいのご挨あい拶さつ。

「じゃあおやすみ、朝あさ井い君。鈴すずっちと仲良くね？　……ふふっ」

　高倉さんが含ふくみ笑わらいを浮うかべつつ俺をせっつき、その言葉に反はん射しや的てきに「はい」とお返事。そして高倉さん達は俺達の邪じや魔まをしないよう、そそくさと部へ屋やに戻ってしまい……

　こうして一日が終了した。夜のお楽しみタイムも、あっさりと。

　――なんというか。結局、一声もかけられずに終わってしまった。楽しかった事は楽しかったけれど、俺が本当に期待していたイベントは肩かたすかし、というか……

　ちょっと、寂さびしい。

「あう……」

　少々げんなりしつつ部屋に戻る。というか、これから唐沢とのお泊とまりタイム……

　はぁ、と溜ため息いきをついて唐沢と一いつ緒しよに戻る。その唐沢は部屋に入るなり早さつ速そく、畳たたみ部べ屋やとキッチンの合間を指差し、

「この線からこっち側に入るの禁止だからね朝井」

「ちょっと待て畳部屋全部お前かよ！　俺の寝る所ねーじゃねえか！」

「そう？　押入れにでも入ればいいんじゃない？」

「俺をどっかのネコ型ロボットと一緒にすんな……！」

　ノリで突つっ込こんだところで、唐沢が溜息をついた。「ま、別にいいけど」と興きよう味み無さそうに窓まど際ぎわに腰こし掛かける。可か愛わいい顔をむすーっと膨ふくらませ、すっかり雨雲の消えた夜空を眺ながめて……

　って、こら。お前さぁ、突っ込ませたくせに今度はアンニュイな態たい度どかよ。

「なんだ唐沢。お前、俺に言っときながら元気ねーな」

「ん？　んー……まあ、ね」

「あ。もしかしてあれか？　まだキスし損そこねたこと悔くやんでんのか？」

　一いち応おう聞くと、唐沢は物足りなさそうな顔をこちらに向けて。

「違ちがうわよ。ただ、もう夜だなぁ……って。早いなって思っただけ」

「……あー」

　なるほど。何となく、言いたいことが理り解かい出来る。

　そういえば俺おれはともかく唐から沢さわも、そんなに高たか倉くらさんとアクシデントが無かったな。肝かん心じんなところは頭ず突つきだし。一番の楽しみに欠けた、というか。

「まあ確たしかに、もう少し時間があれば高倉さんといちゃいちゃ出来たよな……」

　そう考えれば、確かに惜しいか――

「……それはまあ、ちょっと違ちがうんだけど」

「うん？」

「なんでもない」

　唐沢が首を振ふり、自分のバッグから化け粧しようポーチとパジャマを取り出した。その様子を何となく見てると……その鞄かばんの端はしからぽろり、と何かが転がり落ちる。

　プラスチックケースに入ったトランプだった。……へぇ。

「お泊とまり会の定番だな、唐沢」

　一いち応おう突つっ込こむと、唐沢が慌あわててトランプを掴つかみ鞄に戻もどす。恥はずかしかったらしく、

「ふ、冬ふゆ野のが持ってったら、って……」

　一応言いい訳わけ。はいはい。

　……ん？　でもさ。それ、案外いい手じゃないか？

　高倉さんと仲良しになれる、恰かつ好こうの口実――

「なあ唐沢。寝ねる前に、高倉さんの部へ屋やに乗り込んでトランプしようぜ？」




　　　　＊




　そして夜遅おそくまで、合宿最後を締しめくくる熾し烈れつなトランプ大会が幕まくを開けた。

　いや、最初は単なる遊びのつもりだったんだけどな？　でも――

「じゃーん！　ストレート・フラッシュ！　いぇい！」

「まままマジですか高倉さん！　俺ジョーカー使わないストレートフラッシュ初めて見たんですけど！」

　とにかく高倉さんがクソ強く、七人でやっても勝率がまさかの五割。次いで楓かえでちゃんと七なな海み先せん輩ぱいも強運を発はつ揮きし二位三位。合間に唐沢と柳やなぎくんを挟はさみ、俺と冬野さんはボロ負けした。文字通りボコボコにされた。冬野さんは一回も勝てなかった。

　……そ、そうなってくると、やっぱり悔くやしいだろ？

　だから本気を出してリベンジに、と次は大だい貧ひん民みんで勝負。が、今度は先さき程ほど大して目立ってなかった唐沢が頭とう角かくを現し圧あつ勝しよう、俺と冬野さんが再ふたたびボコボコにされた。く、くそっ……！

　そして最後に繰くり広ひろげたババ抜ぬきでも結局冬野さんと競り合いになり、そして冬野さんはここぞとばかりに完かん璧ぺきなポーカーフェイスで俺おれを翻ほん弄ろう。が、運であっさり勝ってしまった。

　冬ふゆ野のさんは結局、その……

「ふ、冬野さん……」

「……情なさけは無用です。たかがカードゲームと言えど、そこに人生の吉きつ凶きようが見えるという事でしょう……」

　とまあ悟さとりの境地に入りだし、最後はあまりに可か愛わいそうだったので、ばれない程てい度どに負けてあげた。結果として俺がビリである。よって――

「じゃあ朝あさ井い君が罰ばつゲーム！　では、物もの真ま似ねを一つどうぞ！」

「うぐっ！　ば、罰ゲームなんてあったのか……！」

　とても断ことわれる空気ではなかった。何より高たか倉くらさんの命令を聞かない訳わけには。

　しかし物真似なんて今までの人生で一度も経けい験けんした事が無い。どうしよう。何をしよう。

　悩なやんだときに、天てん啓けいの如ごとく閃ひらめいたのは実にくだらない事だった。そういえばクラスメイトの馬鹿代表、大だい地ちの奴やつが以前「誰だれにでも出来る物真似！」と何かの機会に披ひ露ろうしたやつがある。あの時は馬鹿かお前と思ったのだが、まさかこんな事が役に立つとは。

　という事で、お菓か子しのポテトチップスを上下に二枚、唇くちびるに挟はさんで、

「く……くわぁ～っ！」

　アヒルの真似を披ひ露ろうした。

　楓かえでちゃんにウケた。ついでに俺の人生の黒歴史がまた一ページ追加だ。




　　　　＊




　トランプ大会も夜十一時半を回り、柳やなぎくんと楓ちゃんが眠ねむくなってきた所で、さすがに、お開き。

「じゃあお休み、鈴すずっち。朝井君」

　高倉さんに手を振ふられて部へ屋やを出た。既すでに夜も更ふけ、真っ暗な廊ろう下かを唐から沢さわと二人で部屋へと戻もどる。

　――楽しかった。胸むねの内は今しがた繰くり広ひろげたトランプの余よ韻いんでいっぱいだ。それは唐沢も同じらしく、扉とびらを出た所で上じよう機き嫌げんに「うーん」と背せ中なかを伸のばす。

「楽しかった……」

「だな。でもホント、お前いいもん持ってきたな。トランプとか」

　言いながら小こ突づいてやると、唐沢はちょっと照れた。

「あとで、冬野にお礼言っておかないと……」

　そう言いつつ宿直室に入る。とりあえず今までジャージで行動していたため、そろそろ寝ねる準じゆん備びに、と歯は磨みがき前にパジャマを取り出し上着を脱ぬ――

　ばふっ、と枕が飛んできた。

「……な、なんだ……唐から沢さわ。いきなり」

「あたしの目の前で着替えるな変へん態たい。っていうか、あたしも着替えるから出てって」

「お、おぅ……」

　そうか。すまん。少し気が緩ゆるみすぎていたらしい。夜も更ふけたせいか、少し調子が狂くるうな。

「じゃあ俺おれ、ちょっと外に出てるから」

　そう伝えて部へ屋やから出て……

　そうだな。本当にちょっと、時間を置くか。焦あせって入ってまだ着替え中の唐沢と鉢はち合あわせ、なんてトラブルはご免めんである。今から一いち応おう、同室で二人きりなのだ。あまり厄やつ介かいな事が起きると、それこそ気まずくなるし……

　ほぅ、と息をついて廊ろう下かを見み渡わたす。隣となりに職員室を構かまえた学校の廊下は、殆ほとんど真まっ暗くら闇やみに近い。先さき程ほどまでの喧けん騒そうとのギャップのせいか、唐沢とのやり取りのせいか……しん、と静かすぎる雰ふん囲い気きが、逆ぎやくに耳ざわりな程ほどだった。

　……一息つく意味で、外の風にでも当たろうか。

　あまり歩き回ると迷まい子ごになるかもしれないが、窓まど伝づたいに歩く分には大だい丈じよう夫ぶだろう。そう思い、まずは高たか倉くらさん達の宿直室、そして職員室と保健室前を通って外へと出た。外と中を隔へだてるドアを開けて通ると渡り廊下が続き、その先には今日一日練習に励はげんだ体育館へと続いている。今は電気も消え、暗闇に落ちた体育館は……遠目で見てると、少し不気味だ。

　迷まよわないよう、校舎に沿そってグラウンド側へと歩く。肌はだ寒さむい風を身に受けつつ、少し夜空でも眺ながめてみるかと歩いた所で……

　ふと、人ひと影かげが見えた。

　校舎を背せもたれにして夜空の星でも探さがしているのか、両手を頭の後ろで組み、じーっと空を見上げている。傍かたわらに設せつ置ちされたライトが照らす横顔は可か愛わいらしい丸みを帯びていて、うーん、と時折背せ伸のびをしていた。夜更けでも、暗闇の中でも分かる、その楽しげな表情は……

　高倉さん。

　今の彼女は水玉模も様ようのパジャマ姿すがた。白と水色の色しき彩さいが実に女の子らしい。

　一瞬、声をかけるか迷ったが――先に高倉さんの方が、気がついた。

「ん？　朝あさ井い君？　どしたの？」

「え？　いや、まあ……何となく散歩を」

　唐沢が着替え中で、とは言いい辛づらい。

「何となく？　うん、実はあたしも何となく、かな？」

　高倉さんが微ほほ笑えんだ。理由は無くとも、眠ねむれない。……それもまた、なんだか凄すごく素す敵てきな夜だ。意味もなく、けれど何となく……という、ある種のロマンチックな感覚。

　彼女もそんな雰囲気を察したのだろう。俺を見つめて、くすっと笑った。

「なんて言うのかな。今日一日、すっごく楽しかったからかもしれないけど……寝ねるのが勿もつ体たいないなぁなんて、ちょっとだけ思ってね」

「……勿体ない、ですか？」

「うん。楽しい日が終わっちゃうなー、みたいな寂さびしさかな」

　――その気持ちはよく分かる。俺おれも子供の頃ころ、修学旅行で寝てしまうのが勿体なくて、友達とどっちが遅おそくまで起きてられるか勝負した事があった。そんな感かん触しよくだろうか。

「あ、そうそう朝あさ井い君」

「は、はい」

「言いい忘わすれてたけど、今日の朝井君は、あたしから見てほぼ完かん璧ぺきだったと思います！」

「……へ？」

　完璧？　何が……？

　首をかしげた俺の前で、高たか倉くらさんが親指グー。

「鈴すずっちに対する気配りとか、励はげましとかもうバッチリ！　ご飯の時も一いつ緒しよだったし、鈴っちが落ち込んでた時も一いつ緒しよにクッキー食べてたし、押おし倒たおされたりまで……！」

「あ……そ、その話ですか」

「うむ！」

　高倉さんのご満まん悦えつそうな笑み。両手を腰こしに当てて胸むねを張はり、何度も頷うなずく高倉さん。

　でもそこは、個人的にはパーフェクトの必要性が全く無い部分でして……

「あとは最後の一緒にお休み大作戦、だね？　あ、でも今日は鈴っちとこう、優やさしく一緒に寝るぐらいだよ？　あんまり手を出したら駄だ目めだよ？　……で、でも、その。ちゅー、ぐらいはいい、のかな……？　そ、それくらいすれば朝井君と鈴っちも完璧ラブラブで……」

　なんだか顔を赤くしながら言う高倉さん。実に幸せがにじみ出ていて何よりだ。

　でも本当は、俺としては一緒に寝たいのも高倉さんで、ちゅーしたいのも高倉さんで、完璧ラブラブしたいのも高倉さん。まあ今日は結局、一度も仲良しになる事も無かったけど……

　……いや、待て。

　待てよ？

　考えてみれば。

　もしかして今って、かなりいい感じ、じゃないのか？

　周囲を確かく認にん。暗い校舎前。空には満天の星空ではないものの、暗めのライトと夜らしい静かな空気。そして隣となりには高倉さんで……しかも彼女は今しがた、誤ご解かいとはいえ俺に「今日は素す敵てきでした！」と言ってくれた。

　……ここ、この状じよう況きようは、もしかして。

　まさに今日一日待ち望んだ、最大のチャンスでは……！

　どくん、と胸が高鳴る。気付くと途と端たんにどうしよう。気持ちが焦あせる。

　実じつ際さいにこんな場面だと理り解かいすると、今度は言葉がついていかない。何を言えばいいのだろう。いや、まずは落ち着く事だ。落ち着け俺おれ。落ち着いて、まずは彼女に一声。ええと……

「まあ朝あさ井い君と鈴すずっちはこう、あたしが何かしなくてももう、運命の糸がぐいぐいっと来てる感じだけど、でもそこをあたしが……！」

　高たか倉くらさんがぐぐぐっ、と両手の人差し指を近づけ、俺の目の前で合わせている。でも俺としては、その運命の糸の先は高倉さんに是ぜ非ひ！

「あ、あの、高倉さん！　俺、そ、その、運命の糸なんですけど、」

　実は高倉さんと繋つながってたりして――

「分かってる分かってる！　鈴っちとの仲、あたしががっちり結んであげるから！　もちろん今日だけじゃなくて、これからもあたし、ばっちり応おう援えんするよ！　あたしには見えるね！　朝井君と鈴っちの間にある真っ赤な糸が！」

「……それは、俺は無いと思いますけど……」

　仮かりにあるとしても赤色ではなく、黒か何かの間ま違ちがいでは……？

「いやいや、あるある。絶ぜつ対たいあると思うよ、あたしは。だって鈴っちのあんな楽しそうな顔、久しぶりに見たし！」

「まあそれは……楽しそうではありました……っけ？」

　そうだったろうか？　なんか今日の唐から沢さわは間違えて押おし倒たおして誤ご解かいされたりヘッドバットをかましたりと、楽しんでたと言うよりは大おお慌あわてだった気もする。楽しかったのはトランプの時ぐらいでは。

「っていうか、思えば怒おこったりへこんでばっかりだったんじゃ……」

「分かってないなぁ朝井君。ああいうのも鈴っちには新しん鮮せんなんだよ。それに照てれ隠かくしもあると思うよ？　じゃなきゃ、あんなに朝井君と一いつ緒しよにはしゃがないし」

　高倉さんが頷うなずく。そうかなぁ。

　……まあともかく。高倉さんが喜んでくれたのなら、それはそれで良いのかもしれない。まずはそう結論付けた所で――

「でもさ、朝井君。本当、ありがとね。鈴を演えん劇げきに誘さそってくれて」

　そう言われて、振ふり返かえる。

　高倉さんは俺を見つめて……今度はくすりと、小さく微ほほ笑えんだ。

　夜空の下。今度は少し、意味深に。

「あのね。鈴って多分、朝井君が誘わないと、こういうのって出たりしないと思うんだ」

「……そう、ですか？」

「うんうん」

　高倉さんが何度も首を縦に振る。

「だからあたし、嬉うれしいの。鈴っちがこういうのに参さん加かして、みんなと一緒に楽しそうにしてるの見てると、ね」

　高たか倉くらさんが、俺おれを見て笑った。夜空の元でも太陽のように微ほほ笑えむ高倉さん。その瞳ひとみが、すっと細められ……随ずい分ぶん遠くへ、視し線せんを投げる。

「あたしね？　昔からずーっと思ってた事があるの」

「……何を、ですか？」

　聞き返す。

　彼女が小さく、はにかんだ。

「あたしさ。こう、鈴すずっちを前から見てたからかもしれないけど……苦労してる人って、その分だけ幸せになって欲しい、って思うんだよ。ずーっと辛つらいままって、やっぱ嫌いやでしょ？　折せつ角かくやるなら人生楽しく！　だから鈴っちには今まで頑がん張ばってきた分だけ、いーっぱい幸せになって欲しい、って思うんだよね」

　そう言いつつ、高倉さんが俺の方にゆっくりと歩いてくる。

　ふんわりと、高倉さんの甘い香かおりが鼻につく。

　パクン、と小さく心臓が高鳴る。ドキドキ、よりも、ふわふわな感じ……

「だからあたし本当、朝あさ井い君には感かん謝しやしてるの。朝井君は本当に凄すごいし頼たよりになるし、なんかもう鈴ととっても相性がいいし、優やさしいし……凄いなぁ、って。うん。ホントに感謝！」

「か、感謝、ですか。……えーと……そ、その。どれ位……ですか？」

　俗ぞくな事を聞いてしまったか。でも正直、俺がどれ位高倉さんに感謝されてるのかなぁ、と少しばかり気になり。つい尋たずねたその質問に、高倉さんは真しん剣けんに考え――

「どれ位？　えっと、うーん？　じゃあ……これ位！」

　そう告げ、高倉さんは両手を伸のばしていきなり、

　むぎゅーっ！

　と、突とつ然ぜん、

「!?!?!?」

「いつもありがとね！　鈴っちのこと気き遣づかってくれて！」

　高倉さんがお礼を言う。でも正直全然それどころじゃないっていうか、あの、今、俺に、高倉さんが、ぎゅーって、ぎゅーって！　いやななな何ですかこれは俺明日死ぬんですか？　俺まだ告白してないですよね？　っていうか高倉さん、その、む、胸むねが身体に当たって何だこれなんだこれ予定外すぎてあわわ――ぎ、ぎゅーって、その……！

「あたし本当、すっごくすっごく朝井君に感謝してるの！　鈴っちが笑うようになったのも、引ひき留とめてくれたのも朝井君だもん。もう本当に！　……あたしはさ、ほら。何にも出来なかったから……」

「そ、そんな事……ぜ、ぜんぜんにゃ……はうぅ……」

　だ、駄だ目めだ。抱だきつかれて力が出ない、なんだこれなんだこれ。

「ううん、あたしは何にもしてないよ。あたしにはね？　こう、鈴すずっちをぎゅーしてぐぐーっ！　はできるけど……でも、あたしが鈴っちを助ける事は出来ないんだよ？　あたしはあたしなりに鈴っちを、って思ってたんだけどさ。実じつ際さいにはぜーんぶ朝あさ井い君がやってくれる。……あたしじゃ、ないのさ」

　高たか倉くらさんの声が、少し暗い。俺おれの身体に顔を埋うめて、なんだかちょっと落ち込んでて……でも高倉さんの身体、あったかくて鼻び孔こうをくすぐるような甘い香かおりがしてもう全然意味が分からない。はうぅ。

「あたしじゃ駄だ目めなのは、本当はちこっと悔くやしいよ？　たぶん、冬ふゆ野のさんも同じようなこと思ってるとは思う。……でもその代わりにね？　朝井君が一いつ緒しよに居いてくれて、鈴っちが笑ってくれれば、あたしは嬉うれしい。朝井君が楽しそうにしてても、あたしは嬉しい」

　高倉さんの声が、そこで少し小さくなった。抱だきつかれたままだからか、彼女の口調が大人しく、柔やわらかく……というか、むにむにした感かん触しよくが柔らかい。もちろん精せい神しん的てきな意味で俺への感かん謝しやがいっぱい詰つまり、この『ぎゅーっ』に入ってるとは思う。でもむしろ肉体的な意味でも沢たく山さんの柔らかみがぎゅーっと凝ぎよう縮しゆくされていて、そっちの方が、俺にはもう……

　いやぶっちゃけ意い識しき飛びそ――

「はわあっ！」

「え？」

「あ、あああ、あたし何で朝井君に抱きついてるのかな？」

　高倉さんが突とつ然ぜん悲鳴をあげて、顔をかーっと赤くし俺から距きよ離りを取った。彼女らしくもなく大おお慌あわてであわあわしながら両手を振ふる。……い、今いま頃ごろ気づいたんですか？

　俺は既すでに昇しよう天てんしかけてたんですが……！

「ごご、ごめんね！　今のは浮うわ気きじゃないから！　な、なな、なんか反はん射しや的てきに、こう……あ、あとで鈴っちにも謝あやまっておいて！　はーっ、びっくりしたぁ……！」

　高倉さんが焦あせったように自分の胸むねに手を当てた。でも一番焦ってたのは俺です本当に。

　彼女が俺から距離を取り、暗くら闇やみの中でもよく分かる、おもいっきり紅こう色しよくした顔で見つめてくる。あまりの事じ態たいに「うーっ……」と唸うなる高倉さんだが、それでも喋しやべっていた事自体はきちんと伝えたいと思ったのか。顔を赤くしつつも、俺にはっきりと。

「で、でも浮気は駄だ目めだけど、今言ったことは本当だからね！　あたしはみーんなに喜んで貰もらえれば、それでいいかなって。だから、あたしは、その……」

　そこまで呟つぶやき……

　高倉さんが本当に、小さな声で、照れたように。

「……本当は、鈴っちと朝井君が楽しそうなら、いいかなぁ……って。それだけ、なんだ。……恋人でも、友達でも、その……本当は、他の何かでも、さ」

「――え？」
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「まあさ、あんだけ仲良しなんだから恋なんだろうなぁ、っては思ってるし、間ま違ちがいない、とは思ってるよ？　でもあたし、朝あさ井い君から直ちよく接せつ聞いた事はなかったかなーって、思って。……でも、もしほら、恋じゃなかったら悪いかなー、なんて思わなくもないけど、でもあたしは、二人が幸せなら、それでいいんだ、本当は。ね？　まあ、仲良しには違ちがいないだろうけど」

　そう高たか倉くらさんが言って。小さく、笑った。

　……俺おれと唐から沢さわの仲が良くなる事を。そして皆みなが本当に楽しむ事を、心底から望むように。

　その笑顔を見て……もしかして、と思う。

　高倉さんが、俺と唐沢を一いつ生しよう懸けん命めいくっつけようとしてるのは。もちろん恋だと楽しいし俺達がくっつけばラブラブで素す敵てき、ハッピーエンドで万ばん々ばん歳ざいだとは思っているけれど。

　それ以上に……唐沢に、喜んで欲しいから。俺に喜んで欲しいから。

　本当に、それだけ、なのか……？

「いやまあ、お二人さんはお似に合あいだから今のは余よ計けいだったかな？　ごめんごめん。……ちょっと、本当はそう思ってるんだよー、ってね。……黙だまったまま応おう援えんしてるのも、もしかしたら嘘うそつきになるのかもなー……って」

　高倉さんが少し困こまったように、手を小さく口元に当てる。それから最後に、明るく一言。

「ま、とにかく朝井君。これからも鈴すずっちをよろしくね？」

　高倉さんが笑う。その笑顔の向く先は……本当に、唐沢の幸せ。

　それは恋というより、俺おれと唐から沢さわのハッピーエンドだった。困こまってる人は見捨てられず、ぜーんぶ幸せになったらいいなという、彼女の持つ素すの性格。

　そうか。だから……そんな彼女の性格が――俺と唐沢をくっつけよう、へと繋つながるのだ。

　彼女は俺達が考えるより幅はば広ひろい意味で、俺と唐沢の事が大好きで……だから、俺達に楽しんで欲しいと思っている。そこから巡めぐり巡って辿たどり着ついたのが、高たか倉くらさんの考える俺と唐沢をくっつけよう大作戦――

「……そういう事、なのかなぁ……」

「ん？」

「あ、いえ、なんでも」

「？」

　高倉さんは俺の態たい度どに首を傾かたむけた。もちろん心を読まれたりする事も無く、けれど上手く話せず黙だまっていると……彼女が携けい帯たいを取り出し、時間をチェックした。いい頃ころ合あいだと思ったかもしれない。

「お、じゃあ夜も遅おそいし、そろそろ寝ねよっか？　あとは演えん劇げき本番だね朝あさ井い君。練習したからには負けたくないし、鈴すずっちへのプレゼント、喜んでもらいたいし！　頑がん張ばろーう！」

　高倉さんが腕うでを挙あげて、にっと笑う。その返事に頷うなずきつつ……改めて、思う。

　もしかすると俺はまだ、高倉さんという人をこれっぽっちも理り解かいしていないのかもしれない。高倉いつみという女の子は、俺が今想そう像ぞうしているよりも遥はるかに可か愛わいく、魅み力りよく的てきで……そして俺や唐沢が考えているよりも、もっと奥おく深ふかい懐ふところを持っている。それを全て含ふくめて高倉さんであり、だからこそ俺と唐沢は惚ほれていたのだ。

「まいったな……」

　思わず、呟つぶやく。そして――実に、困こまった。

　どうやらまた一つ、彼女に惚れる要よう素そが増ふえてしまったかも、しれない。




　　　　＊




　その高倉さんと別れた後、俺は暫しばしその場に留とどまっていた。

　……改めて考えると、ちょっと反省しなければと思ったのだ。高倉さんと仲良くなる事ばかり考えていた身としては、高倉さんの懐の大きさというか、その偉い大だいさを改めて感じたというか……

　はぁ、とため息。とそこに突とつ然ぜん――横から足が伸のびてきた。

　暗い影かげの中から現れたそれに、右足を思いっきり踏ふみつけられ、

「うぐあっ！」

「あんたはあたしが見てないと本当、勝手にいちゃいちゃするわよね……」

　暗がりの中、猫ねこのように唐から沢さわの瞳ひとみが光る。どうやら隠かくれて聞いていたのか、あいつは暗がりの中でもはっきりと目つきを三角に尖とがらせていた。その姿すがたは半ば幽ゆう霊れいのように怖こわい。

　……というか、まずい。勝手にいちゃいちゃという事は、もしかして俺おれと高たか倉くらさんのぎゅーっ、をこいつに見られたのでは……

「い、いや、でもあの時は高倉さんが反はん射しや的てきに、っていうか……」

　本当の事を言ってるはずなのに、どう考えても言いい訳わけめいてしまうのは何な故ぜだろう。

　でも他に言いい様ようがないし、本当の事を話すしかない。と思ったが……その口を開くよりも先に、唐沢がはぁ、と落ち着いた溜ため息いきをついた。

「まあ……話の流れみたいだから、いいけどね」

　そう言って、かりかり、と頭を掻かく。

「なんだよ。全部聞いてたのか？」

「……うん」

　頷うなずく。……どうやら、本当に全部聞いていたらしい。

　唐沢が隣となりに並ならび、校舎の壁かべに背せ中なかを預あずける。空に浮うかぶ星と……その中に浮かぶ小さな三日月を見つめて目を細めた。足を動かすと、砂じや利りの音が響ひびく。

「なんていうか……うん。いつみとのちゅーも大事だけど……ああいう事言われると……」

「お、おぅ。まあ、俺もそうは思ったけど……」

　二人で頷く。

　なんかちょっと、ナチュラルに見せつけられた感じだよな。高倉さんの心の深さ、というか。

　それに比べて、キス争そう奪だつ戦せんで争っている俺達は……まだまだだなぁ、という気がするのだ。まだまだ全然、高倉さんには追いつけない。だから少し反省を、だな。

　……今回は本当、反省ばっかりだな全く。

「それにさ」

「ん？」

「なんか、いつみの話聞いてたら……あたしって、いつみに大切にされてるんだ、って思って……ちょっと、嬉うれしいかな、って」

　唐沢が俯うつむき、きゅっと自分の身体を両手で握にぎりしめる。ほのかに微ほほ笑えむ笑顔は、唐沢なりに改めて噛かみ締しめてるのかもしれない。高倉さんの気持ちと、今の幸せを。

　その姿を、まあ、少しは羨うらやましいと思うものの……でも。お前はお前で、大変だったんだから、それ位はいいのかも、な。

　高倉さんの考えを真ま似ねする訳ではないが、俺だって人は頑がん張ばった分だけ幸せになるべきだと思う。その点、唐沢は俺よりも沢たく山さん苦労してきたのだ。俺と唐沢が、高倉さんを好き、っていう気持ちは別として……その高倉さんから貰もらった幸せで喜ぶぐらいは、別に構かまわない。

　それに――俺だって、ちょっとは、

「なあ、唐から沢さわ」

「ん？」

「今日一日、楽しかったか？」

　改めて聞く事じゃないかもしれない。が、直ちよく接せつ聞いてみたかった。

　その言葉に、唐沢は当然だと言わんばかりに唇くちびるをゆるめて。

「まあ、そうね。悪くはなかったわよ。……うん」

「……素す直なおじゃねーな、相変わらず」

　言うと、唐沢は照れたように頬ほおを掻かいた。

　高たか倉くらさんの希望通り、唐沢が楽しかったのなら……それで今日一日は良かったのかもしれない。高倉さんと色々出来はしなかったが、彼女のさっきの笑顔を見られたのなら……まあ、唐沢と仲良しのフリ大作戦も、そう悪くはなかった、ってことかもしれない――

「ねえ朝あさ井い」

「ん？」

　柄がらにも無い事を考えつつ顔を向けると、あいつは唇を綻ほころばせつつ、きゅっ、と拳こぶしを握にぎりしめた。その顔には、先さき程ほどまでの柔やわらかな表情はどこへやら。気づけば、勝ち気な顔を浮うかべて俺を見つめ。

「演えん劇げき本番まで、がんばるわよ。ＭＶＰはもちろん狙ねらうけど……あたし今、それ以上に優勝したい気分だわ。それでばっちり最後まで楽しんで、プレゼントもゲットして、最後に――」

　ふっ、と唐沢が笑い。

「いつみにしっかり、恩おん返がえし。ね？」

　力強く、言葉にした。

　……高倉さんに、恩返し。

　貰もらった分だけの礼を、彼女に。

　なるほど。そういう考え方もあり、か。

　……お前、いいこと言うじゃないか。

「そうだな。おぅ」

　思えば、俺達はこれだけ高倉さんから気持ちを貰ったのだ。となれば俺達だって、その分だけ奮ふん起きしてプレゼントをゲットし、高倉さんへ恩返し。そのうえで高倉さんに、愛の告白！

　もうこれは誕生日プレゼントだけの問題じゃない。純じゆん粋すいに全員で頑がん張ばり、優勝してＭＶＰをゲットして、その礼を――高倉さんに、しっかり、届とどける。

　それで万事、完かん璧ぺき！

「そうだな唐沢。じゃあ本番まで頑張ろうぜ」

「ええ。絶ぜつ対たい負けないわよ、朝井」

「おぅ！」

　二人で頷うなずき、自然とつきだした拳こぶしを、互たがいに、合わせた。

　当然だ。幸せは貰もらった分だけ返さないといけない。それに――

　そうやって皆みなで楽しむ事こそが、高たか倉くらさんへの最高の誕生日プレゼントになるのだから。
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　―― 幕間　三 ――




　――だけど、タイミングが悪かった、とあたしは思う。

　合宿明け直後に、例の会合とぶつかったというのは、本当に――




　会合と言っても唐から沢さわ家けだけの集まりではなく、その親族、或あるいは関係者、唐沢家が運営するグループ傘さん下かの者……その規き模ぼは、度たび々たび行われる唐沢家のイベントの中でもかなりのものになる。

　……偉えらい人がいる。ワインを片かた手てにお父様にへこへこしている、腹のでっぷりした男は……唐沢家が抱かかえる子会社の社長さん。多分、今年中に切られる人。その隣となりの若くて目つきの柔やわらかい男性は……初めて見る。珍めずらしいほど、歳も若い。

　あたしが会合に出席する理由は簡かん単たんだ。お父様に出なさい、と言われたから。

　もちろん行きたくなかったけれど……今は、とにかく事を荒あら立だてたくなかった。それに会合自体は恒こう例れいの事。今回だけ特別に、という訳わけでもない。大おお喧げん嘩かをしたからと言って、全部が全部刃は向むかえばいい訳でもない事ぐらい、あたしだって理り解かいしている。

　唐沢鈴すずとしてこなすべき仕事は、多くの人に笑うこと。挨あい拶さつすること。相手の名前を覚えること。名前を覚えてもらうこと。社交性を広めること。お嬢様姿すがたという対面を保たもつ、本来の目的をこなすこと。

　結局のところ、この場だけは大人しくしてればいい。先さき程ほど、お父様とも面と向かって会ったけれど……直ちよく接せつは、何も言われていない。厄やつ介かいごとを持ち込んでくる様子も無い。

　――絶ぜつ対たいに持ち込ませたくない。

　だから……こういう所で変なミスは、絶対しない。

　そう意い識しきしながら、振ふる舞まっていた。

　だけど――

「こんばんは、鈴さん」

　会合が始まり、三十分ほど経たった後。ひんやりとした声を背せ中なかから浴びせられて。みしっ、と何かが軋きしんだ。

　聞き覚えのある声だった。お父様ではない。

　だけど一番聞きたくない声だった。

　……大だい丈じよう夫ぶ。

　冷静に。冷静に……対たい応おうすれば、怖こわくは、ない。

「……今晩は。玲れい奈なさん」

　気持ちを落ち着け、ゆっくりと振ふり返かえりながら丁てい寧ねいに挨あい拶さつ。あたしの後ろに立っていた女性は、その返事に……予想通り、綺き麗れいな笑みを浮うかべてみせた。

　目の前にいるのはあたしと同じ、黒く長い髪かみを携たずさえたお嬢様。攻こう撃げき的てきな釣つり目めがよく目立ち、身長はあたしよりも僅わずかに高い程てい度ど。そして何より、その全身から溢あふれるのは……高こう貴き、そして高こう慢まんかつ傲ごう慢まんな、お嬢様の風格。必然的に漂ただよう威い圧あつ感かんはお父様によく似にていて、ただ立っているだけで相手を圧あつ殺さつする雰ふん囲い気き。

　それは、当然かもしれない。

　……彼女はお父様の、本妻の娘さん。

　その立場上、あたしは何と言えばいいのか分からない。平たく言えば腹はら違ちがいの『姉妹』になるのだろうけれど。

　少し堅かたくなった笑顔を正しつつ、あたしも一礼。

「お久しぶりですね、玲奈さん。……お元気でしたか？」

「ええ。鈴すずさんこそ、最近は？　高校の方はいかが？」

「はい。楽しく過ごさせて貰もらってます」

　いつみのお陰かげで。冬ふゆ野ののお陰で。……朝あさ井いの、お陰で。本人には言わないけれど。

　玲奈が微ほほ笑えむ。あたしによく似にた笑い方。

「お父様の提てい案あんを断ことわってまで、今の高校に行かれたとお聞きしましたけれど……」

「……ええ。私の希望で」

　頷うなずく。今の草くさ地じ一いち高校に通う表向きの理由は『唐沢鈴の希望で』だ。大切な友達がいるから。お父様はそんなあたしの要望を聞き入れて、今の高校に――

　その返事に、玲奈がくすっと笑った。あたしの横を通り過ぎるように、耳元に顔をそっと近づけ……

「お父様にはまだ反はん抗こう中ちゆうなの？　拾い者」

「……反抗なんてしてませんよ？　お父様の許きよ可かは、きちんと頂いただきましたので」

「ふぅん？」

　彼女がすっと手を伸のばし、あたしの肩かたに触ふれる。そして、

「そんな嘘うそ、あたしについていいの？　またどっかに飛ばされちゃうわよ？　お友達」

「……っ」

　ぐい、と。皮ひ膚ふに爪つめが食い込む程ほどに握にぎりしめられた。焼け付くような痛いたみと共に肩を引き寄せられ、耳元に囓かじりつくかという距きよ離りに縮ちぢまった玲奈が笑う。

「自覚あんの？　あんたはお父様の気まぐれな拾い者。唐沢家に居いられるだけでお父様玲奈様ありがとうございます、って地べたに頭下げて崇あがめなきゃいけないでしょう？　そのあんたがお父様に反抗して、お友達と仲良くぅ？」

　ドス黒い声で囁ささやいてくる。

　呪じゆ詛そにも聞こえるその小声に答えず、ただ周囲を通り過ぎた人に微び笑しようを浮うかべてご挨あい拶さつ。その態たい度どが気に入らないのか、玲れい奈なはつかんだ肩かたを更さらに握にぎりしめる。が――

「玲奈。鈴すず」

　お父様に名前を呼よばれた瞬しゆん間かん、二人揃そろってびくりとした。顔をそちらに向けると、お父様はあたしと玲奈を揃って見つめ、随ずい分ぶんと重いため息をついていた。

　その様子に、玲奈はその顔に突とつ然ぜん柔やわらかい笑みを浮かべて返す。そして見事な猫ねこかぶり。

「お、お父様。……鈴の事ですが、唐沢家の方へ戻もどしても良いのではないでしょうか？　私と鈴では立場が違ちがいますけれど、それでも私と同じように唐沢家の娘として正しく勉強した方が、鈴にも不公平感を与えなくて済すむと思いますし……」

　これまた、あたしを気き遣づかうような真っ赤な嘘うそをつく玲奈。けれど、

「玲奈。鈴の心配をする暇ひまがあったら自分の身を引ひき締しめろ。……お前はいつもそうやって、先に人を落とそうとする。だからお前は鈴に勝てんのだ」

「っ……くっ……！」

　玲奈が小さな声で舌した打うちをした。あたしを恐おそろしい眼がん圧あつで睨にらみ……それでも、あたしはその視し線せんに笑顔を返す。

　あまり褒ほめられた事ではないけれど……そこがお父様の言う、あたしと玲奈の格の差、だ。

　正直、お父様が何を考えているかは分からない。だけど、少なくとも――今の玲奈はあたしと同じ、お父様の子供。あくまであたしと同じ立場であり、玲奈自身はお父様のように誰だれかを飛ばす力は無い。玲奈の言葉であたしの処しよ遇ぐうを決めるほど、お父様は甘くもない。

　だから、さっきの言葉も、笑って流せる意味のない脅きよう迫はく――

　……というのは、理り解かいしているつもり、だけど。

「鈴。……お前も程ほど々ほどにしておけ」

「……はい」

　だからと言って、お父様の気がいつ変わるかは、分からない。

　それに玲奈だって、いつまでも黙だまってる筈はずもない。本妻の娘である玲奈には、その母親も、唐沢家の親族も沢たく山さん、それこそ山のように味方がいる。そして会う度たびにあたしの隙すきを窺うかがい、チャンスがあれば獰どう猛もうな獣けもののように食らいつき、抉えぐり出だそうと狙ねらっている。

　そう。あたしは薄はく氷ひようの上に立っているようなものだ。少しバランスを崩くずせば、あっという間に奴やつらの餌えさにされる。そんな、感じの……

「鈴。玲奈。お前に紹しよう介かいしたい人がいる。……野の間ま口ぐちさんだ」

　お父様の声に顔を上げると、先さき程ほど挨拶をしていた若い男の方が顔を出した。その挨拶に、あたしと玲奈は反はん射しや的てきに似にたような笑みを浮かべて一礼した。

　――それでも、笑っていれば何とかなる。隙を見せなければ問題は起こらない。起こさない。演えん劇げきだけは押おし通とおしつつ……勉強も、習い事も、きちんとこなす。そうすれば、お父様の目につく所は最さい小しよう限げんに、抑おさえられる。

　耳元で、ぴきっ、と小さな音が鳴った。

　氷のひび割れる音、かもしれない。

　――踏ふん張ばりどころだ。町まち本もと、鈴すず。








　―― 第四章 ――




　　　　１．




　様子がおかしい。

　その事に気がついたのは、本番三日前のことだった。

　さすがに本番まで残り一週間を切れば、俺達の気持ちもヒートアップ。七なな海み先せん輩ぱいが密ひそかに準じゆん備びしていた演えん劇げき用ようの衣い装しようも到とう着ちやくし、後は全力を注いで演劇をこなすだけ！

　……のハズなのだが、それに伴ともなう緊きん張ちようのせいだろうか。唐から沢さわの調子が今ひとつ上がらない。

　いや、正せい確かくに言えば動きはそう悪くないのだが、良くもないというか……なんか鈍にぶい、というか焦あせっている、というか……

　とはいえ元々唐沢はかなり上手いし、休きゆう憩けい時じもごくごく普ふ通つうな態たい度どをしているため、違い和わ感かんを感じているのは俺おれだけかもしれない。冬ふゆ野のさんは何も言わないし、高たか倉くらさんはいつも通り。至いたって順調に見えるのだが……もしかして、俺の気のせい？

「なあ唐沢。なんか緊張してないか？　お前」

　念のために一いち応おう聞いた。すると、やはり唐沢は唐沢で思う所があったらしく。

「……まあ、ちょっと」

　珍めずらしく疲つかれたように答え。でも俺を見上げて鼻で笑い、

「でもあんたよりは上手いわよ？　あたしが緊張してるぐらいが丁ちよう度どいいハンデじゃない？」

「うぐっ」

　言い返された。なんだよ、やっぱり口ではしっかり言い返しやがるじゃねーか。

　まあそれ位言えるなら、どうせ大した事もないだろう――

　と思ったのが、まずかったのかもしれない。




　　　　＊




　迎えた本番前日。その日の練習は学校が終わるギリギリ限げん界かいまで打ち合わせを行った。リハーサルは勿もち論ろんだが、それ以外に小道具のチェックや明日の集合時間の確かく認にんなども合わせてだ。衣い装しよう合わせは既すでに終わっているものの、明日の荷物をまとめたり、万が一の忘わすれ物ものが起きないように再さいチェック。

　それらが全て終了し、残すは明日の本番のみ！　となった所でその日は終了。高倉さんや七海先せん輩ぱいと別れ、唐から沢さわと冬ふゆ野のさんと俺おれの三人だけになった夕暮れ時の教室――夕日は既すでに沈みかけ、学校が閉門する十分前のキンコンカーン、という最後の合図が鳴なり響ひびく。

　そんな時間帯に、ふと唐沢を見た時の、事だ。

「……どうした？　唐沢。そんな顔して」

　俺と冬野さんしかいないにも関わらず、唐沢は高たか倉くらさんを見送った後もにっこりと微ほほ笑えんでいた。その額にはよく見ると冷ひや汗あせのようなものが一ひと筋すじ流れ、でも唐沢自身はお嬢様らしい笑顔のまま。そして呟つぶやくような声で俺に手を振ふって。

「いえ、別に。……では朝井さん。私達も今日は帰り……」

　言葉はそこまでしか続かなかった。唐沢が微笑んだまま、ふらり、と倒たおれかけた。冬野さんが支ささえに入り、でも堪こらえきれず床ゆかにぺたん、と座すわり込こむ。……唐沢？

「……か、唐沢？　ど、どうした？　おい」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……ですよ、朝井さん」

　唐沢がぜーぜー息を吐はきつつ、苦くるし紛まぎれに柔やわらかい声を出す。普ふ通つうじゃない事ぐらいすぐ分かるくせに笑う唐沢を見て……次し第だいに、嫌いやな汗が頬ほおを伝う。

　身体が、よく覚えていた。唐沢が俺の前でお嬢様モードを演じている時は、大たい抵てい何か理由がある。怒いかりが沸ふつ点てんを越えた時。隠かくし事ごとをしてる時。

　そして、本当にやばい時だ。




　　　　＊




　唐沢の家に戻もどり、まずはベッドに寝ねかせる事にした。

　最初は学校の教室だったし、まだ開いてる事を祈って保健室に行こうと提てい案あんした。だが唐沢が断だん固ことして「行かない」と言いい張はったのだ。

「なんでだよ。お前なんかやばいって。冷や汗流してるし、それ普通じゃねーぞ！」

　そう睨にらみつけるものの、唐沢も頑かたくなに唇くちびるを締しめて、

「いつみに、知られたくないから……！」

　蒼そう白はくな顔でそう言いやがった。

　正直そんな理由で譲ゆずる気は無い。が、唐沢もまた体調より気き迫はくが勝っていた。無理を押おし通とおせば噛かみつかん勢いきおいで俺を睨にらみ……そして冬野さんもまた、何な故ぜか唐沢の言う通り保健室は避さけたい、と言ってきたためやむなく唐沢の家に向かう事にした。冬野さんの車を使えばそう時間もかからない。

　そして家に着くなり冬野さんはまず唐沢をパジャマに着替えさせ、その間に俺は近場のコンビニでスポーツドリンクとプリン。ついでに苺いちごヨーグルトを追加で一つ。……甘い物の方が食べやすいだろうと思ってな。あと風か邪ぜの時には生しよう姜が湯ゆもいいのだけれど、唐沢の好みじゃなさそうだから止めておく。

　買って戻もどってきた頃ころには、唐から沢さわは自室のダブルベッドに横になっていた。布ふ団とんに身をくるめ、小さな顔を真っ赤にしながら息苦しそうに胸むねを上下させている。その脇わきに、冬ふゆ野のさん。

　俺も隣となりから唐沢の顔を覗のぞき込こみ……そこで布団の中からピピピッ、と電子音が響ひびいた。唐沢が薄うすくまぶたを開き、布団に手を入れて電子体温計を取り出して、

「うっ」

「何度でしたか、お嬢様」

「……だ、大だい丈じよう夫ぶ。今朝と一いつ緒しよで微び熱ねつだし」

「はいはい。いいから渡わたせ」

　突つっ込こみつつ体温計をぶん取った。この調子だと38度ぐらいはあるかもしれん、と思いつつ電子表示を覗き込むと……

「……39・２、ってお前なぁ……」

「39度もあるのですか。……とりあえず今は安静にしてください。それと、先日病院で貰もらった解げ熱ねつ剤ざいも使いましょう。用意してきますので、暫しばしお待ち下さい」

　冬野さんが丁てい寧ねいに頭を下げ、足音無く部へ屋やを出た。その背せ中なかを見送って……唐沢に向き直る。

　唐沢は視し線せんを合わせるのが気まずいのか、俺からわざと顔を背そむけ、布団の中に隠かくれようと身を縮ちぢめた。……って、隠れんなお前。まず俺に言うことがあるだろ。

　つーかさお前。本当はずっと調子悪かったな？　いきなり熱が39度まで上がる奴やつがいるか？　……何で黙だまってたんだよ。風か邪ぜを押おしてまで練習で無茶して。

　正直、聞きたいことは沢たく山さんある。が、まずは――

「……調子はどうだ。きついか、やっぱ」

「う……べ、別に、そこまででも……大したことないし」

　返事に力がない。しかも思いっきり嘘うそ言いやがる。少しでも隠せてるならともかく、今いま更さら言われても。

　まったく、と思いながら唐沢の額に手の平で触ふれると、

「あっつ」

　電気ストーブのようだった。……駄だ目めだなこれは。調子を聞くだけ無む駄だか。

「熱、いつからあったんだよ。っていうかお前、それで今日一日ずっと過ごしてたのか？」

　そう聞きながら、ふと思う。突とつ然ぜん熱出したなんて事は無いだろうから、朝から調子が悪かったとすると……こいつは体調悪いまま授業を受けて、体育で走り回り、それこそ39度近い熱を出しつつ演劇の練習してたのか？　……今の今まで？

「あのなぁ。風邪なら風邪って言えよお前。別に隠す事でもないだろ？」

「……ごめん」

　少し怒おこると唐沢は素す直なおに謝あやまり、鼻をすすった。くしっ、とくしゃみをしてティッシュ箱に手を伸のばし……取ろうとして床ゆかに落とす。ああもう、お前は。

　拾って枕元に置いてやる。

「ほら、ここにあるから。あとゴミ箱な。飲み物はさっき買ってきたから置いとくぞ。それと、プリンとヨーグルト。水分取っとけよ？　汗あせかくだろうし」

　こういう時はスポーツドリンク。定番型、五百ミリのポカリを唐から沢さわのベッド脇わきに置く……前に。イタズラ心で唐沢の額につけた。

「……気持ちいい」

「それはお前が熱出してるからだ」

　お前は本当、何してんだよ本番前に。

　溜ため息いきをつき、脇にペットボトルを置く。そのまま唐沢をもう一度睨にらんで……

　本当はもっと怒おころうかと思ったけど止めた。弱ってる奴やつにがーがー言っても仕方がない。それに、まあ……なんだ。冷静に考えれば、唐沢が無理をしようとした気持ちも一いち応おう、分からなくはないし。

「なあ唐沢。お前さあ、熱あるの分かってるなら、無理に練習来なくても良かったんだぞ？」

「……それは、まあ、そうなんだけど……」

「まあ、分からなくはないけどな」

「……う？」

「ほら。どうせお前の事だから、俺おれに負けないようにＭＶＰ取ってやる、って張はり切きりすぎたんだろ？」

　そう。考えてみれば単純な話だ。負まけず嫌ぎらいの唐沢のこと、多少の風か邪ぜぐらいで自分がへこたれる訳わけが無い――って無茶しすぎて自じ爆ばくした、とか。俺に負けたくない、っていう負けん気の強さが空回りしすぎて、無理を押し通した……って所だろう？

　相変わらず強気すぎるというか……分からなくは、ないけどさ。

「ま、あんま俺も怒おこらないから、とりあえず今日はゆっくり寝ねてな。演えん劇げき大会の事はまた明日どうするか考えればいいし。……もしあんまり辛つらそうなら最悪、出場は中止するし」

「え……？」

「お前が風邪で寝込んでるんなら仕方無いだろ？　それに王子様いないと白雪姫は出来んだろうしさ」

「で、でも……そしたら、いつみの誕生日が――」

「お前アホか」

「あいたっ」

　思わず突つっ込こみ、寝てる唐沢に軽くチョップ。

　出場したい気持ちは分かる。ＭＶＰをゲットして高倉さんへのプレゼント作戦は未だ途と中ちゆう。明日はその最後の締しめの日であり、本来なら休むなんて論ろん外がいだ。

　……でもさ。そこで無理に出場して、高たか倉くらさんが喜ぶか？

　高倉さんにとって一番大事なのは、唐から沢さわが喜ぶことだ。その唐沢がもし無理して演えん劇げき大会に出て、それこそ体調が最悪になったらどうする？　ＭＶＰなんかより、そっちの方が高倉さんは悲しむに決まってる。

　それに、俺も……やっぱ何だかんだで無理はさせたくない、っていうか――

「待って朝あさ井い。あたし、明日は絶ぜつ対たい出るから」

「いやいや、だから気持ちは分かるけど、でも39度だぞ？」

「あたしなら大だい丈じよう夫ぶよ。演劇って言っても舞ぶ台たいに上がるのは二十分ぐらいだし……それに一晩寝ねればすぐ治るわ、これ位。あたし頑がん丈じようだもの」

「っていう考え方で無茶するから風邪ひくんだぞ自覚あんのかお前」

「だ、だから大丈夫だってば――」

　否ひ定ていしつつ唐沢が起き上がろうとする。その額に人差し指を当てて、ベッドへと押おし返かえした。唐沢はいとも簡かん単たんに沈ちん没ぼつ。抵てい抗こうらしい抵抗も無い。

　そのまま唐沢の額に指を置いて。

「じゃあ勝負な唐沢。俺が今から指でお前のおでこ押さえるから、それでも起きれたら明日出てもいいぞ」

「く……う、うぐぐっ……！」

　そう言うと、唐沢が早さつ速そく必死になって身体を起こそうとした。

　三分待った。一センチも起きれなかった。

「はい、お前の負け」

「うぐぅ……」

「とりあえず今日は寝てろ。それで明日考えよう。な？　っていうかお前、今日始まる前から熱あったとか言ってたけど変なもん食ったんじゃねーか？　ちゃんと寝てたか？」

　唐沢を寝かしつけつつ、一いち応おう聞いた。……まあ唐沢に限かぎって、こんな時期に夜よ更ふかしなんてしないだろうけど。

　と思いつつ、唐沢の返事を待つと……

「え……………………っと。うん、まあ」

「ちょっと待て何だ今の間は」

　じろっ、と唐沢を見るとあいつは何な故ぜか再ふたたび布ふ団とんを被かぶり、口元を隠かくしつつ見つめ返してきた。その視し線せんは何とも怪あやしく右う往おう左さ往おう。……そういえばこいつ、本音モードの時だけは嘘うそが苦手なんだよな。

　で？　何してたんだお前。

「唐沢。……一応な？　一応聞くぞ？　昨日は何を食べて何して過ごして、何時に寝た？」

「き、昨日？　昨日は……」

「嘘うそは無しな。さっき俺おれに負けた罰ばつゲームで白はく状じようしろ」

「ば、罰ゲームなんて言ってなかったじゃないの……！」

「今決めた。つーかな？　……この時期にお前が風か邪ぜでダウンなんて、やっぱ普ふ通つうじゃねーよ。なんかあるだろ」

　珍めずらしく本気で睨にらんだ。気き迫はくは唐から沢さわにも通じたらしく、

「き、昨日は……えっと……あ、朝ご飯はトーストを食べたわ。お昼は冬ふゆ野ののお弁当で、夜はサンマと味み噌そ汁しると、納なつ豆とうと豆とう腐ふとデザートにプリン……」

「健康的だな。で、何時に寝ねたんだ？」

「……夜食でコーヒーをちょっと……」

「そうか。で、何時に寝たんだ？」

「……ふ、冬野まだかなぁ……」

　じろりと睨むと唐沢はついに口ごもり、もにょもにょと言葉を濁にごす。言うと俺が怒おこると思ったのかもしれないが、もう今いま更さらだ。

「……怒らないから言ってみろ」

　興こう奮ふんして寝付けなかったとか、そんな可か愛わいい理由なら許してやらん事も無い。テンションが上がりすぎてつい長なが風ぶ呂ろをしてしまったとかなら、まあ――

「昨日は……学校終わって、練習終わってから家に帰って……習い事……」

「習い事？」

「ピアノ。先生と冬野に無理言って、時間を遅おそくして貰もらったの。でないと演えん劇げきの練習の邪じや魔まになるから」

「お前、毎日の練習の後にまた別の練習してたら休む暇ひま無いだろ……」

　学校で演劇の練習を終えるのが夜の六時前だ。そこから家に帰って夕食にお風呂、それから習い事をしてたら一体いつ休きゆう憩けいするのか。体力的にもだし、精せい神しん的てきにもきつかろうに。

「ったく。で？　それで毎日何時頃寝てたんだ？　十時ぐらいか？」

「そ、それから勉強……」

「まだ続きあったのかよ！　結局何時に寝たんだよ！」

「に、二時ぐらい、だったかな……？」

「はあぁ？」

「ごめん……」

「つーか勉強なんか別に昨日頑がん張ばらなくてもいいだろ！　一昨日やればいいじゃねーか！」

「お、一昨日もやったんだけど……」

　はい？　一昨日も？　って、

「お前、もしかして一昨日も二時まで起きてたのか？」

「うぐっ」

「アホか！　つーかもしかして、」

「……うん。ここ一週間ぐらいずーっと、」

「お、お前……ったく！」

　もう言葉も出ない。んな事してたら誰だれだって風か邪ぜ引くに決まってる。寝ね不ぶ足そくにストレスに勉強に習い事、そんなの俺おれでも保もたないぞ？

「なんで休まないんだよ。つーかお前さ、習い事はともかく勉強ぐらい後回しにしろって！　成績もいいんだし、勉強なんていいだろ別に！　元々俺より頭いいし！」

「で、でも、そうも行かないし」

「だからって、それで風邪なんか引いたら意味が、」

「――だってあたし、お嬢様だし」

「うっ」

　そう言われ、反はん射しや的てきに沈ちん黙もくさせられた。

　……そうだった。唐沢はこう見えて、表向きは素す敵てきなお嬢様なのだ。その『学園の宝石』たる唐沢が、下手な点数を取っては示しがつかない。それは習い事についても同じだろう。

　――でも、それなら。

「だったら演劇のほう休めよ！」

「……でも」

「勉強とか習い事とか、お前が頑がん張ばらなきゃいけないのは俺でも分かるしさ。そっちが大変なら演劇の練習休めばいいだろ？　正直きつい、って言ってくれれば……！」

　どうしてその一言を言わない？

　そりゃあ元々演劇に誘さそったのは俺だし、唐沢と共きよう闘とうしようという話になって言い出しにくかった部分はあるかもしれん。それに目的は高たか倉くらさんの誕生日プレゼントだし、高倉さんに喜んでもらうお泊とまり計画まで組んだ。休みにくかったのは凄すごく分かる。

　でも例えば、少し休きゆう憩けい、とか。一言ぐらい、あってもいいだろ？

　今は一いち応おう、お前とは共闘相手なんだし。それに、お前は……俺の。

　俺の恋ライ敵バル、なんだし。

「あのさ唐沢。俺だって、お前の負まけず嫌ぎらいはよく知ってるけど……でも前にも言ったろ？　負けず嫌いだとしても、勝負だけは正せい々せい堂どう々どうやろうぜ、って。高倉さんのプレゼント賭かけてＭＶＰの勝負するなら、きっちりやろう、って。……なのに何でお前だけ習い事とかテスト勉強とか、でかいハンデ背せ負おってんだよ。それじゃ勝負にならんだろ。約束違い反はんだ、そんなの」

「……うぅ……」

　唐沢が縮ちぢこまる。

　怒おこりたい気持ちと、心配してしまう気持ちが半々だった。なんで言わないんだという苛いら立だちと、大変だったろうに、という不安定な気分がぐるぐるする。何なんだ？　本当、お前は……

「……ごめん」

　唐から沢さわが素す直なおに謝あやまった。

　まったく。お前って相変わらず無茶するって言うか。知らない所でこっそりと……

「まあ、今いま更さらだけどさ」

　溜ため息いきをつき、とりあえず、そう言ってやる。

　……元を正せば、お前が悪い訳わけでもない。隠かくしてたのには文もん句くがあるが、それで倒たおれたんだから……唐沢だって、ちょっとは反省してるだろう。きっと。

「ったく。ちょっとタオル取ってくる」

　一息ついて椅い子すから起き上がり、小さなタオルを見つけて唐沢に渡わたしてやる。

　ベッドの脇わきから顔を窺うかがうと、随ずい分ぶん寝ね苦ぐるしそうに自分の額に手の平を当てていた。顔は上じよう気きし、長い髪かみにも汗が絡からんで辛つらそうだ。

　唐沢が腕うでを下ろす。もう一度布団の中にもぐりこみ、その赤い顔を俺に向けて……

「……朝あさ井い」

「ん？　水でも欲しいか？」

「ううん。……色々、ありがとね」

「はい？」

　お礼を言われた。何のお礼だ？　それとも、熱で少し寝ねぼけたか？

「何だよ、礼って」

「……演えん劇げき、誘さそってくれたお礼とか。合宿が楽しかったお礼とか……なんか今言っておかないと、もう言えない気がして……」

　なんか死にかけのようの声で言われてしまった。そんな遺ゆい言ごんのようなこと言われても。

「いや、別にそんなの礼とかいらねーし……っていうか……」

　元々、唐沢の事情なんて全然考えずに誘ったのは俺だ。演劇しようぜとノリで誘った訳だが……今思えば、それがまずかったのか？　今更だけど。

「なんつーか、もっと他の勝負にすればよかったな。お前にも、もう少し楽が出来るって言うか……次からはちょっと考える。本当――」

「ううん。これで良かったって、あたしは思う」

「でもお前、演劇だと負ふ担たんが大きいだろ？　それだとほら、あんま無茶されてもあれだし」

　それでは勝負にならない。対等に勝負と言った手前、俺の考えは浅はかだったかもしれない。

　そう思ったのだが、唐沢は否ひ定ていするように首を振ふった。

　それから……小さな声で。

「あたしね？　あんたとの勝負にはそれなりに拘こだわってるけど……でも、本当は違ちがうの。勝負だけがしたくて、無理した訳じゃない」

「……ん？」

　眉まゆを潜ひそめて聞き返すと……唐から沢さわが薄うすく、目を細めた。小さな唇くちびるを結び、布ふ団とんの端はしをぎゅっと掴つかむ。

「……ちょっと、怖こわくなったのよ」

　怖い？

　というと……

「俺おれに負けるのが、か？」

「違ちがうわよ。大体、あたしがあんたとやって負けるわけ無いし」

「い、言うなぁお前」

「そうじゃなくて。あたし……本当に楽しみだったの。今回のこと」

　唐沢がそっと手を伸のばし、シーツを握にぎりしめる。

「折せつ角かくのいつみとの練習でしょ？　それに、あんたも冬ふゆ野のもいて、一いつ緒しよに何か出来て……だからどうしても、参さん加かしたかったの。演えん劇げき大会もばっちりやって、いつみにもプレゼントを渡わたしたかった。だから、あたしは演劇大会は大賛成だったし、楽しかったもの」

　そう言って、その小さな唇を……噛かみしめる。

「……だから。絶ぜつ対たいに邪じや魔まをされたくなかったの」

「邪魔、って」

「演劇にかまかけて、成績下がったりとかサボったりしたら、つけ込まれるかもしれない。……だから出来るだけ何も言われないように、って思って……隙すき、見せないように、って」

　そう告げて、唐沢は布団の中に引きこもってしまった。悔くやしさと恥はずかしさが入り交じった表情は、何だか……

「それで、ちょっと焦あせって……」

　辛つらそうに。

「何とか、踏ふん張ばろうとしたんだけど……」

　呻うめくように。

「結局、あたしは自分のプレッシャーに負けて自じ爆ばくしたのよ。……だから、ごめん」

　唐沢が謝あやまる。その口調は、なんだか随ずい分ぶんらしくなく……後こう悔かいに塗まみれたニュアンスだ。

　でも、それは――別に謝らなくてもいい。それはお前が悪い訳わけじゃない。そう思うのだが……こういう時だけは、唐沢は律りち儀ぎに抱かかえ込こむ。唐沢の持つ癖くせのようなものかもしれない。

　……でもさ。そういう時のために、俺がいるんじゃないのか？

　違うのか？　唐沢。

「……なあ。そういう事なら、最初から俺に言えよ。……つーか、言ったじゃねーか。勝負の邪魔する奴やつがいるなら俺が何とかしてやる、って」

「……でも、これはあたしの問題だし。まだ何かされた訳じゃない。あたしが、勝手に、」

「馬鹿。同じだっつーの。大体お前さ、普ふ通つうにお嬢様やってるだけで俺へのハンデなんだから、そのくらいは俺おれにも分けていいんだぞ？」

「う……」

　唐から沢さわはそこで言葉を詰つまらせるものの、でもやっぱり正しくは理り解かいしてないらしく……

「なんか、本当にごめん。一人でいろいろ台無しにして。いつみのプレゼントなのに」

　唐沢の落ち込んだ声が響ひびく。悲ひ壮そう感かんたっぷりの声だった。

　――一番楽しみだった演えん劇げき大会を。高たか倉くらさんに喜んで貰もらおう、楽しもうと思って一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばった演劇大会を……最後の最後で、自分のせいで全部フイにしかけている。しかも唐沢が言うには自分のせいで、だ。自分で何とかしようと頑張りすぎて空回りした挙あげ句くに、台無し。

「ほんと、お前は……そういう所、勢いきおいありすぎって言うかさ」

　……必死だったんだろう。折せつ角かくの楽しい機会を無む駄だにしたくない、って。それで色々と、無理をして。

　こいつの苦労は直ちよく接せつ見てない俺でも分かる。もしかしたら唐沢は俺の知らない所で、別の何かと戦っていたのかもしれない。……その全てを知ってる訳わけじゃないけれど、唐沢は唐沢として奮ふん闘とうしていて、その結果がこれで。今、唐沢は落ち込んでいる。

　そんな唐沢を見ていると……その。なんだ。

　どうしても、やっぱり俺としては元気づけたい、と思う。

　高倉さんの台詞せりふではないけれど、辛つらい思いをした奴やつはその分、幸せになって欲しい。……今のこいつを見てると、その心境は凄すごくよく分かるのだ。

　唐沢を、幸せに。こいつには幸せが足りてない。恋ライ敵バルではあるけれど、俺は別に唐沢の幸せを潰つぶしたい訳じゃない。いや、むしろ……こいつが楽しくなるなら、少しぐらい応おう援えんしてやってもいい。それ位には、思う。

　なのに。ここまで来て唐沢が出られない、なんて事――

　……やっぱり、あってはいけない。

　絶ぜつ対たい駄だ目めだ、そんなの。

　――だったら、どうするか。

　考える。

　唐沢の、その気持ちを汲くんでやるとするなら……こいつにとって、一番いいのは何か。どうすれば、唐沢はこの憂ゆう鬱うつな気持ちから抜ぬけ出だせるか？

　……まあ、なんだ。

　ここまで言ったらもう、答えは出てるようなもんだけどな。

　それに元々、ここまで来たら一いち蓮れん托たく生しよう。

　高倉さんのためにも。こいつのためにも――

　仕方無いな……ええい、まったく。

「なあ唐沢。明日だけど」

「……ん」

「演えん劇げき大会、出るか」

「う……？」

「お前だって出たいだろ？　ここまで来てフイになんかしたくないだろ？」

　そう告げて、唐から沢さわのほてった顔を見つめてやる。

　出した答えは簡かん単たんだった。自分のせいで駄だ目めにしたくないのなら――それこそ、風か邪ぜを押おしてでも強行出場する。それだけだ。

　もちろん俺おれは、気持ちとしては反対だぞ？　高たか倉くらさんも間ま違ちがいなく反対するに違いない。でも今の唐沢を見ていれば……風邪で演劇をキャンセルするのと、強行出場するのと、どっちが辛つらいか。

　それ位、考えるまでも、ない。

「……いいの？」

「ああ。俺だって、お前の風邪は心配だけど……ここまで来たら、もう最後までやり通した方が気が楽だろ？　自分のせいで出れなかった、って風邪引いたまま唸うなって寝れないより……演劇もばっちり出て、高倉さんにもプレゼントして、全部きっちり終わらせる。それからバタッ、って休んだ方がお前も後こう悔かいしなくていいだろうし。……つーか俺は多分、そっちの方がお前にはいい気がする」

　――今思えば、だから冬ふゆ野のさんは唐沢が風邪を引いていても練習を止めなかったんだろう。

　多分、あの人は最初から分かっていた。唐沢が、どういう心境か、を。

　そう言ってやると、でも出るなら出るで唐沢にも不安が出てきたのか――

「……で、でもあたし、風邪で……もし本番で、変なミスしたら……邪じや魔まになるかも、」

「気にすんな。つーか、安心しろ。お前が風邪でふらついてる分は、俺が全部フォローしてやるから。……お前は出来る限かぎりの事すればいい。何かあったら俺が後ろでカバーしてやる」

　そう告げると、唐沢がびっくりしたような顔をした。……なんだその顔。

「あんたが、あたしのフォロー……？」

「おぅ。前に言ったろ？　俺と唐沢の勝負を邪魔する奴やつからは俺が守る、って。その延えん長ちようだよ。お前が風邪引いたのだって、なんかそういう無理が祟たたったからだし。だったら俺がカバーしてやるのが筋すじだろ？　……それに、その……」

　もう一つ、付け加えるならば。

「俺とお前は敵てき同士だけど、今は共きよう闘とう仲間だしな。俺も色々迷めい惑わくかけたし、その分もサービスだ。優勝するまでは二人で協力しなきゃいけないしさ」

　そう告げて、唐沢に笑ってやる。大だい丈じよう夫ぶ。俺がバックについてやるさ、王子様。

「だから最後までやろうぜ。高倉さんのためにも……あと、お前がこう、二度と無理したりしないように、って意味でも、な」

　力強く、言ってやる。それは唐から沢さわを安心させるだけじゃない。……それ位言ってやらないと、俺の恋ライ敵バルとしての立場がない。

　唐沢は熱のせいか、頬ほおをぽーっと赤らめたまま布ふ団とんの端はしを握にぎりしめていた。何だか夢でも見てるような、ぼんやりとした顔のまま……なんだお前。まだ言葉が必要か？　それなら言うまでもないとは思うが、一いち応おう――

「それにさ。いつもの通り、高たか倉くらさんも喜ばせたいだろ？　演えん劇げきに出てプレゼントもゲットで高倉さんも喜ぶ、お前も喜ぶ。俺も喜ぶ。見ろ、どう考えても完かん璧ぺきじゃねーか」

　そう必殺の一いち撃げきを追加すると……唐沢が小さく頷うなずいた。やっと納なつ得とくしたらしく、その表情に笑みが戻もどる。

　それを見て……ちょっとだけ、気分がほっとした。

　やっぱな。高倉さんの事もあるけど、こいつは笑ってる方が……いいかな、っていうか。

　唐沢が、赤い顔のまま唇くちびるを薄うすく微ほほ笑えませ――一言。

「あんたって、相変わらずよね。へこんでたら励はげまして。普ふ段だんは張はり合あって」

「って、突つっ込こむのそこかよ。それはもう仕方ねーだろ？　なんかそういう性格なんだし……」

　何だかんだで、やっぱり放ってはおけないのだ。そこはもう自分の性さが、というか、な。

　つーかもういいじゃねーか。その辺は。

「……とりあえず今日は寝ねろよ？　明日少しでも良くするのに、寝といた方がいいだろうし」

　最後に笑って、唐沢に声をかけてやると。あいつは小さく、ぐすっ、と鼻をすすった。風か邪ぜが辛つらいのか唐沢の奴やつ、ちょっと涙なみだ目めになってるな。……本当、もう寝た方が良さそうだ。

「ほら、ティッシュ。……明日、頑がん張ばろうぜ」

　唐沢に渡わたし、そのまま頭を撫なでてやると。珍めずらしく、唐沢は素す直なおに頷く。

　……こういう時だけは本当、ちょっと可か愛わいいのに。

「今日は夜よ更ふかししないでもう寝ろよ、唐沢。……じゃあな」

　話は終わり。あまり傍そばに居いても寝るのを邪じや魔まするだけだ。

　そう思って立ち上がろうとした所で……

　突とつ然ぜん。ぎゅっ、と唐沢に手首を握られた。なんだ？

　手元を見てから唐沢を見る。あいつは何やらちょと寂さびしそうな顔で……

「もうちょっとだけ、そこにいて」

「はい？」

「別に、意味は無いけど……あんたがいると、少し安心するわ。……悔くやしいけど」

　そう呟つぶやく唐沢の顔は。何とも小さく、頬が赤い事もあってか……

　ほんの少し、どきりとした。本気か？　いや、でも、その――

「嫌いやなら、いいけど」

「や、べ、別にお前がいいって言うなら、まあ……もうちょっとぐらいなら、居てもいいけど」

　改めて聞かれたせいか、反はん射しや的てきに答えてしまった。まあ、その、何と言うか。まだ少し、唐から沢さわには不安があるのかもしれない。だったら……もう少し傍そばに居いてやってもいい、か？

　頷うなずいて手を握にぎってやると、唐沢は何だかやたら安あん堵どの顔を浮うかべて布ふ団とんの中に潜もぐり込こんだ。手の平が熱い。風か邪ぜのせいか。……だから、ちょっと弱気になってるのかもしれない。

「あたしは、あんたに助けられてばっかりだわ。本当……」

　寝ねぼけたように唐沢が呟つぶやく。……そうか？　そんな事も無いぞ？

　助けられてばっかりなのはお互たがい様さまだ。今回の演えん劇げきだって、唐沢と冬ふゆ野のさんが居なかったら始まらなかった。高たか倉くらさんを誘ったのだって、唐沢の提てい案あん。……本当は、俺も唐沢にもっと恩おん返がえしをしないといけない。

　それにな、唐沢。もしかすると……それだけ、じゃないのかもしれない。もっと素す直なおに、高倉さんとは関係なく、唐沢が辛つらそうにしてるとやっぱり、どうしても……自然と気になってしまって。

　……だから、

「なあ唐沢。俺さ……」

　小さく声をかけて、唐沢の方をのぞき込む。あいつは薄うすい瞼まぶたを綺き麗れいに閉じて……

　既にくーくーと、小さな寝ね息いきを立てていた。って、

「も、もう寝たのかよ……！」

　思わず突つっ込こみ、はぁ、とため息。

　……まあいいけどな、別に。それでお前が落ち着くなら。

　そう思いつつ、その可愛い寝顔を見ながら再さい度ど溜ため息いきをつき。

　ふと、気がついた。

　握りしめた、この手は……一体いつ離はなしたらいいのだろう。




　　　　２．




「……井。朝あさ井い！」

「んー……あと五分ごふぁ」

　目覚めるどころか永えい眠みんしそうなほど強きよう烈れつな鉄てつ拳けん制せい裁さいが頭に落ちた。何が起きたのか分からず目を白黒させる俺の前で、唐沢が顔を真っ赤にしながら睨にらんでいる。な、なんだ？

「遅ち刻こくするわ！　寝ね坊ぼうした！」

「寝坊……？」

「まだ寝ぼけてんの、演劇大会当日でしょうが！」

「え、演げ……は、はいぃ!?」

　慌あわてて起き上がり、頭に置いてあった時計を見る。確たしか演劇大会の開始は午前十時で、今は九時前――って、こ、これは……！

「ほら、さっさと行くわよ朝あさ井い！」

「お、おぅ！　すまん！」

　言われて立ち上がり――その前にここは何ど処こだ？

　って、そうだ思い出した。唐から沢さわの家だ。あのあと結局、唐沢の前で知らない間に大分緊きん張ちようしてたのか、こいつが寝ねてからついウトウトして……って。

　あれ。もしかして俺おれ、唐沢の部へ屋やでそのまま……？

「ほら早く！」

「わ、分かった！　すぐ着替える！」

　言われて自分の服に慌あわてて手をかけ、

「だから、あたしの前で脱ぬぐなーっ！」

　蹴けり飛とばされた。っていうか俺、その前にずっと制服で別にパジャマとか着てないし！　なんで脱ごうとしてるんだ変へん態たいか？

　ようやく頭が覚め始めた所で廊ろう下かに追い出された。いかんいかん、と首をぶんぶん振ふって意い識しきを取とり戻もどす。それから廊下で一息ついた所に冬ふゆ野のさんがやってきた。

「朝井様、起きられましたか？　時間がないので急ぎましょう」

「え、ええ！　すいません！　……っていうか、あの。寝ね坊ぼうしてて言うのもなんですけど、冬野さん起こしてくれれば良かったのに……」

　つい言ってしまうと、しかし冬野さんは顔色一つ変えずに、

「そうしたいのは山々でしたが、手を繋つながれたまま一いつ緒しよにお休みしてる所を邪じや魔まするのは……さすがの私も空気が読めないかと思いまして」

「うっ」

　た、確たしかに唐沢と手を握にぎってたのは事実だが……い、いやでも昨日のあれは仕方ない。そう、唐沢に誘さそわれたからつい……

　ええと、そ、その話はさておいて。

「と、とりあえずすぐ準じゆん備びしますんで！」

　冬野さんに謝あやまりつつ、まずはトイレ。ついでに洗面所も借りて顔を洗う。その頃ころには唐沢も着替えを済すませて準備万ばん端たん。お嬢様姿すがたを取とり繕つくろった唐沢を見る限かぎり相変わらず元気で偉えらそうで、昨日の弱々しい姿なんて欠片かけらも無く――

　って、

「つーかお前、風か邪ぜは？」

「風邪？　あんなの一晩寝れば治なおるわよ。余よ裕ゆうなんだから」

　ふん、と唐沢が鼻息荒あらく長い髪かみを払はらう。マジで？

「ほら、行くわよ？」

　唐から沢さわが軽く合図をして手て招まねき。勢いきおいよく俺おれに背せを向け、廊ろう下かを一歩踏ふみ出だした所で――

　その身体が、くらっ……と揺ゆれた。

　慌あわてて後ろから支ささえた。唐沢も何とかふんばった。大だい丈じよう夫ぶ。

「ったく。お前、相変わらず嘘うそつきだな。何が余よ裕ゆうだよ」

「……意気込みは十分よ。身体がついてかないだけだから」

「はいはい意い地じっ張ぱり。でも今はいいから本番中は頑がん張ばれよ。車の中とかは休んでていいから」

　そう言って家を出て、唐沢をとりあえず車に乗せた。続いて俺も。

「……迷めい惑わくかけてばっかりだわ」

「気にすんな。それに、迷惑『ばっかり』じゃないだろ？　今から高たか倉くらさんのプレゼントをゲットして、高倉さんにばっちり、告白！　な？」

　唐沢に頷うなずく。少なくとも迷惑『ばっかり』じゃない。それ以上のご利り益やくはあるはずだ。

　それに、迷惑をかけたのはお互たがい様さま。俺もその分ぐらいは、こいつにお返ししなきゃ、な。



　そうして車をすっ飛ばして会場に着くと、七なな海み先せん輩ぱいが珍めずらしく目をとんがらせていた。開始まであと二十分――

「す、すいません、遅おくれました。すぐ準じゆん備びします！」

「ええ、お願いします。……まあ、間に合ったのなら良いのですけれど……」

　頷うなずく七海先輩の足元で「おにーちゃん、寝ね坊ぼう？」と例の楓かえでちゃんと柳やなぎくんが突つっ込こんできた。そして最後に高倉さん。

「よーしみんな、最後だし頑張るぞー！　鈴すずっちへのスペシャルプレゼント目指してレッツゴー！」

　張はり切きった声を聞きつつ慌ててステージ裏うらにもぐりこみ、十分でスタンバイ。

　そこで出演順を初めて聞いた。俺達が見事なまでのトップバッター。実に有あり難がたい話だ。

　ダラダラ待つなんて勿もつ体たいない。寝て起きた直後、唐沢の体力と集中力が一番続いている時間帯に――一気にケリをつけてやる。
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　舞ぶ台たいの始まりは高倉さんが楽しそうに両手を挙あげ、スカートを揺らしてダンスをするシーンからだ。白雪姫の城内での美しさは有名であり、同時にとてもお転てん婆ばで、凄すごく元気な女の子。その彼女がステージ上のＢＧＭに合わせてくるくる回る。

　そこに王子様が通りかかり、ふっと彼女に目を向けた。

　王子様は彼女のかろやかな姿すがたに一ひと目め惚ぼれ。その姿をつい木こ陰かげからじっと見つめ……だけど次し第だいに、居いても立たってもいられずこそこそと姿を見せる。

　そして、彼女にこう聞くのだ。

「あの。もし宜よろしければ――」

　その途と端たん、白雪姫のステップが乱みだれ、「誰だれ！」と、不ふ審しん者しやと思われた王子様に蹴けりを一発。その一いち撃げきで王子様は恋に落ち、白雪姫と王子が出会うのだった。

　その様子を、舞ぶ台たいのオブジェ裏うらでしっかり見つめつつ……ふぅ、と一息。

　祭会場のステージ脇わきに置かれた三角オブジェの裏側にて、俺おれは冬ふゆ野のさんと一いつ緒しよにその様子を見守っていた。七なな海み先せん輩ぱいは現在音おん響きようを弄いじっており、地味にフェードアウトをかけたり音量を調節したり、とラジカセの前で皺しわを寄せつつ劇げきの様子を窺うかがっている。

　最初のシーンはもうすぐ終わり。ここから冬野さんが登場し、白雪姫を追おい詰つめていく。それから続いて俺の番……っていうかこれ、緊きん張ちようするな本当。上手くやれるんだろうか。

　一番辛つらいのは唐から沢さわだろうが、やっぱり俺には俺の心配もある。それに高倉さんの誕生日プレゼントがかかっているのだ。やるからには勝ちたい、という欲もある。

　でも気合いが空回りして失敗するのもまずい。正直、唐沢は上手くやっている。それこそ俺が足を引っ張る訳わけにはいかない。

「……お、落ち着け俺。よし……！」

　こういう時こそ、緊張ほぐしの軽い会話。そう思って隣となりを見て、

「頑がん張ばりましょうね、冬野さん！」

　軽く声をかけてみた。隣の冬野さんは綺き麗れいにピンと背せ筋すじを伸のばし、微び動どうだにせず佇たたずんでいる。彼女の今の衣い装しようは腹黒い魔ま女じよらしく、真っ黒な服の足下に長いスリットが入った妖よう艶えんなものだ。さらに顔は太めの口くち紅べにを塗ぬった厚あつ化げ粧しよう。正直誰だれだろうこの人と言わん感じなのだが、これがまた似に合あっているから不思議だ。とはいえ、そんな派は手でな衣装に反して彼女はいつも通りのすまし顔……

　ではなく強ばっていた。改めて見ると、しゃんと立ってるというより固まってるような……？

「あの。冬野さん？」

「は、はは、はい。なな何か」

「……もしかして、物もの凄すごい緊張してません？」

　なんかこう、よく見ると先さき程ほどから腕うでが震ふるえてるような……

「わ、私、人前は基き本ほん的てきに慣なれてないのでして」

　冬野さんの声は微び妙みように裏うら返がえっていた。……何でもこなす冬野さんでも緊張するんだ。

「なんか意外ですね。冬野さんって案外車ぶっ飛ばしたり、冷静に見えて大だい胆たんな事するんで、てっきりこういうのには慣れてるかと……」

「……まあ、私はお嬢様のためでしたら必死で行いますし、これが仕事でしたら冷静になるのですが……何と言いますか、あれを見ますと……」

　冬野さんがそっと手で示す。彼女が指したのはステージではなく会場の方で、前方では未だ昼前だというのに子供達が十数人ほど座すわっていた。その後ろにもまばらに観客が立っている。って、ちょっと待て。このお祭、確たしか普ふ段だんは人気無いんじゃなかったのか？　二十分前に慌あわてて来たから気付かなかったが正直、これは……

「私、注目されるのにはあまり……」

「お、俺おれも、その……い、いや！　これ位は全然大だい丈じよう夫ぶです。はい」

　本当はマジやべぇと思ったのだが俺が緊きん張ちようしてる場合じゃない。隣となりには同じく緊張してる冬ふゆ野のさん。……そうとも。ここは一つ。男の子として堂どう々どうと。

「冬野さん。まずはリラックス、リラックス。肩かたの力を抜ぬいて、息を吐はいて」

「は、はい……ふーっ」

「今日の冬野さんは誰だれが見ても最高の女の子です。大丈夫、行けますよ」

「そ、そうでしょうか……？」

「――お嬢様のためでしょう？　冬野さん。頑がん張ばりましょう！」

　必殺の一言をプレゼントすると、冬野さんは一いつ瞬しゆん瞼まぶたをぱちくり。

「俺だってそうです。まあ唐から沢さわのためって言うより高たか倉くらさんのためなんですけど、でも、約束しましたから。最後までやり通そう、って。ですから、後はやれる事をやりましょう。ね？」

　頷うなずく。まあしっかり者の冬野さんにアドバイスなんて、少々おこがましいかもしれないけれど。でもたまには俺からも、恩おん返がえし。彼女には本当――それこそ、迷めい惑わくばっかりかけてるし。

　力強くハッタリを入れて頷くと、冬野さんも見事騙だまされ安心した。肩の力を抜き、ステージに視し線せんを戻す。

「……そうですね。はい。有あり難がとうございます、朝あさ井い様」

「いえいえ。いつものお礼です」

「……それは本来、私の台詞せりふのような気もしますけれども」

　答えた所で、唐沢と高倉さんのダンスが終わる。白雪姫に振ふり回まわされ続けた王子様は照れ笑いを浮うかべ、いやぁ、と告げて――

「あっ」

　ガツッ、と足を絡からませて唐沢が転び、まずい！

　と思った所を高倉さんが抱だき留とめた。背せの小さな王子様を掬すくい上あげるように、白雪姫が元の位置へ。そのままイタズラっ子のように微ほほ笑えみ、

「あらあら。王子様、お疲つかれですか？　まだまだ楽しい時間はこれからですよ？」

「……失礼。踊おどりに慣なれてないものでして」

　高倉さんが咄とつ嗟さにアドリブの台詞を加え、唐沢が低い声で応おうじる。ナイスフォロー、と七なな海み先せん輩ぱいが呟つぶやき、そこで出番を終えた二人がステージ脇わきに降おりてきた。俺達の前に戻もどるなり、くすっと笑って。

「ごめん、いつみ」

「ううん。気にしないで。次いこ？」

「うん」

「――では、続いて私が」

　冬ふゆ野のさんが隣となりで呟つぶやき、階かい段だんに足をかけた。そこに、

「冬野さん。頑がん張ばって」

　高たか倉くらさんが、一声。

　その声に。一いつ瞬しゆん、何な故ぜか冬野さんが驚おどろいたように目を瞬またたかせ……

「ええ、頑張ります」

　小さく頷うなずき、階段を静かに昇のぼる。
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　そもそも冬野さんは非ひ常じように優ゆう秀しゆうな人だ。舞ぶ台たいに上がれば雰ふん囲い気きは一変、鏡を片かた手てに美しさに酔よいしれる姿すがたは……普ふ段だんの冷静な冬野さんとは似にても似つかぬ神かみ演えん技ぎ。見てた子供がきゃーきゃー騒さわぐ様子は舞台袖そでで見ていると、なんつーか……

「う、うめぇじゃねーか冬野さん……なに緊きん張ちようしてんだあの人……！　あれＭＶＰ取られるんじゃね下手すると！」

「冬野は性根が真ま面じ目めだからね。頑張るのよ、なんでも」

　唐から沢さわが呟つぶやく目の前で、高倉さんが舞台にこっそり顔を出す。女王が白雪姫を殺してしまおう、と口にするシーンを偶ぐう然ぜん目もく撃げきした彼女は殺されてたまるものかと考える。そして王子様に助けを求めるべく、伝でん書しよ鳩ばとを飛ばしつつ自らも脱だつ走そう開始。最初は元気に森の中へと逃にげ込こみ、そこで暫しばらく楽しげに散歩する。しかしだんだん疲つかれてきて……最後には寂さびしくなって寝ねてしまう。

　そして――ようやく迎える、俺おれの出番だ。

　……大だい丈じよう夫ぶ。落ち着け。練習はそれなりにしたし、みんなのためにも俺がミスる訳わけには、

「朝あさ井い」

「ん？」

　振ふり向むくと、一休みしていた唐沢が真まっ直すぐに俺を見つめていた。

「行けるわ。しっかり」

　励はげまされた。

　……な、なんか珍めずらしいな。こいつが俺を元気づけるって。

「最後までばっちり、ね」

　そう告げ、唐沢が笑う。

　なんだろう。なんか、やる気が出てきた。唐沢に言われちゃ負けられん。

……おぅ。まあ、お前もちょっと休んでろよ？　王子の出番、後半にがっつりあるし」

　唐から沢さわに言い返し、気持ちを切り替える。思い込め。今から俺おれは、可か愛わいくトリッキーな小人さん。行ける。明るく、華はなやかな感じでぱっと楽しく輝かがやかしく、強く！　飛び出す――！

「こんにちは！　こんな所でどうしたのかな？　迷まい子ごの迷子のお嬢さん。今日は森のお散歩かい？」

　そうさ、ここから俺は、陽気で明るい、不思議な小人。

「おやおや？　この前森でデートをしていたお姫様だね？　あの時の王子様はどうしたの？」

　何気ない小人の台詞せりふに、ここまで頑がん張ばってきた白雪姫はふと王子様の事を思い出す。拙つたないながらも楽しく踊おどってくれた王子様。その記き憶おくと今の状じよう況きように、白雪姫は寂さびしく呟つぶやき……

　そう。強気でお転てん婆ばと思われた白雪姫も、本当はか弱い女の子。王子様と会いたくなり、彼女は小人の前で泣き出してしまうのだった。

「ど、どど、どうしたのかなお姫様ぁ！」

「……あたし、あたし、ここまで逃にげてきたんです。お義か母あ様から……！」

　寂しい姫の声が、舞ぶ台たいの上に響ひびき渡わたる。
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　白雪姫を家に招まねき、寂しがる彼女に手品を一つ披ひ露ろうする。ところが、これが見事に失敗。慌あわてる小人の前で白雪姫がくすりと笑い、そこから一いつ緒しよに生活が始まった。

　勝ち気でお転婆な白雪姫は、時々モノを壊こわしたり、ご飯を焦こがしてしまう慌あわて者もの。けれど賢けん明めいに努力を重ねて着々と上手くなり、今では立りつ派ぱなお嫁よめさん。でも、いつもは元気で勝ち気に振ふる舞まう白雪姫の心には……何時までも、あの時に振り回した王子様のことが、ずっとずっと残っていた。

　小人はそんな白雪姫を励はげましつつ、小人自身も少しずつ白雪姫に惹ひかれていく。王子様に戻もどってきて欲しい、でもその一方で王子様が戻ってきたら、自分は……？

　しかし、そんな時間も長くは続かない。白雪姫が生きていると知った女王は未だ彼女を酷ひどく妬ねたみ、白雪姫の事をしぶとく狙ねらっていたのだ――

　その女王を警けい戒かいして、小人の俺も彼女に忠告。森に度たび々たびきのこを採とりに行く小人は、白雪姫の事が心配で心配でたまらないのだ。彼女の事が好きだから……

「いいかい白雪姫、よく聞いて。知らない人にお菓か子しをあげるからと言われても、絶ぜつ対たいに貰もらってはいけないよ？　あの怖こわい怖い女王様が、もしかしたら来るかもしれないからね？」

　小人の俺が声をかけつつ、ステージ端はしで白雪姫に手を振った。挨あい拶さつの後に白雪姫が「行ってらっしゃい」と可か愛わいく答え、俺もにこりと笑ってステージから降おりた所で――

　はぁ、と息をついた。ようやく長い、と言っても十分にも満たない時間を乗り切った。

　結果は――極めて、順調！

「お疲つかれ様さまです、朝あさ井いさん」

「ええ。何とか……！」

　七なな海み先せん輩ぱいに声をかけられた所で汗あせをぬぐう。これで俺おれのメインの役割はお終いだ。あとは物売りに化けた女王がリンゴを売り、そこに唐から沢さわ王子が飛び出してリンゴをはじき飛ばす。その後に魔ま女じよと決けつ闘とうだ。当然小人役の俺も後ろから出はするが、最後の舞ぶ台たいを彩いろどるのは正体を現した魔女と王子の一いつ騎き打うち。俺のメインの仕事はほぼ――

　……一騎打ち？

　待て。考えてみれば今の唐沢に、そんな体力あるか？

　慌あわてて奥おくを見る。唐沢はそろそろ自分の出番と心の準じゆん備びをしており、三角オブジェに背せ中なかを預あずけて剣けんを弄いじっているが……額には既すでにうっすらと汗あせをかき、その息づかいは荒あらい。七海先輩も唐沢の不調に気づき、手元のラジカセを弄りつつ様子を窺うかがっていた。体重をオブジェに預け、瞼まぶたを閉じる姿すがたは……大だい丈じよう夫ぶか？　保もつか？

　そう心配した俺の顔色を、唐沢も読み取ったらしく。

「大丈夫よ。……ラスト、集中して行くから出来るはず。それ位は頑がん張ばらないと」

「そうか？」

「うん。あとは、あたしに任まかせて。最後ぐらい決めるわよ。あたしの根性舐なめないで」

　……そうだな。もう行くしかない。後は唐沢に任せるのみだ。正直、魔女との一騎打ちシーンでは合間に入るのも難むずかしい。

　……それでも。

「もしこけたりしたら、俺が後ろで支ささえてやるからな。だから、最後まで頑張れよ」

　そう言ってやると、唐沢はくすっと笑って。

「……うん」

　素す直なおに頷うなずいた。その顔を見る限かぎりは大丈夫そうだ。後は何が起きようと、やりきるしかない。

　唐沢がぐっと拳こぶしを握にぎった。ここからは俺と唐沢、二人の出番。小人の俺が王子を支え、王子が邪じや悪あくな魔女に立ち向かう最終場面――

「行くわよ、朝井」

「おぅ。頼たのむぜ、相あい棒ぼう」

　互いに声をかけ、唐沢が「ふんっ！」と気合を入れて足を踏ふみ出だした。階かい段だんの前でステージを睨にらむ。そのステージ上では今まさに、女王が愛いとしの白雪姫にリンゴを売りつけている最中だ。当然断ことわる白雪姫だが、女王の手口は実に狡こう猾かつ。

　……もう少し。

「今なら二個セットで通つう常じようの半額ですよ、お姫様。季節限げん定ていですので、今を逃のがすと……」

「わ、私は、でも知らない人から貰もらったりしてはいけません！」

　まだ頑張る白雪姫。が、それならば……と女王がリンゴをその場で二つに切り、片かた方ほうを白雪姫に差し出した。

「では試食という事で、片かた方ほうを無料サービス致いたしましょう。なぁに、毒どくなど入ってません。私がその反対側を頂いただきますから」

　そう呟つぶやき、女王がかりっと美お味いしそうにリンゴを口にした。ちなみに、これは原作にもあるシチュエーションだ。白雪姫を納なつ得とくさせるため、リンゴの片側だけに毒を塗ぬる。

　白雪姫がその様子を見て、ようやくリンゴを手に取った。おそるおそる、けれど好こう奇き心しんだけは旺おう盛せいに、その美味しそうなリンゴを口にしようとして――

「待ちなさい！」

　さあ王子様の登場だ。ここから一気にクライマックス！

「そのリンゴには毒が入っています！　今すぐ手を離はなしなさい！」

　王子の凜りんとした声が響ひびく。唐から沢さわの、女の子にして男らしい美声が会場を震ふるわせ、その一いつ喝かつで白雪姫も、女王ですらも動きを止める。

　白雪姫が振ふり返かえり、はっ……と眉まゆを上げた。

　最初は驚おどろき、そして喜び――

「王子様！」

　白雪姫が走る。その全身に涙なみだと喜びを溜ため、現れた王子様に飛びついた。

「今までどこに行ってたのよ！」

「うぐっ」

「ずっと待ってたんだから……！」

　白雪姫演えんじる高倉さんの声が、本当に潤うるんだように呟つぶやく涙の再さい会かい。それを見み届とどけつつ、今度は俺おれの出番。……と言っても後の役目は殆ほとんど無い。飛び出した王子様の後を追って登場し――

「白雪姫！」

　慌あわてて叫さけび、王子様との再会を前にして一いつ瞬しゆん……戸と惑まどう。抱だき合あう白雪姫と王子様。

　やはり白雪姫にお似に合あいなのは、王子様。自分じゃないんだ、という……少し淡あわい感じの気持ちを出しながら。推おし量はかったように溜ため息いきをついて……

「……良かったね、白雪姫」

　そう伝えて――これで、俺の役目はほぼ終わりだ。

　あとは全てを託たくされた王子様が、女王へと剣けんを向ける。

「もうお前の目もく論ろ見みは分かっている。その汚けがらわしい面を脱ぬぎ捨すてよ、醜みにくき女王よ！」

　唐沢の声は綺き麗れいに張はり、風か邪ぜで不調な様子は微み塵じんもない。……本当は辛つらいくせに、その集中力は抜ばつ群ぐんで――いや、むしろ研とぎ澄すまされている程ほどだ。あれなら、大だい丈じよう夫ぶ。

　王子の勇ましい発言と共に、女王の目がきりりと吊つり上あがった。その顔に浮うかぶのは、頬ほおを吊り上げ眼め鏡がねを傾かたむけ、美しい姿すがたを保たもちながらも……自分より美しいものを認みとめられない、嫉しつ妬とに狂くるった魔ま女じよの姿。

「白雪姫……白雪姫ぇ……っ！」

　冬ふゆ野のさんが怨えん嗟さの声を絞しぼり出だし、腰こしに手を携たずさえた枯かれ木きのような杖つえを出した。おどろおどろしいＢＧＭに合わせて先せん端たんを白雪姫へと向け、握にぎる。先端についているのは煙けむりを噴ふいて発はつ射しやする派は手でなゴム弾だんだ。

「毒どくが効きかぬならもう構かまわん、この私自らの魔ま法ほうで貴き様さまを眠ねむりにつかせてやるわ！」

　魔ま女じよが杖を振ふる。その動作と共に、ゴム弾がバシュッ！　と激はげしい音と共に発射――

　されない。

　しゅんしゅんと小さく音が鳴るのだが、動かない。

「え、あ、あれ……？」

　冬野さんが焦あせる。どうやらセットしていた紐ひもの引きが悪かったらしく、冬野さんが慌あわてて手元を弄いじった瞬しゆん間かん、

　バスッ！

　と音を立てて暴ぼう発はつした。練習時の二倍ぐらいの勢いきおいで発射されたそれは見事、白雪姫の脇わきを逸それ――唐沢の頭に直ちよく撃げき、

「はうっ」

　と声をあげて、唐沢がふらつき。

　ステージに、前のめりに。ぱたん、と。倒たおれた。

　……は？




　　　　４．




　観客が一いつ瞬しゆん、しん、と静まりかえる。予想外の場面だったからかもしれない。暫しばしの沈ちん黙もくの後、俺おれ達が動かないせいか次し第だいにざわりざわりと声が増ます。

　目の前で、唐沢がステージ上に突つっ伏ぷしている。アクシデントだ。まずい。

　とりあえず……ま、まずは、この場を繋つながないと……！

「「お……王子様！」」

　俺と高たか倉くらさんの声が重なり唐沢の元に駆かけ寄よった。唐沢は魔女の魔法を受け、アドリブで倒れた。そう信じたい。が――

「うぐ……っ」

　傍そばに寄った所で、唐沢もまた身体を起こして立ち上がろう、としているのだが動作がおぼつかない。集中力が完全に切れ、明らかに、動きが鈍にぶい。

　――これは、やばい。

「鈴すずっち……？」

　高倉さんがこっそり呟つぶやく。彼女も異い常じように気づく。唐沢の集中力は、今の一いち撃げきでほぼ完全に切れた。或あるいは元々、限げん界かい間近だったのか。どうする。どうすればいい。このまま続行？　どうやって……！

「あ、朝あさ井い君。鈴すずっちなんか……ま、まずいんじゃ」

「わ、分かってます。……でも」

　――中止して、病院に。そんな考えが脳のう裏りを過よぎるがすぐに打ち消した。駄だ目めだ。唐から沢さわとは必ず最後までやり遂とげると誓ちかったのだ。ここで退ひく訳わけにはいかない。だけど。

　一いつ瞬しゆん、迷まよった。ざわざわと耳みみ障ざわりな観客の声が響ひびき、唐沢に――

　どうする。そう心の内で尋たずねた、俺おれの声に……

　唐沢は、

「まだよ……！」

　そう、答えた。

　あいつは一瞬戸と惑まどった俺を睨にらみ――その強きよう烈れつな視し線せんで、力強く、射い抜ぬく。

「おぅ……っ！」

　怯ひるんだ。……正確に言えば、気け圧おされた、というべきだろうか。

　それは唐沢の強い意志によるものだろうか。或いは唐沢の本ほん能のうか。

　その顔には未だ、負けたくない、屈くつしないと願う唐沢の心情が現れていた。眉まゆ根ねにぎりぎりと力を込めて拳こぶしを握にぎり、本当に、意地と根性だけで立ち上がろうとする姿すがた。高倉さんを喜ばせたい。今を楽しみたい。最後までやり通したい。今この場で劇げきを続けないと、本当に後こう悔かいしてしまう、という唐沢の信念にも似にた気持ち。

　それでも、身体がついていかない！

　だから、唐沢が言う事はたった一つ。

「あ、朝井……！」

　喘あえぐように。その左手で俺の衣い装しようの裾すそを握り――

　呟つぶやいた言葉は、

「なんとか、して……！」

　唐沢の。渾こん身しんの、お願い。

　受け取った。

　そうだ。この唐沢の気持ちを守る役目こそ――この俺だろう？

　迷ってる暇ひまは無い。あの唐沢が、初めて俺に頼たのんできたのだ。その気持ちをフイにするなんて絶ぜつ対たい、間ま違ちがっても、何があっても、あったらいけない！

　だったらここから、何とか最後まで、必ず繋つなげる！

　そのためには……そのためには……

　何が何でも、最後まで！

「――白雪姫！」

「え？」

　大声を張はり上あげ高たか倉くらさんを振ふり向むかせた。その意い識しきは明らかに唐から沢さわに向かい、戸と惑まどっていたが――強引に、振ふり戻もどす。

「白雪姫、王子様があいつの魔ま法ほうでやられてしまいました！　でも私と白雪姫が協力すれば必ず、絶ぜつ対たいに勝てるはずです！」

「え、で、でも……す、鈴すずが」

「大だい丈じよう夫ぶ！　俺おれ達は絶対に負けません、あんな奴やつらには！　さあ王子、立てますか？　立たせますよ！　ふぬぅっ！」

　俺のかけ声と共に唐沢の脇わきを持ち上げ、無理やり立たせた。唐沢は未だふらついているが意識はある。脇から身体を持ち上げれば立てないこともない。そして唐沢だって俺とタメを張るだけのド根性と気き迫はくがあるのだ。小さな身体から気力を振ふり絞しぼり、腰こしの剣けんを引ひき抜ぬきスイッチオン。玩おも具ちやのライトセイバーに光が灯り、それを唐沢が眼がん前ぜんに構かまえ……ようとして取り落としそうになり、俺が脇から掴つかんでやる。

　大丈夫。行ける！

「白雪姫！　姫様も手伝って下さい！」

「え……あ、う、うん！」

　高倉さんに無茶ぶりすると、彼女も左手を伸のばして唐沢の支えに入った。唐沢が驚おどろき、対する高倉さんはちょっと怒おこったように唐沢を睨にらんで、

「い、いつみ、」

「よくわかんないけど、最後までやるんだね？　朝あさ井い君がそう言うなら……！」

　小さな声で呟つぶやき、高倉さんも右みぎ隣どなりから唐沢に握にぎらせた。

　もうこの際さい、見た目が明らかに変とか三人で剣支ささえてるのとか、どうでもいい。今は最後までやり通す。とにかく、最後まで遊び尽くして戦い抜く！

　唐沢が俺を見る。小さく頷うなずいて返してやる。これで行く。いいな？

　しっかり捕つかまってろよ。俺がばっちり支えてやるから……！

「行くぜ、この魔ま女じよ野郎！　覚かく悟ごは出来てんだろうな！」

　最大の声を張り上げ、相手の魔女に剣を向ける。

　対する冬ふゆ野のさんは、おそらく最後まで動どう揺ようしていた。らしくもなく戸惑い、呆ほうけていたが……俺達の台詞せりふを聞いて、迷まよいながらも杖つえを、掴む。

　お嬢様の付き人として、判はん断だんに迷ったに違ちがいない。だけど冬野さんだって、唐沢の意図は十分知ってる。その証しよう拠こに、その口元にはゆっくりと、けれど確かく実じつに魔女らしく嫌いやらしい笑みを浮うかべていく。

「……こざかしい。そんなふらついた王子と、姫と小人で私を倒たおそうなどと……！」

　冬野さんが小さく歯を食いしばり、その杖を振り上げた。いける！
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　耳元で囁ささやく。

「行くぞ唐から沢さわ。最後までやり通すからな。見てろよ？　絶ぜつ対たい、お前のせいで崩くずれたりしねーからな。……あとはこのまま最後までやり通して、全員でハッピーエンド。文もん句くは？」

「――無いわ！」

　小さく声をかけた所で冬ふゆ野のさんが迫せまる。杖つえを上に構かまえ、明らかに全員に分かりやすいよう、次の軌き道どうを意い識しきしながらそれを振ふり降おろし――それに合わせて。三人で、剣けんを力強く握にぎりしめた。

　これは俺おれと、そして唐沢の意地なのだ。何かに屈くつしないための、唐沢なりの抵てい抗こうで、そして、それを支える、俺なりの意地なのだ。

　負ける訳わけにはいかない。押おしつぶされてたまるものか。

　俺と唐沢の勝負は絶対――誰だれにも、邪じや魔まさせないのだから。




　　　　＊




　魔女の杖と俺達の剣が数度の交こう錯さを経へた後、とどめの一いち撃げきが放たれる。倒たおれた魔女が舞ぶ台たいから脱だつ落らくし、その様子を三人でほっと見つめたところで……唐沢の疲ひ労ろうがピークに達したのか、王子様が再ふたたび倒れた。その様子に驚おどろいた白雪姫に、小人の俺から咄とつ嗟さのアドバイス。

「王子様はおそらく、先さき程ほどの魔ま法ほうで完全に眠ねむりについてしまったのです。……ですが、あとは白雪姫の愛があれば大だい丈じよう夫ぶ。さあお姫様。王子様にお目覚めのキスを」

　そう告げたところで、白雪姫が大きく頷うなずき……

　倒たおれた唐から沢さわの頬ほおに近づき、そっと、軽めの……癒いやしのキス。

「あ……」

　と王子様がおぼろげながら目を覚ました。すぐに状じよう況きようを理り解かいし「ありがとう」と彼女に告げ、そして終しゆう幕まく――

「ありがとうございました！　草くさ地じ一いち高校の皆みなさんでしたー！」

　アナウンスの声に全員で一礼をしつつ、唐沢を抱かかえながら舞ぶ台たいを降おりた。やりきった、という安あん堵どの表情が全員に浮うかび、まずは一息。とりあえず、何とか最後まで。

　そう安心しつつ唐沢を支ささえながら舞ぶ台たい袖そでに戻もどり、一安心――

　しよう、と思っていたが……まあ、その。当然、怒おこる人がいて。

「鈴すずっち。ちょっといいかなー？」

　ぐい、と高たか倉くらさんが唐沢の腕うでを掴つかみ、その額に手を当てた。

　唐沢が硬こう直ちよくする。その前で高倉さんは白雪姫の衣い装しようを着たまま、お転てん婆ばなお姫様がお怒いかりになる顔そのままに……や、やっぱり怒るよなぁ。おぅ。すいません高倉さん……

「……鈴っち～！」

「ご、ごめん……で、でもどうしても、出たくて……いつみに言ったら、休んでなさいって怒られそうで……」

　唐沢が素すで謝あやまったところで足元をふらつかせ、慌あわてて冬ふゆ野のさんが支えに入る。

　その様子に、高倉さんもさすがに怒る気は無くしたのだろう。「まあ気持ちは分かるけどね……」と何な故ぜか俺おれを見つつ、はぁ、と溜ため息いき。いや、どうして俺を見るんですか高倉さん。

　その高倉さんは再ふたたび唐沢に向き直り、暫しばらく尖とがらせていた唇くちびるをふっと緩ゆるめ。唐沢に、一言。

「鈴っち」

「ん……」

「――楽しかった？」

　そう聞かれた唐沢は。

　すぐに……もちろん、という顔をして。

「……うん」

　頷く。そこに、

「あたしも。……じゃ、ゆっくり休んでね？」

　高倉さんが柔やわらかく、にっと笑った。

　――それは唐沢の、ずっと待ち望んだ笑顔かもしれない。

　確たしかに無茶はしたけど。それでも、これで全員揃そろってのハッピーエンドだ。高倉さんは怒るだろうが、唐から沢さわが笑っているならきっと許ゆるしてくれるに違ちがいない。

　唐沢もその気配を感じ取ったのだろう。満足げに、高たか倉くらさんに微ほほ笑えみ返し。

「うん。……ゆっくり、休む」

　と小さく頷うなずき、冬ふゆ野のさんに連れられふらふらしつつ、ようやく――東山祭の会場を後にした。

　……満足そうな顔しやがって。まったく。







　はぁ、と一息ついて肩かたの力を抜ぬく。これで唐沢も十分だろう。……出来ることは全部やった。一件落着、あとは帰ってゆっくり――

「朝あさ井い君、朝井君」

「はい？　……な、なんですか高倉さん」

「鈴すずっちの事は心配だけど……でも、楽しみだね結果発表。ＭＶＰ取れるかな？」

「……あ」

　そうだった。俺おれ達のそもそもの目的は、高倉さんへの誕生日プレゼント争そう奪だつ戦せん。

　演えん劇げき大会で優勝すれば。そしてＭＶＰをゲット出来れば、高倉さんへプレゼントする、念願のネックレスをゲット出来る。

　でも。あの有様でＭＶＰを取れるのか？

　……いや。それ以前にそもそも、ＭＶＰを取ったとしても……

　それは唐沢との、正式な勝負になるのだろうか。

　あんな、ふらふらした唐沢に打ち勝って？

　それで勝利と言えるんだろうか？

　高倉さんの顔を見る。「ん？」と首を傾かしげる彼女を前に。

「……いえ、何でもないです」

　もしこのまま、賞品をゲットして。仮かりに俺がＭＶＰを取ったとしても。それを高倉さんにプレゼントすると……

　それは、言わば俺の不戦勝にならないだろうか。

　小さな疑問が最後に残り。うーん？　と、首を傾げた。

　そうだ。やっぱりどう考えても――

　俺と唐沢の間に、不戦勝なんてあり得ない。








　―― 幕間　四 ――




　音という音が消えた沈ちん黙もくを保たもつ空間の中、一人ベッドに潜もぐりもぞもぞと布ふ団とんを弄いじる。身体が重い。演えん劇げきが終わって全身の力が抜ぬけたのか……本当に、鉛なまりのようにずしりと来る。

　いつみには、やっぱり後で少し言われた。何でそんな熱があるのに出場するの、と。

　でも……怒おこってはいなかった。あたしが満足したと伝えたら……むしろ、喜んでくれた。

　……倒たおれたのは本当に、不ふ覚かくだったけれど。

　でも。それでも、良かった。

　いつみの笑顔が見れた。最後まで無事に出来た。……それだけで、不思議と心が安らいだ。こうして何事もなく終わり、何も無い、という事が心ここ地ち好よい。

　布団の端はしを握にぎりしめて、笑う。身体が重くても気持ちが軽い。朝あさ井いの言う通り。出て良かった。もう、今はそれだけで満足。

　……ただ。

　まあ、一つだけ。

　強いて言えば朝井と、真まっ向こう勝負が出来なかった事だけが残念だった、かもしれない。

　思えば朝井は自分との勝負を望んでいたはずで、でも結局……そこだけは、あたしがフイにしてしまった。それだけが、少々心残り。

　頼たよってばかり。申もうし訳わけないと思う。それだけは、本当に。

　あとは……

「結局、どうなったのかな……」

　真っ白な天てん井じようをぼんやりと見つめながら、呟つぶやく。

　結果はもう出たのだろうか。朝井はＭＶＰを取れたのだろうか。もしかしたら、あたしのミスもあって、ＭＶＰどころか何一つ貰もらえてない可か能のう性せいもあるけれど……その時は、謝あやまろう。

　けれどもし、賞品を手に出来ていたなら……朝井は約束通り、いつみに渡わたすに違ちがいない。

「はぁ……」

　小さな、溜ため息いき。

　言ってみれば最後の心残りのようなものだった。……あたしはあたしなりに楽しかったけれど、朝井との勝負という意味では、完かん璧ぺきに負けた。そもそも庇かばわれてる立場で言える事は何もない。

　自然な形で、あたしの負け。それだけが、心残り。

　でも……

　何な故ぜだろう。負けたのに、悔くやしくない。

　ううん。むしろ……悲しいとは少し違ちがう、もやもやとした掴つかみ所どころの無い寂さびしさが胸むねに疼うずく。気にしても仕方無いのに。どうしようもないのに。何か……

「まあ、仕方ないけどね……」

　今いま更さらだ。ここまでしてもらって、言える事は無い。

　それに……別に朝あさ井いといつみがくっついたからって、友達じゃなくなる訳わけでもない。あたしには冬ふゆ野のやいつみや……朝井がちょっと傍そばに居いてくれるのなら、それで十分。

　それ以上は。本当は、高望みなのかもしれない。これ位で、満足した方がいい――

　そう思った所で、意い識しきがまどろみの中へと落ち始めた。

　疲つかれていた。だから今日はもう、ゆっくり寝ねれる……




　ぴんぽーん




　……チャイムが鳴った。

　誰だれだろう、こんな時に。

　今日はもう寝かせて欲しいのに。もう……

　ふらつく足取りでベッドから降おり、一人暮らしには長い廊ろう下かをとぼとぼ歩く。郵ゆう便びんでも来たかと思って、ぼんやりと扉とびらを開けると――

「おぅ、唐沢。起きてたか？　つーか冬野さんは？」

「……ほえ？」

　朝井が、いた。

　背せ中なかに昼間のきつい日差しを受け、あたしを見つめるその顔は……随ずい分ぶんと汗あせだくで、この日差しの中を慌あわてて走ってきたかのような、姿すがた。

　……自分の頭も、ついに寝ぼけて朝井の幻まぼろしでも見えるようになったのか。

　今ここに朝井がいるはずが無い。本物の朝井は今ごろ演えん劇げき大会の結果を聞いていて、優勝なりＭＶＰなりの喜びに浸ひたっている。そのついでに、東山祭を回っているはず、なのだ。

　折せつ角かく、いつみと二人きりになれる機会。朝井が無む駄だにするはずが無い。

　そのはず、なのに――

「ったく……お前の家、普ふ通つうに来ると遠いよな。自転車ぶっ飛ばして来たけど」

　朝井はぜーぜー息をつき、手で汗をぬぐう。幻のくせに息切れしている。昼間の日差しは容よう赦しやなく照りつけ、朝井の額には玉のような汗が浮うかび……その片かた手てには何やら小さな箱を握にぎっていて……

「……本物？」

「ほ、本物ってなんだよ。どう見ても俺おれだろが。俺の偽にせ物ものなんていねーよ」

「……え、えっと……？」

　そんな――なんで？

　東山祭は？　優勝は？

　……いつみは？

「あ。高たか倉くらさんには申もうし訳わけない、って言ってちゃんと許きよ可か取ってきたぞ？　まあ、後で追いかけるって言ってたからすぐ来るとは思うけど。それよりさ」

　ふらふらするあたしの前で、朝あさ井いが握にぎり締しめていた小さな箱を前に出した。丁てい寧ねいな赤リボンで包まれたそれに手をかけ、紐ひもをほどく。

　それから、その中身をこちらに向けて――

「見ろ唐から沢さわ、こいつをゲットしたぜ！」

　そう言って、朝井が楽しそうに箱の蓋ふたを開く。

　中に入っていたのは……銀色のチェーンの先に小さなハートが一個ついた、綺き麗れいな銀のネックレスだった。真っ昼間の太陽の光を反はん射しやし、あたしの前で輝かがやいている。

「じゃーん！　演えん劇げき大会、努力賞っ！　あなたの努力を認みとめてこちらの賞品を贈おくります！　ネックレス、無事ゲットしたぜ！」

　格かつ好こうつけた感じで明言。その手でネックレスを揺ゆらし……でも、努力賞？

　首を傾かしげるあたしの前で、朝井が両手をパン、と合わせて、

「すまん、唐沢！　ＭＶＰ無理だった！　ていうかあの演劇さ、なんか俺おれらが唐沢のアクシデント庇かばってたのバレバレだったみたいで……でも最後まで頑がん張ばった努力を認めて、みたいな感じでさ。つーか、やっぱ俺ら素人しろうとだし？　優勝もＭＶＰも全然駄だ目めで、なんつーか、これもちょっとオマケ的なあれ、だったけど……まあ頑張りましたね、って事で……」

　困こまったように朝井が頭を掻かく。その様子は何だか少々照れくさそう。

　でも……それでも、良かった。

　――何か一つでも、貰もらえたなら。

「……ううん。良かったわね。努力賞、貰えて」

　素す直なおに、そう思った。……ＭＶＰは無理でも、何か少しでも貰えれば。あたし達が完かん璧ぺきに望んだ結果ではないけれど……それでも十分、いつみのプレゼントにはなるはずだ。

　そう思うと、何な故ぜだろう。少しだけほっとした。

　演劇で負けた原げん因いんは、あたしにある。万全な体調でもないのに無理に出て、迷めい惑わくをかけて。いつみへのプレゼントも無くなってしまう――そんな結果にならなくて。少しでも、手に入れられたのなら……良かった。

　勝負は負けた。でも……それなら、いい。

「いつみには、それをあげたらいいわよ。……似に合あうと思うし。ハート一個だけどね」

　くすっと笑って朝井に返す。ＭＶＰは無理でも、少しは満足してくれるに違ちがいない。そして、それを渡わたす勢いきおいで、朝あさ井いもいつみにしっかり告白すれば……もしかしたら――

「あ、いや、その……な？　これ、なんだけどさ。その……」

　朝井が何な故ぜか、口をもごもご。なにかあたしの提てい案あんに不満があるのか……不思議と首を傾かしげた。唇くちびるを尖とがらせ、迷まよったように視し線せんを左右に流し、それから……

「これさ。えっと。……お前に、やる！」

　そんな事を言い出した。

　そして、その言葉通り――あたしに、そのネックレスを突つき出だした。




　　　　＊




　最終的に俺おれが出した結論は――やっぱりこれでは駄だ目めだ、という事だった。

　これでは、勝負になってない。

　だから。このネックレスは、高たか倉くらさんには渡せない。

「いや、その……な？　俺前にも言ったけど、やっぱ今回の勝負はフェアじゃねーんだよ。つーか勝負するなら、もっときちっと！　お前が風か邪ぜとか勉強とかで忙いそがしくない時に、こう、ばっちり対等に勝負しよう、って思うんだ。だから今回はノーカウント。だろ？　風邪の奴やつなんか倒たおしても面おも白しろくねーし」

　そうとも。そんなので勝負がついた、なんて……やっぱり間ま違ちがっても、言える訳わけが無い。

「……そう、なの？」

「おぅ。俺はそう思う！　でな？　そうすると……これさ。俺から高倉さんにプレゼント、ってのはやっぱ出来ないなって思うんだよ。勝負してねーのに俺が渡すのも、おかしいと思うし。だから、その……」

　頷うなずく。……唐沢はまだ風邪の影えい響きようが酷ひどいのか、ぼんやりと俺の話を聞いている。

　理り解かいが追いついてないのかもしれない。どうして唐沢に渡すのか、と。

　まあ、その理由は確たしかに、俺もどうかと思うが……でも。

「だから、お前にやる。……いや、お前にやる理由はまあ、他に渡す奴もいないし、お前が一番頑張ったし？　『努力賞』だからな。……それにほら、えっと……まあ……せ、折せつ角かく渡すなら、やっぱ似に合あう奴やつの方がいいかなって言うか……」

　い、いや、別に緊きん張ちようする事でもないよな？　持ってても仕方がないので渡すだけだ。おぅ。

　とりあえずネックレスを唐沢の手に握にぎらせ――ようと思ったけれど、折角の努力賞だ。そう思ってネックレスのチェーンを外し、唐沢の首にかけてやった。

　形は少し、違うけれど。以前、例のジュエリーショップで見た通り――

「……やっぱ似合ってんな」

　そう言って、唐沢の前で頷き。

「って事で、これはお前にやる！　高たか倉くらさんへのプレゼントはプレゼントでまた考える。勝負は保ほ留りゆうだ。次こそ絶ぜつ対たい、きっちりケリつけるからな！」

　改めて宣せん戦せん布ふ告こく。唐から沢さわにびしっと指を突つきつけた。

　次の機会こそ、必ずお前を正せい々せい堂せい々どう、正面から打うち倒たおし――そして高倉さんをゲットする。

　そう告げた所で、唐沢もようやく俺おれの意図を理り解かいし始めたらしい。それでも未だ、驚おどろいたように自分のネックレスと俺の顔を交こう互ごに見つめ……

「ね、ねえ、朝あさ井い。あんた……わざわざこれを渡わたすために、来たの？」

「あん？　そうだけど」

「……汗あせだくになりながら？」

「おぅ。暑かったぞ正直」

「……東山祭、いつみを放り出して？」

「う。ま、まあ、その……やっぱさ、こういうのは早めにお前に言っておくべきかな、って」

　ちょっと、返事が遅おくれた。正直そこはかなり迷まよったが――も、ここで抜ぬけ駆がけするのは男らしくない。卑ひ怯きような手は、俺には全く必要ない。

　そう答えると、唐沢は小さく息をついて……

　突とつ然ぜん、吹き出した。くすくすと笑ったかと思うと、次第にお腹をかかえて笑いだし。

「あんたって……ホント、馬鹿よね」

「はい？」

「っていうか、変。本当、あんた変！」

「へ、変ってなんだよ！　せっかく来てやったのに！」

　な、なんだその言い方。変って何が変だ？　俺、普ふ通つうの事しか言ってないだろ？

　にも関わらず唐沢はひとしきり笑い、風か邪ぜで咳せき込こみながらまた笑い、なんだかよく分からないが、最後に――

「あんたって本当、せこい。卑怯」

「ひ、卑怯って何がだよ」

「こういう時だけ格かつ好こういいなんて、卑怯よ。……まあ、あんたが格好いいなんて笑い話にしかならないけど」

　言いながら、唐沢が笑いすぎたせいか涙なみだをぬぐう。ぐすっ、と鼻まですすって……お前、そんなに笑ってたのか？

　ったく。人の気も知らないで。

　はぁ、と唐沢が溜ため息いき。と同時に身体の力が抜けたのか、唐沢が小さく頭を振ふった。笑いすぎて、どうやら疲つかれてしまったのか。……なんだか色々と難なん儀ぎな話だ。まったく。

　まあ、酷ひどい風邪を引いたまま動いてたんだからな。それも仕方無いと言えば、仕方ない、か。

「唐沢。……大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん……うん。もう、本当……あんたは」

「いや別に、俺おれ普ふ通つうの事しただけだしさ」

　そう言いい訳わけした頃ころには、唐から沢さわも随ずい分ぶんと気が抜ぬけたように……ほっとしていた。何だろう、本当に、完かん璧ぺきに、重いものが取れたかのような……

「ん……」

　そんな感じだから、だろうか。唐沢は疲つかれを取るように、軽く息を吐はいて……

「ごめん。あたし、ちょっと眠ねむくなってきた」

「……そうか。やっぱまだきついか？　って、当たり前か」

　あの高熱で頑がん張ばったのだ。当然だろう。……あとは休むのが一番いい。

「よし、じゃあとりあえず寝ねろ。な？　ベッドまで戻もどれるか？」

「……ちょっと、しんどい」

　そうか。なら――仕方が無い。

「じゃああれだ。お前軽いから運んでやるよ。……悪かったな、寝てる所起こして」

　そう言って、唐沢の身体を掴つかもうと身を屈かがめた。唐沢はぶっちゃけ軽い。この前運んだ時に気がついた。……なのでまあ、これ位なら。

　そう思って手を伸のばした所で――唐沢も、俺に任せようと思ったのだろう。

　一方踏ふみだし、そして、

「あうっ」

　気力が限げん界かいに達した。かくんと膝ひざを折り、倒たおれかける。

　その小さな身体を受け止めよう、としたのが俺の最後の失敗だった。

　咄とつ嗟さの事だから慌あわて、足が絡からみ、そのまま唐沢に半ば押おし倒たおされ――

「いや、ちょ……むぐっ」

　玄関前で、倒れ込む。

　その口元を、柔やわらかい感かん触しよくでふさぎ込まれ……

　そのまま、硬こう直ちよく。不思議な感触が、甘く、淡あわく、柔らかく……

　ほんのりと、広がる。

[image: ]

　それは随ずい分ぶんと想そう像ぞうしていたより唐とう突とつで、

　あまり衝しよう撃げき的てきすぎて、

　よく覚えてないけれど決して忘わすれられないもので、

　本当に全く分からなかったけれど――

　ただ一つ言えるのは。




　人生で、一度きり。








　―― エピローグ ――




　唐から沢さわが寝ね込こんでから三日が経たったその日、俺おれは再ふたたび唐沢の家を訪おとずれていた。

　別に看かん病びよう目的で来た訳わけではない。というか唐沢は三日間休むとあっという間に元気になり、今では家に招しよう待たいされた俺の前で偉えらそうに座すわっていた。その様子は弱っていた時の面おも影かげなんて欠片かけらも無く、相変わらず強気で傲ごう慢まんで豪ごう快かい不ふ遜そん。残念ながら元通りの唐沢であった。

　とはいえ、唐沢なりに感かん謝しやはしてるらしく。

「いい、朝あさ井い。今回だけ特別よ。……色々、世話になったし」

　唐沢がそう告げた所で、どん、と冬ふゆ野のさんがテーブルの上にバースデーケーキをセットする。苺いちごと生クリームでデコレートされたケーキの上には、綺き麗れいなチョコで『お誕生日おめでとう　高たか倉くらいつみ』ときっちり文字まで入れられている。

　そう。今から高倉さんの誕生日パーティなのだった。高倉さんの誕生日までには意地でも風か邪ぜを治なおす、と唐沢が言い出し、迎えたのが今日なのだ。そして唐沢は宣せん言げん通り今度こそ嘘うそ偽いつわりなく完全に……ではないらしいが、かなり回復。誕生日パーティを予定通り開いたのだった。ついでに演えん劇げき大会のお疲つかれ様さま会も兼かね、七なな海み先せん輩ぱいも招待している。そのパーティに俺も唐沢から招待されてここに来た、という訳だ。

　そう。これで一通り、綺麗に終わった。

　……ただ、それはあくまで表向きは、なだけで……

「朝井。そこにクラッカー置いておくから。……派は手でにいくわよ、派手に」

「お、おぅ」

　反はん射しや的てきに頷うなずく。が、その時唐沢の顔をつい直ちよく視ししてしまい、

「何よ。あたしの顔に何かついてんの」

「あ、いや……そういう訳じゃねーけど……」

　唐沢が眉まゆを逆さか立だてる。その尖とがった視し線せんは毎回見る度たびに、女の子なのに相変わらず怖こぇ、とは思うものの……けれど、やっぱりよく見ると綺麗な顔立ちと……唇くちびるも薄うすくて、綺麗で、

「だったら何よ！」

「な、何でもない！」

　反射的に顔をそっぽへ向けた。唐沢の顔が、直視できない。

　がりがりと頭を掻かいて心を落ち着かせようとするのだが、ぜんぜん上手くいかなかった。理由はもちろん……思わず、口元を押おさえてしまう。

　分かってる。唐沢は俺が倒たおすべき恋ライ敵バル。それは理り解かいしている。なのに……

　思い出しただけで唇くちびるが熱を帯びる。何な故ぜか妙みように意い識しきしてしまい、唐から沢さわとあんな事……事じ故こだと頭では分かっているのに、どうしても、その――

「……朝あさ井い様。大だい丈じよ夫うぶですか？　先さき程ほどからどうも、大分緊きん張ちようしておられるようですが」

「え？」

　冬ふゆ野のさんに言われた。い、いかん。傍はた目めに分かる程ほどに動どう揺ようしているらしい。でもこれは、その……

「だ、大丈夫です冬野さん。はい。……ま、まあ高たか倉くらさんの誕生日なんで、ちょっと緊張してしまって……」

「そうですか」

　頭を掻かいて誤ご魔ま化かす俺おれの前で、冬野さんが頷うなずきつつコーラをテーブルに並ならべていく。これでばっちり準じゆん備び万ばん端たん。あとは高倉さんを迎えるだけ。皆みなで騒さわいで、高倉さんといちゃいちゃして……それで全く問題無い、はずだ。

　でも、どうしても――

　唐沢をちらっと見る。視し線せんが合うと唐沢は俺をぎろりと睨にらみ、反射的に顔を背そむけた。気のせいか、唐沢は今日やたらと不ふ機き嫌げんだ。目を合わせれば妙に怒おこるし、じっと見つめると今度は「見るな！」とそっぽを向く。……やっぱりあれか？　意識しすぎてるのは俺だけか？

　……まあ、と、とりあえず。今日一日だけは唐沢と仲良く祝うとしよう。高倉さんの大切な誕生日だし、変なところで唐沢を意識する必要も無い。だから――

「朝井様。もう少しリラックスされては如何いかがですか？」

「え？　あ、は、はい。すいません……」

　冬野さんに窘たしなめられ、座すわり直なおす。確たしかに動揺しすぎだ。落ち着くべき。そう思って机に置かれたコーラを軽く口に含ふくみ――

「まあ、お互たがい初めてですし、緊張されるのは仕方無いと思われますが」

「ぶほっ」

　思わず吹き出し、

「はうっ……！」

　唐沢も何故か押おし殺ころしたような悲鳴をあげた。

　って、あの。その。いや、

「ふ、冬野さん、今の、」

「ああ。そろそろ高倉様が来られる頃ころですね。……では、迎えに行って参まいります」

　冬野さんが立ち上がり、歩き出す。だが一度だけ足を止めて俺達に振り返り……くすり、と意味深に微ほほ笑えんで玄げん関かんの方へと消えた。

　その後うしろろ姿すがたを眺ながめつつ――

　あの。初めて、って？

　それって。も、もしかして……

「えーと……？」

　呟つぶやきつつ、こっそりと。本当にこっそりと……唐から沢さわの様よう子すを、窺うかがう。

　気のせいかもしれない。そう一いち縷るの望みを賭かけたものの、しかし当の唐沢は唇くちびるをすっぱく細め、その頬ほおは赤く、強きよう烈れつな眼がん光こうを俺おれに向けてはまた顔を逸そらし……え、ええと。唐沢？

　も、もしかしてお前――

　そう俺が聞くより先に唐沢が顔を上げた。鬼き気き迫せまる視し線せんで睨にらまれ、

「朝あさ井い！」

「な、なな、なんだ唐沢」

「今日は何の日！」

「え、きょ、今日は……」

　何の日って、そんなの……

「た、高倉さんの誕生日！」

「そうよ。今日はいつみの誕生日。だから全力で祝うわよ！」

　吼ほえるように唐沢が言った。顔を真っ赤に膨ふくらませ、恥はずかしそうに俺を睨みつつ……ぷいっ、と再ふたたびそっぽを向く。その反はん応のうの意味は正直、分からない。が……

　ま、まあ、そうだな。今日は大切な一日なのだ。なんせ高倉さんの誕生日。彼女と共に過ごす、花の十六歳を祝う記念日――考え事をしている暇ひまは無い。

「お、おぅ！　そうだ、今日は誕生日！」

　答えると同時に、玄げん関かんの方から足音が聞こえてきた。軽い足取りと鼻歌が聞こえ始め、こちらに段だん々だん近づいてくる。そうとも、今日は彼女を祝う誕生日。今から主役がやってくる。

　高倉さん。俺の片かた思おもいの大事な人。俺の人生において、いつまでも一番の主役の人……

　本当に？

　きゅっ、と先さき程ほど預あずかったクラッカーの紐ひもを握にぎりしめる。それから唐沢と揃そろって頷うなずき、タイミングを見計らった。互いに頷き準じゆん備びＯＫ。そして廊ろう下かに向けて構かまえた所で――

　高倉さんが「やっほー！」と元気な声で挨あい拶さつした。

　そこを狙ねらって、唐沢と一いつ緒しよに

「誕生日、おめでとうございます、高倉さん！」

　声を上げて、クラッカーの紐を、一気に、引いた。

　心の内に潜ひそむ気持ちを、全て吹っ飛ばすぐらいの、気持ちで。






あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしております、と本を出す度たびに毎回書いている事を猛もう省せいしております。時とき田た唯ゆいです。

　つ、次こそはもう少し早く出せるように頑がん張ばろう、と前回も思っていたのですが……！

　次回はもっとガンバリマス……多分……！




　さて、今回のお話はライバルにお決まりの展てん開かいその２『昨日の敵てきは今日の友』的な、目的を達成するために「仕方ねーから協力してやるよ」と言いつつ何だかんだで仲良くなる例のアレです。どんな極悪ライバルをも可か愛わいいツンデレキャラに変えてしまう最強の魔ま法ほう。原理は謎なぞですが、でも多分、男女を問わず主人公や誰だれかに守って貰もらえたりすると、やっぱり心がきゅんきゅんするのだと思います。

　どんな相手でもいざとなると見捨てられない。そんな姿すがたが格かつ好こういい……！

　テンプレですいません。でもそういうシンプルな話が好きなんです。

　基き本ほん的てきにはアホっぽくて簡かん単たんに読めるお話を目指している（つもり）なので、中身は単たん純じゆんですが楽しんで頂いただければなぁ、と思います。




　それでは（今回は少し多めに）恒こう例れいの謝しや辞じを。まず二巻を出版するにあたり、これまた大変お世話になりました担たん当とうの和田さん。お忙いそがしいなか数々のご指し摘てき（とエロ要よう素その）ご指し導どう、本当にありがとうございます。特に今回は悩なやんだ点が多く、和田さんのお力ちから添ぞえ無くしては本当に完成しなかったと今でも思います。

　また今回より和田さんと同じく原げん稿こうをチェックして下さった吉岡さん、引き続き抜ばつ群ぐんに可愛いイラストを描かいて下さった作さく々さくさん。その他、校こう閲えつさんをはじめ本書作成に関わって下さった多くの方々、本当にありがとうございます。

　そして最後に、本書を手にとって下さった読者様。皆みな様のお陰かげで時田唯は成り立っております。今回は本当に創そう作さく以外の点でも悩む面が多かったので、頂いた励はげましは大変力になりました……！

　今度も皆様のご期待に少しでも添そえるよう、明日から本気……いえ今日から頑張っていきたいと思います。

　それでは、またの機会に。






時とき田た 唯ゆい

時田唯（ときたゆい）とは、人間によく似た架空の生物。物書き種ヒキコモリ科と思われ、主食はニコ動、おかずはゲーム、おやつはチャットと不健康街道まっしぐら。最近は室内自転車をゲットし生態改善に取り組んでいる模様。果たして進化できるのか。






作さく々さく

この仕事をやっているとよく飛び交う単語「パンチラ」。なんとパンチラという言葉は１９７０年代からあると言われているそうです。パンツがなくならない限りパンチラもなくならないと思うと感慨深いですね（キリッ）









電撃文庫





恋敵ライバルはお嬢じょう様さま☆ その２！










時とき田た 唯ゆい







二〇十三年一月三十一日　配信
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